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円と直線は道路網を表わし、その中央に整備された道路を画いた。道路網の色を毎月変えて季節感を出すようにした。
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特
集
/
平
成
三

年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

("
◎
"
◎
◎◎

宰
成
三

年
廳
重
点
施
策
に
つ
い
て

5
割
世
紀
へ
の
展
望
を
開
く
活
力
あ
る
国
土
の
構
築
5

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

は
じ
め
に

副
題
を

｢21
世
紀
へ
の
展
望
を
開
く
活
力
あ
る
国
土
の

構
築
｣
と
銘
打
っ
た
平
成
一
一
年
度
建
設
省
重
点
施
策
が
、

去
る
八
月
二
〇
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主

要
課
題
と
本
重
点
施
策
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
道
路

関
係
部
分
を
中
心
に
概
要
を
紹
介
す
る
。

へ平
成
一
一年
度
建
設
行
政
の
主
要
課
題
〉

我
が
国
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
端
を
発
す
る
経
済
の
長
期

低
迷
の
中
に
あ
り
、
少
子
･
高
齢
化
の
進
行
、
環
境
問
題

の
重
要
性
の
高
ま
り
、
経
済
･
社
会
の
国
際
化
の
進
展
へ

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
発
展
を
支
え
て

き
た
経
済
･
社
会
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
転
換
す
べ
き
歴
史

的
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

建
設
行
政
に
お
い
て
も
、
少
子
･
高
齢
化
に
よ
る
投
資

余
力
の
制
約
、
都
市
や
地
域
の
構
造
変
化
、
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
国
内
外
の
地
域
間
競
争
の
激
化

な
ど
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
従
来
ま
で
の
住
宅
･
社
会
資
本
の
量
的
充
足
に
重
点

を
置
い
た

｢国
土
建
設
｣
か
ら
、
住
宅
･
社
会
資
本
の
質

を
重
視
し
、
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
良
好
な
環

境
の
保
全
･
創
造
等
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な

｢国
土

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(整
備
･
利
用
･保
全
)｣
へ
の
転
換
を
着

実
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
土
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
上
で
の
喫
緊
の
課
題

は
、
現
下
の
社
会
経
済
情
勢
を
背
景
と
し
た
国
民
の
将
来

へ
の
不
安
を
解
消
し
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
展
望
を
開
く

こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
我
が
国
経
済
の
再

生
を
図
る
上
で
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
土
地
の
流
動
化
に

実
効
性
あ
る
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
、
都
市
の
再
構
築
を

図
る
と
と
も
に
、
経
済
構
造
改
革
に
資
す
る
連
携
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す
る
な
ど
、
活
力
あ
る
国
土

の
構
築
を
図
る
。

ま
た
、
環
境
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
健
全
な
循
環
型
国

土
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
く
ら
し
の
質
を
高
め
る
豊
か
な
生

活
環
境
づ
く
り
、
危
機
管
理
型
防
災
対
策
に
取
り
組
み
、

国
土
の
総
合
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
、
官
民
の
役
割
分
担
見
直

し
へ
の
要
請
、
国
民
の
参
加
意
識
の
高
ま
り
な
ど
、
住
宅
･

社
会
資
本
整
備
を
め
ぐ
る
環
境
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え

て
、
透
明
で
公
正
な
市
場
環
境
の
整
備
や
公
共
事
業
の
徹

底
し
た
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
民
と
の

対
話
を
重
視
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
行
政
の
推
進

を
図
る
。
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以
上
を
踏
ま
え
、
平
成
=

年
度
に
お
い
て
は
、
次
の

三
つ
の
主
要
課
題
を
設
定
し
、
各
種
施
策
を
重
点
的
か
つ

総
合
的
に
展
開
し
て
い
く
。

I

総
合
的
な
国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

□

国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
率
的
･
効
果
的
推
進
の

た
め
の
条
件
整
備

m

政
策
の
進
め
方
の
改
革

I

総
合
的
な
国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

活
力
あ
る
国
土
の
構
築
と
日
本
経
済
の
再
生

=

都
市
構
造
の
再
編
と
土
地
の
流
動
化

①

都
市
の
再
構
築
の
戦
略
的
な
推
進

②

都
市
再
開
発
の
集
中
的
支
援
と
土
地
の
流
動
化
･

有
効
利
用
の
一
層
の
推
進

②

地
域
の
維
持
基
盤
の
確
保
と
活
性
化
の
支
援

0
地
域
の
将
来
像
を
踏
ま
え
農
道
、
林
道
と
の
調
整

が
図
ら
れ
た

｢地
域
道
路
整
備
計
画
｣
と
の
整
合

を
と
り
な
が
ら
複
数
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
地
域

振
興
を
支
援
す
る

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事

業
｣
(広
域
行
政
支
援
型
、
観
光
周
遊
支
援
型
)
の

創
設

③

発
展
を
支
え
る
連
携
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

①

経
済
構
造
改
革
を
進
め
る
た
め
の
効
率
的
な
交
通

体
系
の
形
成

0
広
域
的
な
視
点
で
の
交
通
基
盤
の
形
成
を
図
る
た

め
、
国
際
空
港
、
重
要
港
湾
等
の
施
設
管
理
者
と

と
も
に
、
各
種
交
通
施
設
間
の
連
携
強
化
を
図
る

整
合
の
と
れ
た

｢広
域
交
通
基
盤
計
画
｣
を
策
定

し
、
連
絡
道
路
の
重
点
的
な
整
備
、
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
な
ど
の
施
策
を
展
開

0
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
交
通
容
量

拡
大
策
に
加
え
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
推
進
す

る

｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
策
定
し
、

特
に
渋
滞
の
著
し
い
地
区
や
交
通
結
節
点
を
対
象

と
し
た
特
定
地
区
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
基
づ

く
重
点
的
か
つ
集
中
的
な
事
業
の
実
施
な
ど
、
総

合
的
な
施
策
を
推
進

o
物
流
の
効
率
化
を
推
進
し
経
済
構
造
改
革
を
支
援

す
る
た
め
、
国
際
空
港
、
港
湾
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
を
一
体
的
に
整
備
す
る
国
際
交
流
イ
ン
フ

ラ
推
進
事
業
や
複
合
一
貫
輸
送
推
進
イ
ン
フ
ラ
事

業
な
ど
に
よ
り
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域
高
規

格
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
点
的
な
整

備
を
推
進

o
高
速
自
動
車
国
道
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た

に
実
施
可
能
と
な
っ
た
高
速
道
路
と
連
結
す
る
民

間
の
物
流
関
連
施
設
へ
の
融
資
制
度
の
創
設

②

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
戦
略
的

な
実
配
備

0
先
端
的
な
I
T
S
技
術
を
統
合
し
て
組
み
込
ん
だ

安
全
性
、
円
滑
性
等
に
優
れ
た
二
一
世
紀
の
道
路

(
ス
ー
パ
ー
イ
ン
フ
ラ
ノ
頭
脳
道
路
)
に
つ
い
て
、

実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
基
準
類
の
整
備
に

着
手

0
料
金
所
渋
滞
の
解
消
や
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
向
上

等
を
図
る
E
T
C
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
普
及
促
進
と
新
た
な
市
場
創
出

を
図
る
た
め
、
民
間
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

基
づ
く
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

③

連
携
交
流
を
支
え
る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

促
進

o
道
路
、
河
川
、
下
水
道
等
の
管
理
の
高
度
化
を
図

る
た
め
、
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
都
市
と
都
市
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
な
ど

情
報
通
信
ニ
ー
ズ
の
高
い
区
間
に
お
い
て
情
報
B

O
X
等
の
公
共
収
容
空
間
を
重
点
的
に
整
備

o
道
路
、
下
水
道
、
河
川
等
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る

収
容
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
民
間
通
信
事
業
者

等
に
積
極
的
に
開
放

2

環
境
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
健
全
な
循
環
型
国
土
シ

ス
テ
ム
の
確
立

①

健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
に
向
け
た
施
策
の
推
進

②

山
か
ら
海
ま
で
の
土
砂
の
流
れ
の
再
生

③

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

o
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状

道
路
の
整
備
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
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M
)
施
策
や
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
(I
T
S
)

の
推
進
な
ど
の
交
通
の
円
滑
化
対
策
、
物
流
の
効

率
化
の
支
援
や
自
転
車
利
用
促
進
の
た
め
の
道
路

環
境
等
の
整
備
等
の
自
動
車
交
通
か
ら
排
出
さ
れ

る
の
抑
制
策
の
推
進

④

建
設
廃
棄
物
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

⑤

豊
か
な
海
辺
の
創
造
を
目
指
し
た
海
岸
管
理
の
推

進

3

く
ら
し
の
質
を
高
め
る
豊
か
な
生
活
空
間
づ
く
り

①

子
育
て
支
援
の
た
め
の
生
活
環
境
整
備
の
促
進

②

高
齢
者
、
障
害
者
も
安
心
し
て
く
ら
せ
る
生
活
空

間
づ
く
り

0
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
形
成
事
業
の
推
進

等
に
よ
る
だ
れ
も
が
安
全
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
歩
行
空
間
の
確
保

0
新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣
に
基
づ
く
電
線
類
地
中

化
の
効
率
的
･
効
果
的
推
進
に
よ
る
安
全
で
快
適

な
歩
行
空
間
の
確
保

0
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
等
の
交
通
安
全
対

策
の
効
果
を
、
警
察
庁
と
連
携
し
つ
つ
、
分
析
･

評
価
し
、
事
故
類
型
に
応
じ
た
効
果
的
･
体
系
的

な
事
故
削
減
策
を
推
進

0
沿
道
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
大
気
汚
染
対
策
を
総
合
的
か
つ
強
力
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
住
宅
防
音
工
事
助
成
の
拡
充
な

ど
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
推
進

③

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
生
活
空
間
づ
く

o
地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
(仮
称
)
(観
光
周

遊
支
援
型
)
の
創
設
に
よ
る
地
域
固
有
の
魅
力
あ

る
観
光
資
源
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
(再

掲
)

④

社
会
資
本
空
間
の
多
様
な
利
活
用
の
推
進

o
市
町
村
等
が
祭
り
や
朝
市
な
ど
の
道
路
空
間
利
用

の
計
画
を
策
定
し
た
場
合
に
道
路
空
間
の
柔
軟
な

利
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
空
間
の
利
活
用

に
配
慮
し
た
道
路
及
び
道
路
付
属
物
を
整
備

0
住
宅
系
地
域
等
の
電
線
類
地
中
化
整
備
対
象
へ
の

追
加
や
、
構
造
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
等
の
検
討
を
踏

ま
え
た

｢新
電
線
類
地
中
化
計
画
｣
に
基
づ
く
電

線
類
地
中
化
の
効
率
的
･
効
果
的
推
進

(再
掲
)

危
機
管
理
型
防
災
対
策
の
推
進

①

大
規
模
水
害
の
発
生
に
対
す
る
集
中
的
か
つ
機
動

的
な
対
策
の
確
立

②

地
域
主
体
の
危
機
管
理
体
制
の
確
立

0
地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
か
ら
の
道
路
災
害
情
報

の
収
集
を
迅
速
化
す
る
た
め
災
害
情
報
連
絡
用
電

話
を
設
置

③

大
規
模
災
害
時
の

｢減
災
｣
を
目
的
と
す
る
施
設

整
備
の
充
実

0
水
害
頻
発
地
域
に
お
け
る
浸
水
対
策
、
緊
急
土
砂

災
害
対
策
の
重
点
実
施
及
び
防
災
カ
ル
テ
等
の
情

報
を
デ
!
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
新
た
な
道
路
防
災
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
の
道
路
防
災
対
策
の
推
進

④

防
災
の
た
め
の
国
土
監
視
体
制
の
強
化

口

国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
率
的
･
効
果
的

推
進
の
定
め
の
条
件
整
備

民
間
活
力
を
引
き
出
す
市
場
環
境
の
整
備
等

①

市
場
機
能
を
重
視
し
た
住
宅
･
建
築
行
政
の
推
進

②

建
設
業
の
構
造
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
新
た
な

企
業
経
営
の
展
開
の
促
進

③

P
F
I
の
推
進

0
民
間
施
設
と
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
効
率
的
に
実

施
さ
れ
る
公
共
駐
車
場
の
整
備
促
進
に
係
る
貸
付

制
度
の
創
設
及
び
補
助
制
度
の
拡
充
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公
共
事
業
の
コ
ス
ト
縮
減
の
徹
底
と
品
質
の
確
保
等

0
類
似
す
る
目
的
を
有
す
る
事
業
、
対
象
地
域
が
共

通
ず
る
事
業
等
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
間
等
の
計

画
段
階
か
ら
の
調
整
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
公
共
投
資
の
効
率
化
を
一
層
推
進



3

国
民
の
共
通
資
産
と
な
る
技
術
研
究
開
発
と
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
築

①

多
様
な
政
策
課
題
の
解
決
に
資
す
る
国
土
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
必
要
な
技
術
研
究
開
発
の
推
進

②

国
土
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

m

政
策
の
進
め
方
の
改
革

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
型
国
土
行
政
の
推
進

①

公
共
事
業
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
一
層
の
向

上
と
政
策
評
価
機
能
の
充
実
･
強
化

②

国
民
等
と
の
対
話
を
促
進
す
る
行
政
機
能
･
手
法

の
充
実

0
国
民
の
多
様
な
意
見
等
を
取
り
組
み
国
民
と
と
も

に
考
え
て
い
く

｢P
I
方
式
｣
や
国
民
の
協
力
を

得
て
試
行
し
た
上
で
、
本
格
的
な
実
施
の
是
非
を

決
め
る

｢社
会
実
験
｣
等
の
導
入
を
推
進

0
全
て
の
道
路
に
関
す
る
意
見
や
相
談
等
の
受
付
、

速
や
か
な
対
応
等
を
一
元
的
に
行
う
と
と
も
に
、

得
ら
れ
た
国
民
の
声
を
施
策
や
事
業
に
反
映
さ
せ

る

｢道
の
相
談
室
｣
を
全
国
展
開

0
幹
線
道
路
、
国
際
空
港
、
重
要
港
湾
等
の
管
理
者

の
連
携
に
よ
る
整
合
の
と
れ
た

｢広
域
交
通
基
盤

計
画
｣
の
策
定

(再
掲
)

0
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施

策
を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め

｢都
市
圏
交
通
円

滑
化
総
合
計
画
｣
の
策
定
推
進

(再
掲
)

の

地
方
の
主
体
的
取
り
組
み
の
強
化

②

住
宅
･
都
市
整
備
公
団
の
改
革

2

行
政
改
革
の
推
進

①

中
央
省
庁
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

D

国
土
の
政
策
･
計
画
と
社
会
資
本
の
整
備
･
管
理

が
融
合
し
た
実
効
性
の
あ
る
国
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
り
組
み



◎
◎
◎
◎

特
集
/
墨
成
三

年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

ハ"
食
器
◎
◎◎

総
合
鮑
愈
蘂
週
薹
盤
⑭
形
成道

路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一

は
じ
め
に

平
成
三

年
の
道
路
関
係
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

基
本
的
な
道
路
施
策
を
踏
ま
え
、
人
･
モ
ノ
等
の
広
域
的

な
移
動
や
都
市
圏
の
活
動
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
交
通

体
系
全
体
を
支
え
る
道
路
の
特
性
を
活
か
し
、
総
合
的
な

交
通
基
盤
の
形
成
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
空
港
･
港
湾

と
の
計
画
的
な
連
携
･
整
備
や
高
速
道
路
直
結
の
民
間
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
融
資
に
よ
る
広
域
的
な
物
流
効
率
化

を
支
援
す
る

｢総
合
的
な
広
域
交
通
基
盤
の
形
成
｣
と
、

渋
滞
対
策
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
加
え
、
警
察
庁
及
び

運
輸
省
と
連
携
し
、交
通
結
節
点
の
整
備
や
※
1
T
D
M
(交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
推
進

す
る
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
対
策
の
総
合
的
な
推
進
｣、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

｢総
合
的
な
交
通
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
整
備
｣
を
実
施
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

総
合
的
な
広
域
交
通
基
盤
の
形
成

1

概

要

高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
が
進
み
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
物

流
が
広
域
化
し
て
き
て
い
る
。
今
後
、
物
流
効
率
化
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用

方
策
を
含
め
、
空
港
･
港
湾
等
の
交
通
基
盤
と
道
路
と
の

計
画
的
な
連
携
･
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
二
一

世
紀
の
国
土
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

(新
･
全
国
総
合
開
発

計
画
)
に
お
い
て
、
国
土
基
盤
に
つ
い
て
既
存
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
利
用
方
策
等
ソ
フ
ト
な
施
策
も
含
め
、
重
点
的
･

効
率
的
な
投
資
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
広
域
的
な
視
点
で
の
交
通
基
盤
の
利
用
効
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
際
空
港
、
重
要
港
湾
な
ど
の
施

設
管
理
者
と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
を
含

め
た
各
種
交
通
基
盤
間
の
連
携
強
化
を
図
る

｢広
域
交
通

基
盤
連
携
強
化
計
画
｣
を
策
定
し
、
ア
ク
セ
ス
強
化
、
交

通
結
節
点
の
改
善
、
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
な
ど
の
施

策
を
展
開
す
る
。

2

広
域
交
通
基
盤
連
携
強
化
計
画
に
基
づ
く
戦
略
的
道

路
整
備

広
域
交
通
基
盤
連
携
強
化
計
画
に
基
づ
き
、
物
流
効
率

化
を
推
進
す
る
た
め
、
以
下
の
施
策
を
重
点
的
･
効
率
的

に
推
進
す
る
。

0
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
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o
空
港
、
港
湾
等
か
ら
高
規
格
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
す
る
道
路
の
整
備

o
交
通
結
節
点
の
改
善

0
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

ま
た
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
に
お
け
る
償
還
の
仕
組
み

の
改
善
や
公
的
助
成
の
拡
充
な
ど
有
料
道
路
の
活
用
に
よ

る
整
備
を
促
進
す
る
。

3

物
流
効
率
化
の
支
援

高
速
国
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
実
施
可
能
と
な

る
高
速
道
路
と
連
結
す
る
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
物
流

関
連
施
設
整
備
へ
融
資
を
行
う
た
め
の
制
度
を
創
設
す
る
。

三

都
市
圏
交
通
円
滑
化
対
策
の
総
合
的
な
推

進

1

概

要

道
路
交
通
需
要
の
大
き
な
伸
び
や
非
効
率
な
自
動
車
の

使
わ
れ
方
の
増
加
等
に
よ
り
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
深

刻
化
し
て
お
り
、
全
国
で
年
間
に
発
生
す
る
渋
滞
損
失
は

約
三
一兆
円
、
国
民
一
人
当
た
り
年
間
約
四
二
時
間
に
の

ま
り
、
環
境
問
題
、
経
済
効
率
の
低
下
等
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、
渋
滞

対
策
の
推
進
に
よ
っ
て
自
動
車
燃
費
効
率
の
高
い
走
行
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
の
排
出
量
削
減
対
策
や
自
動

車
利
用
の
適
正
化
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
各
都
市
圏
に
お
い
て
、
都
市
規
模
、
交
通
特
性

に
応
じ
た
環
状
道
路
な
ど
の
幹
線
道
路
整
備
に
よ
る
交
通

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

容
量
拡
大
策
、
T
D
M
施
策
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を

そ
し
て
、
環
状
道
路
の
整
.

組
み
合
わ
せ
て
、
都
市
圏
の
交
通
の
円
滑
化
施
策
を
強
力

か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
の
全
国
展
開

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
通
勤
圏
な
ど
対

象
エ
リ
ア
を
限
定
し
、
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣

を
警
察
庁
、
運
輸
省
等
の
関
係
機
関
、
自
治
体
の
他
、
企

業
、
市
民
等
の
参
画
を
得
て
共
同
で
策
定
し
、
都
市
の
交

通
渋
滞
の
解
消
･
緩
和
、
都
市
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等

を
図
る
。

都
市
規
模
や
交
通
特
性
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
た
め
、

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
に
お
い
て
、
以
下
の
施
策

を
策
定
す
る
。

0
交
通
容
量
拡
大
策

(バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
、
道
路

の
拡
幅
、
交
差
点
改
良
、
踏
切
道
の
立
体
化
)

O
T
D
M

(交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
施
策

(時
差

通
勤
、
相
乗
り
の
推
進
、
情
報
提
供
等
、
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
、
路
上
停
車
対
策
)

0

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策

(バ
ス
利
用
の
促
進
、
交
通

結
節
点
の
整
備
)

3

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業
の
実
施

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
に
お
い
て
、
特
に
渋
滞

の
著
し
い
地
区
や
交
通
結
節
点
を
対
象
と
し
て
特
定
地
区

そ
し
て
、
環
状
道
路
の
整
備
や
交
差
点
改
良
な
ど
交
通

容
量
拡
大
策
に
加
え
、
交
通
結
節
点
の
整
備
な
ど
の
ほ
か

タ
ク
シ
ー
ベ
イ
や
路
上
荷
捌
き
施
設
の
整
備
な
ど
の
施
策

を
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
社
会
実

験
手
法
な
ど
も
活
用
す
る

｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
対

策
事
業
｣
を
創
設
す
る

(図
参
照
)。

さ
ら
に
、
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
効
果
測
定
を

行
い
、
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
。

4

T
D
M
施
策
の
本
格
実
施

自
動
車
の
利
用
者
の
交
通
行
動
の
変
更
を
促
す
こ
と
に

よ
り
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
以
下
の
施
策

を
本
格
実
施
す
る
。

0
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
の
た
め
の
時
差
通
勤
の
促
進

0
行
政
の
T
D
M
推
進
体
制
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
※
2
N

P
O
法

(特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
)
を
活
用
し
た

交
通
円
滑
化
組
合

(※
3
T
M
A
)
の
設
立
･運
営
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
示
し
、
T
M
A
組
合
の

設
立
を
強
力
に
推
進

o
T
M
A
組
織
が
実
施
す
る
調
査
、
社
会
実
験
、
さ
ら

に
循
環
バ
ス
運
行
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
な
ど
の

T
D
M
活
動
を
支
援
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四

総
合
的
な
交
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備

ー

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
懇
談
会

(仮
称
)
の
開
催

各
地
域
で

｢道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
懇
談
会

(仮
称
)｣
を

開
催
し
、
平
成

=
年
度
に
実
施
予
定
の
道
路
交
通
セ
ン

サ
ス
等
に
つ
い
て
、
有
識
者
か
ら
意
見
を
頂
き
、
.調

査
内

容
、
実
施
方
法
、
デ
ー
タ
の
提
供
方
法
等
に
反
映
さ
せ
る
。

道行セ 98.9 7

容

容
　
　

　
　

マルチモーダル施策の具体的内容

2

総
合
的
な
交
通
調
査
の
実
施
と
デ
ー
タ
整
備

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
と
都
市
O
D
調
査
及
び
幹
線
旅
客

純
流
動
調
査
等
を
一
体
的
に
実
施
し
、
休
日
交
通
や
駐
車

を
含
め
道
路
に
関
連
す
る
総
合
的
な
交
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
整
備
を
図
る
。

3

道
路
管
理
情
報
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

総
合
的
な
交
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
道
路
管
理
情
報
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

注
釈

※
1
T
D
M
…
弓
｢P
b
g
o
警
田
[5
ロ
□
①自
営
Q
国
営
諸
の

ロ
ー①
□
[

※
2
N
P
O
"
Z
O
ロ
セ
｢
0
朴絆
-○
｢囚
斜
口
縞
巴
汕o
b

※
3
T
M
A
…
弓
橋
口
g
oべ[砦
5
ロ
区
営
滝
の日
の巳

都市圏交通円滑化総合計画

良 計画 謝 i

l

☆ 交通容量拡大策

lバイパス、環状道路の整備、道路の拡幅、交差点改良、踏切道の立体化等

l
☆ マルチモーダル施策

-バス利用の促進、交通結節点の整備等

l
☆ 交通需要マネジメント施策

-時差出勤、相乗りの推進、情報提供等、′r -クァンドライド、路上停車対策等

特定地区のプログラム



◎
◎
◎
◎

特
集
/
平
成
三

年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
《;
◎
("
◎
◎
◎

道
路
局
地
方
道
課

が
作
成
す
る
計
画

(地
域
連
携
強
化
計
画
)
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
道
路
等
の
整
備
を
計
画
的
･
総
合
的
に

支
援
す
る
。

②

地
域
連
携
強
化
計
画
の
概
要

地
域
連
携
強
化
計
画
は
、
地
域
の
特
性
や
課
題
に

対
応
し
た
地
域
整
備
を
計
画
的
･
総
合
的
に
実
施
す

る
に
あ
た

っ
て
、

o
地
域
整
備
の
方
向
性

o
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
地
区

(広
域
拠
点
地
区
、

観
光
拠
点
地
区
)

0
地
域
整
備
に
必
要
な
道
路
等
の
事
業

離

を
地
域
自
ら
が
定
め
、
地
域
の
発
意
を
反
映
し
た
効

セ

率
的
か
つ
重
点
的
な
整
備
を
図
る
よ
う
に
す
る
も
の
。
噺

ま
た
、
事
業
対
象
地
域
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

8

地
域
連
携
強
化
計
画
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
こ
と
と

一
施
策
の
目
的
･
必
要
性

自
立
的
な
地
域
社
会
の
形
成
の
た
め
、
魅
力
あ
る
拠
点

の
創
出
等
に
よ
る
都
市
と
地
域
の
交
流
･
連
携
の
強
化
、

地
域
住
民
等
の
利
便
性
の
向
上
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
産
業
の
振
興
に
資
す
る
施
策
を
効
率
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

三

施
策
の
概
要

｢地
域
道
路
整
備
計
画
｣
に
基
づ
く
地
域
振
興
施
策
の

重
点
的
支
援

ゆ

｢地
域
道
路
整
備
計
画
｣
の
拡
充

道
路
と
農
道
･
林
道
の
効
果
的
･
効
率
的
な
整
備
を
図

る
た
め
、
都
道
府
県
は
計
画
期
間
を
五
年
間
と
す
る

｢地

域
道
路
整
備
計
画
｣
を
都
道
府
県
単
位
で
策
定
す
る
。

平
成
一
一
年
度
か
ら
は
、

0
人
ロ
、
産
業
、
公
共
･
公
益
施
設
等
の
整
備
状
況
、

地
域
振
興
計
画
や
教
育
･
医
療
･
福
祉
･
ゴ
ミ
処
理

等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
地
域
の
将
来
像

0
地
方
公
共
団
体
が
道
路
管
理
者
の
協
力
を
得
て
作
成

す
る

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

0
広
域
農
道
に
加
え
、広
域
基
幹
林
道
に
つ
い
て
調
整
･

連
携

を
図
る
等
、
内
容
を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
｣
の
拡
充

①

事
業
の
目
的

地
域
の
効
率
的
な
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

道
路
整
備
計
画
を
踏
ま
え
、
地
域
の
特
性
や
課
題
に

対
応
し
、
地
域
自
ら
の
発
意
に
よ
り
、
複
数
市
町
村



し
て
い
る
。

③

事
業
の
概
要

地
域
の
課
題
や
特
性
に
応
じ
、
｢広
域
行
政
支
援

型
｣
及
び

｢観
光
周
遊
支
援
型
｣
の
二
つ
の
型
を
設

定
し
、
計
画
的
･
総
合
的
に
事
業
を
展
開
す
る
。

a

広
域
行
政
支
援
型

地
域
連
携
の
強
化
等
に
よ
り
公
共
･
公
益
施
設

の
共
同
利
用
･
整
備
等
地
域
住
民
等
の
利
便
性
の

向
上
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
等

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
計

画
、
整
備
効
果
等
を
内
容
と
し
て
複
数
市
町
村
が

作
成
し
た
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
を
重
点

実
施
す
る
。

へ施
策
メ
ニ
ュ
ー
〉

0
公
共
･
公
益
施
設
の
整
備
･
利
用
計
画
と
合
わ

せ
た
市
町
村
間
連
絡
道
路
等
共
同
利
用
の
促
進

に
資
す
る
道
路

(医
療
･
福
祉
施
設
、
ゴ
ミ
処
理
場
、
図
書
館
、

文
化
ホ
ー
ル
等
)

0
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
に
資
す

る
道
路

(木
材
を
活
用
し
た
木
製
歩
道
橋
、
法
面
緑
化

等
)

等
b
観
光
周
遊
支
援
型

地
域
固
有
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た

観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
道

路
計
画
、
整
備
効
果
等
を
内
容
と
し
て
複
数
市
町

村
が
作
成
し
た
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
を

重
点
実
施
す
る
。

へ施
策
メ
ニ
ュ
ー
〉

o
観
光
拠
点
を
連
携
す
る
観
光
周
遊
道
路

0
質
の
高
い
歩
行
空
間
等
観
光
拠
点
と
な
る
道
路
･

道
の
駅
等
地
域
情
報
化
の
拠
点

o
T
D
M
施
策
等
地
域
独
自
の
ソ
フ
ト
施
策

等

三

施
策
の
効
果

印

｢地
域
道
路
整
備
計
画
｣
の
拡
充

道
路
と
農
林
道
の
調
整
･
連
携
が
図
ら
れ
た
地
域
全
体

と
し
て
効
果
的
、
効
率
的
な
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
、
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
。

②

｢地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
｣
の
拡
充

地
域
の
利
便
性
の
向
上
や
産
業
の
振
興
、
観
光
に
よ
る

地
域
づ
く
り
等
に
よ
り
自
立
的
な
地
域
社
会
の
形
成
が
図

ら
れ
る
。

道イテセ 98 .9 9
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◎
◎
◎
◎

特
集
/
畢
成
三

年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
《謬
食
器
令
◎◎

暮
港
悪
生
活
壁
間
づ
く
り
を
嚢
麗
す
る

週
蟠
空
間
◎
剩
邇
鬮

道
路
局
国
道
課

一
目
的
･
必
要
性

国
民
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る

道
路
の
役
割
や
利
用
形
態
に
応
じ
既
存
の
道
路
ス
ト
ッ
ク

を
最
大
限
に
活
か
し
つ
つ
、
道
路
が
持
つ
空
間
機
能
を
高

度
に
利
活
用
す
る
こ
と
や
、
利
活
用
を
支
援
す
る
た
め
の

道
路
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
景
観

の
向
上
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
電
線
共
同

溝
等
の
整
備
に
よ
り
電
線
類
地
中
化
を
推
進
し
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
着
実
に
電
線
類
地
中
化
を
推
進
す
る
た

め
、
第
一
期

(昭
和
六
一
年
~
)
以
来
の
地
中
化
の
枠
組

み
を
見
直
し
、
新
た
な
社
会
的
要
請
に
も
応
え
る
新
電
線

類
地
中
化
計
画
を
策
定
し
、
同
計
画
に
基
づ
き
電
線
類
地

実
施
す
る
。

中
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

①

道

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
交
通
機
能
に
加
え
、
社
会
の

共
有
空
間
と
し
て
の
役
割
を
担
う
道
路
の
機
能
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
環
境
空
間
、
収
容
空
間
の
構
築
や

道
路
空
間
と
沿
道
空
間
の
連
携
･
調
和
な
ど
道
路
空
間
の

計
画
的
な
整
備
･
利
活
用
等
道
路
管
理
の
充
実
を
図
る
。

三

施
策
の
概
要

ー

人
と
く
ら
し
の
公
共
空
間
の
再
生

豊
か
な
生
活
空
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
祭
り
や
朝
市
な

ど
に
関
す
る
適
正
な
空
間
活
用
計
画

(道
路
空
間
活
用
計

画
)
を
道
路
管
理
者
や
自
治
体
等
が
策
定
し
た
場
合
に
、

積
極
的
な
占
用
行
政
の
推
進
な
ど
道
路
空
間
の
柔
軟
な
利

活
用
及
び
空
間
利
用
に
配
慮
し
た
道
路
事
業
を
試
行
的
に

①

道
路
空
間
利
用
の
手
続
き
等
の
柔
軟
な
運
用

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
機
能
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
、
道
路
利
用
に
積
極
的
な
占
用
行
政
を
推
進
す
る
。

②

空
間
の
利
活
用
に
配
慮
し
た
道
路
及
び
道
路
附
属

物
の
整
備

祭
り
や
朝
市
な
ど
に
配
慮
し
た
道
路
整
備
や
、
広

場
噴
水
、
ゴ
ミ
処
理
ス
ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
、
道

路
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

③

沿
道
の
建
築
物
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
景
観
形
成
･

防
災
空
間
の
確
保

沿
道
建
築
物
と
の
調
和
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
花
壇

の
設
置
な
ど
の
景
観
形
成
、
及
び
建
築
物
耐
震
改
修
、

道
路
構
造
物
の
耐
震
強
化
な
ど
に
よ
り
防
災
空
間
を

確
保
す
る
。

道イテセ 98.9 "



④

地
域
と
の
連
携
強
化

植
栽
の
管
理
等
道
路
の
日
常
的
な
管
理
へ
の
地
域

の
積
極
的
参
画
な
ど
、
地
域
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

さ
ら
に
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の

　

　

　　

道
路
空
間
の
再
構
築
や
、
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
の
修

横断歩道橇の撤去

戸 刊 * (日躍市) (車道) 約 諾
歩 道 車 道 歩 道

ストリートカフェなどによる刺活用 ストリートファニチャなどの設置

路上休憩所などの設置

繕
や
更
新
等
に
関
わ
る
技
術
の
開
発
な
ど
所
要
の
施
策
を

推
進
す
る
。

図 1 人とくらしの公共空間の再生 (実施イメージ)

◇青森県 ねぶた祭り

図 2 人とくらしの公共空間の再生 (実施事例)

整
備
前

,

整
備
後
＼

、下
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2

新
電
線
類
地
中
化
計
画
の
策
定

①

新
電
線
類
地
中
化
計
画
策
定
の
背
景

第
一
期
-
第
三
期
電
線
類
地
中
化
計
画
に
お
い
て

は
、
比
較
的
大
規
模
な
商
業
系
地
域
な
ど
、
電
力
や

通
信
の
需
要
が
高
く
、
街
並
み
が
成
熟
し
て
い
る
地

域
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
電
線
類
地
中
化
を
実
施

し
て
き
た
。

一
方
、
近
年
に
お
い
て
は
、
地
域
活
性
化
や
環
境

改
善
へ
の
要
請
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た
な
社
会
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
背
景
に
今
後

は
、
従
来
の
観
点
か
ら
地
中
化
に
加
え
、
中
規
模
商

店
街
や
住
宅
地
･
景
観
の
優
れ
た
地
域
等
か
ら
の
要

請
へ
の
適
確
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
公
共
事
業
の
効
率
化
や
公
共
料

金
引
き
下
げ
、
コ
ス
ト
縮
減
等
の
強
い
社
会
的
要
請

に
対
し
て
適
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
着
実
に
電
線
類
地

中
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
要

請
に
も
応
え
る
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
枠
組
み
を

検
討
し
、
こ
の
新
た
な
枠
組
み
に
基
づ
い
た

｢新
電

線
類
地
中
化
計
画
｣
を
平
成
一
○
年
度
末
迄
に
策
定

す
る
。

②

新
電
線
類
地
中
化
計
画
策
定
の
方
向
性

D
新
た
な
地
中
化
対
象
の
整
理

0
中
規
模
程
度
の
商
業
系
地
域
や
、
住
宅
系
地
域
に

お
け
る
主
要
生
活
道
路
な
ど
を
新
た
な
地
中
化
整

備
対
象
に
加
え
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

0
歩
道
幅
員
の
狭
い
道
路
に
お
け
る
整
備
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

の
道
路
空
間
改
善
の
た
め
の
方
式
の
整
理

0
街
並
み
に
ふ
さ
わ
し
い
地
中
化
方
式
を
柔
軟
に
採

用
す
る
。

0
区
画
整
理
事
業
や
宅
地
開
発
事
業
な
ど
に
お
い
て

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
段
階
か
ら
共
同
し
て
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
方
式
や
、
需
要
の
不
安
定
な
地
域

に
お
け
る
将
来
の
手
戻
り
を
避
け
た
柔
軟
な
整
備

手
法
を
検
討
す
る
。

の
円
滑
か
つ
効
率
的
に
地
中
化
を
実
施
す
る
手
法
の

整
理

0

コ
ス
ト
縮
減
や
コ
ス
ト
負
担
方
法
な
ど
に
つ
い
て

検
討
。

一三

施
策
の
効
果

人
と
く
ら
し
の
公
共
空
間
の
再
生

･
潤
い
と
魅
力
あ
る
豊
か
な
生
活
空
間
の
形
成

周
辺
に
住
む
人
々
、
道
路
を
通
る
人
々
、
沿
道
で

事
業
等
を
営
む
人
々
、
そ
こ
を
訪
れ
る
人
々
等
に
と

っ
て
、
豊
か
な
生
活
空
間
が
提
供
さ
れ
、
こ
れ
を
通

じ
て
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
を
支
え

る
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
。

道行セ 98.9 ノJ

図 3 郡山市における沿道景観の整備



･
道
路
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

公
出
発
工間
と
し
て
の
道
路
の
役
割
を
生
活
の
視
点

か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
空
間
機
能
の
充
実

を
図
り
、
道
路
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ

る
%

･
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
管
理
に
よ
る
管
理
の
効

率
化植

栽
の
管
理
等
道
路
の
日
常
的
な
管
理
へ
の
地
域

住
民
等
の
積
極
的
参
加
な
ど
地
域
と
の
連
携
を
強
化

す
る
と
と
も
に
道
路
管
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

2

新
電
線
類
地
中
化
計
画
に
基
づ
く
電
線
類
地
中
化
の

推
進

近
年
の
地
域
活
性
化
や
環
境
改
善
へ
の
要
請
、
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
な
ど
の
新
た
な
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

中
規
模
商
店
街
や
住
宅
地
･
景
観
の
優
れ
た
地
域
等
か
ら

の
電
線
類
地
中
化
に
対
す
る
要
請
に
適
確
に
応
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
着
実
な
電
線
類
地
中

化
が
図
ら
れ
る
。
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◎
◎
◎
◎

特
集
/
平
成
三

年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
《"

◎
《"
◎
◎ん
》

週
騰
嚢
週
シ
ス
テ
ム
の

高
麗
情
報
化
(!
T
S
)⑭
推
進

道
路
局
道
路
環
境
課

一

施
策
の
概
要

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
最
先
端
の

情
報
通
信
技
術
等
を
用
い
て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
事
に
よ
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
有
料
道
路
等
の
自
動
料
金
収

受
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
安
全
運
転
の
支
援
、
道
路
管
理
の

効
率
化
等
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
深
刻
化
す
る
渋
滞
、
交

通
事
故
や
環
境
の
悪
化
な
ど
現
代
の
道
路
交
通
問
題
を
解

決
す
る
戦
略
的
な
手
段
で
あ
る
。

平
成
一
一
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き

I
T
S
を
構
成
す
る
個
別
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
と
展
開
や

研
究
開
発
、
シ
ス
テ
ム
間
の
共
通
的
な
基
盤
の
構
築
、
国

際
標
準
化
活
動
の
支
援
か
ら
な
る
取
り
組
み
の
実
施
に
加

え
て
、
新
た
に
I
T
S
の
戦
略
的
な
実
配
備
に
着
手
す
る

(図
l
)。

二

具
体
的
な
施
策

I
T
S
推
進
に
関
す
る
全
体
構
想

(平
成
八
年
七
月
、

関
係
五
省
庁

(建
設
、
警
察
、
通
産
、
運
輸
、
郵
政
)
策

定
)
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
や
大
学
、
民
間
と
の
連
携
の

も
と
、
新
た
に
I
T
S
の
戦
略
的
な
実
配
備
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
V
I
C
S
の
展
開
、
A
H
S
の
研
究
開
発
な

ど
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

ー

ー
T
S
推
進
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

の

｢
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
2
0
0
1
/
知
能
道
路
計
画
｣

安
全
性
、
円
滑
性
等
に
お
い
て
画
期
的
に
優
れ
た
二
一

世
紀
の
道
路
｢
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

(知
能
道
路
)｣
を
実
現

す
る
た
め
、
先
端
的
な
I
T
S
技
術
を
統
合
し
て
組
み
込

ん
だ

｢I
T
S
仕
様
｣
の
道
路
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
力

を
結
集
し
て
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
制
度
･

基
準
類
の
整
備
を
行
う
。

①

実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

産
学
官
の
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
委
員

会
等
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ

(知
能
道
路
)
の

コ
ン
セ
プ
ト
や
実
現
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
の

検
討
を
行
い
、
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

②

研
究
開
発
の
推
進

産
学
官
の
連
携
の
も
と
、
先
端
的
な
I
T
S
技
術

に
つ
い
て
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。
A
H
S

(走
行

支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
に

実
証
実
験
を
行
う
こ
と
を
目
標
に
研
究
開
発
を
推
進

す
る
。

③

制
度
･
基
準
類
の
整
備

道イテセ 98.9 ノ5



囃轆丸井

･物流効率化の支援脳
Sの朝究開発と実用イ

ー
･道路管理の情報化 など

開
化
イ
よ

　　
　
　

　　等による地域情報化の拠点形成
V lcs等によるリアルタイムな道路交通情報等の提供

と展開

｢I
T
S
仕
様
｣
の
道
路
に
対
応
し
た
制
度
･
基

準
類
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
一
年
を
目
標
に
整
備
を
進

め
る
。

④

ス
マ
i
ト
ウ
ェ
イ

(知
能
道
路
)
の
実
現

新
た
な
制
度
･
基
準
類
に
基
づ
き
道
路
整
備
を
推

進
し
、
二
〇
〇

一
年
以
降
、
逐
次
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

イ

(知
能
道
路
)
の
実
現
を
図
る

(図
2
)。

②

E
T
C
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
普
及
促
進

①

E
T
C
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

無
線
通
信
を
用
い
て
料
金
の
支
払
い
を
行
う
こ
と

報

にV

　

　

図

システムの共通的な基盤 (プラットフオ‐ム) の構築
･ I T S を構成するシステム間や地域間の互換性を確保するための基準類の整備

国際標準化活動の支援等
･日本のシステムを国際標中と整合を諮るための活動の推進 など

1 l T Sの推進方策 (基本的な枠組み)

に
よ
り
料
金
所
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
通
行
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
便
性
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
低
減
等
を
実
現
す
る
E
T
C
(切
言
R
NO
巳
6

弓
o
二
6
R
布
目
5
口
の
で
誓
O
B

…
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動

料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
、
東
関
東
自
動
車

道
、
京
葉
道
路
等
の
首
都
圏
の
主
要
な
料
金
所
を
中

心
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

現
在
の
料
金
所
の
処
理
能
力
は
、
一
時
間
当
た
り

平
均
二
三
〇
台
で
あ
る
が
、
E
T
C
は
こ
れ
を
一
時

双方向無線通信＼
＼

、

/。
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図 3 E T C (ノンストップ自動料金収受システム) の仕組み

図 2 スマートウェイ (知能道路) が備える機能



間
当
た
り
約
一
、
0
0
0
台

(約
四
倍
)
に
向
上
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
高
速
道
路
に
お
け
る
渋
滞
ポ
イ

ン
ト
の
約
三
五
%
に
あ
た
る
料
金
所
渋
滞
の
解
消
を

図
る
。

②

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
普
及
促
進

E
T
C
-
I
C
カ
ー
ド
と
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
と

の
提
携
な
ど
、
民
間
と
の
オ
ー
プ
ン
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
E

T
C
の
普
及
促
進
と
新
た
な
市
場
の
創
出
を
図
る
(図

3
)
0

③
ー
T
s
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の
積
極
的
な
導
入
推
進

ユ
ー
ザ
へ
の
情
報
提
供
や
道
路
管
理
の
高
度
化
を
図
り
、

併
せ
て
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
レ
ベ
ル

で
の
I
T
S
推
進
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
整
備
し
、
各
地
域
に
お
い
て
互
換
性
、
汎
用

性
を
確
保
し
た
I
T
S
の
積
極
的
な
導
入
を
推
進
す
る
。

①

推
進
体
制
の
構
築

関
係
者

(道
路
管
理
者
、
大
学
、
関
係
機
関
等
)

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
な
ど
、
地
域
レ
ベ
ル
で

の
I
T
S
推
進
体
制
を
構
築
す
る
。

②

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
整
備

既
に
実
用
化
レ
ベ
ル
に
あ
る
I
T
S
関
連
技
術
に

つ
い
て
、
地
域
間
や
シ
ス
テ
ム
間
の
互
換
性
や
全
国

的
な
汎
用
性
を
確
保
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
整
備
を
図
る
。

③

I
T
S
の
積
極
的
な
導
入

各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
つ

つ
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
い
た
I
T
S
関
連
技

術
の
積
極
的
な
導
入
を
推
進
す
る
。

2

ー
T
S
推
進
に
向
け
た
継
続
的
取
り
組
み

印

-
T
S
の
実
用
化
と
展
開

E
T
C
に
つ
い
て
、
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
を
含
む
料
金

所
施
設
の
積
極
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
渋
滞
情

報
や
事
故
、
雨
に
よ
る
規
制
情
報
、
駐
車
場
情
報
な
ど
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
提
供
す
る
V
I
C
S
(道

路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
情
報
内
容
の
充
実
な
ど
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
。

⑭

研
究
開
発
の
推
進

①

A
H
S

(走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開

発
道
路
と
車
の
協
調
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
危
険

警
告
や
運
転
補
助
を
行
う
A
H
S
の
技
術
に
つ
い
て
、

平
成
三
一年
度
に
実
証
実
験
を
行
う
こ
と
を
目
標
に
、

A
H
S
研
究
組
合
と
の
連
携
の
も
と
研
究
開
発
を
推

進
す
る
。

②

物
流
の
効
率
化
、
道
路
管
理
の
情
報
化
に
関
す
る

研
究
開
発

物
流
の
効
率
化
に
資
す
る
た
め
、
商
用
車
の
効
率

的
な
運
行
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
開

発
を
推
進
す
る
o

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
新
た
な
道
路
管

理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
開
発
を
推
進
す
る
。

③

シ
ス
テ
ム
の
共
通
的
な
基
盤

(プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
)

の
構
築

地
域
間
や
シ
ス
テ
ム
間
の
互
換
性
を
確
保
し
、
効
率
的

に
I
T
S
を
推
進
す
る
た
め
、
I
T
S
の
全
体
像

(
シ
ス

テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
)
を
踏
ま
え
つ
つ
、
汎
用
的
な
通

信
規
約
で
あ
る
道
路
通
信
標
準
等
の
基
準
類
等
の
基
準
類

の
整
備
を
推
進
す
る
。

㈱

国
際
標
準
化
活
動
の
支
援

日
本
の
シ
ス
テ
ム
を
国
際
標
準
と
整
合
の
取
れ
た
も
の

と
す
る
た
め
、
I
S
0

(国
際
標
準
化
機
構
)
等
に
お
け

る
各
国
の
提
案
内
容
の
分
析
や
日
本
と
し
て
の
提
案
活
動

を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

三

施
策
の
効
果

I
T
S
の
戦
略
的
な
実
配
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

V
I
C
S
の
展
開
、
A
H
S
の
研
究
開
発
な
ど
の
継
続
的

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
深
刻
化
す
る
渋

滞
や
交
通
事
故
な
ど
の
道
路
交
通
問
題
、
鵤
削
減
等
環
境

問
題
、
活
力
あ
る
経
済
社
会
の
実
現
な
ど
幅
広
い
課
題
の

解
決
を
図
る
。
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◎
◎
◎
◎

特
集
/
平
成
三

年
度
道
路
関
係
重
点
施
策
《"
◎
《器
全
霊
▽

道
路
局
地
方
道
課

ゆ

社
会
実
験
推
進
の
た
め
の
環
境
整
備

0
実
施
手
順
や
実
験
評
価
の
考
え
方
等
を
と
り
ま
と
め

た
要
領
の
策
定

0
社
会
実
験
の
先
導
的
な
展
開
を
図
る
た
め
、
実
施
希

望
者
を
公
募
す
る
制
度
の
導
入

0
社
会
実
験
を
進
め
る
た
め
の
支
援
措
置

(調
査
費
の

事
項
新
設
)

②

社
会
実
験
の
先
導
的
な
展
開

平
成
一
〇
年
度
よ
り
、
地
域
住
民
等
関
係
者
の
参
加
の

下
、
社
会
実
験
を
試
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平

成
一
一
年
度
よ
り
、
渋
滞
対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
等

鯰

に
資
す
る
新
し
い
施
策
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
社
会
実
験

セ行

を

首
勺
こ

弱

る
b

道

を
先
導
的
に
展
開
す
る
b

道

具
体
的
に
は
、

β

〈
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
〉

一
社
会
実
験
の
概
要

社
会
実
験
と
は
、
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
高
い
新
し
い
施
策
の
導
入
に
先
立
ち
、
場
所
と
期

間
を
限
定
し
て
施
策
を
試
行
す
る
と
と
も
に
、
試
行
結
果

の
評
価
を
行
い
、
施
策
を
本
格
的
に
実
施
す
る
か
否
か
の

判
断
を
行
う
こ
と
で
あ
る

(図
1
)。

二

施
策
の
目
的
･
必
要
性

社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
新
し

い
施
策
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
施
策
の
効
果
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
の
合
意
を
形
成
す
る
た
め
、
渋

滞
対
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
に
資
す
る
施
策
を
対
象
に

社
会
実
験
を
推
進
す
る
。

社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
験
の
行
わ
れ
る

地
域
の
住
民
や
団
体
、
行
政
等
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
社

会
実
験
を
進
め
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
が
、

社
会
実
験
は
、
そ
の
地
域
が
改
善
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

他
地
域
に
有
効
な
実
験
成
果
を
提
供
で
き
る
も
の
の
、
新

し
い
施
策
や
実
験
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
必
要
で

あ
り
、
費
用
も
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て

実
施
す
る
地
域
に
対
し
て
特
段
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

三

社
会
実
験
推
進
の
定
め
の
取
り
組
み

社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
新
し

い
施
策
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
施
策
の
効
果
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
の
合
意
を
進
め
る
手
段
と
し
て
、

渋
滞
対
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
に
資
す
る
施
策
に
つ
い

て
、
社
会
実
験
を
推
進
す
る
た
め
、
以
下
の
取
り
組
み
を

実
施
す
る
。



商
店
街
の
自
動
車
を
排
除
し
て
、
歩
行
者
空
間
と

0
/

し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
、
路
面
電
車
、
バ
ス

ノ

等
路
面
を
走
行
す
る
交
通
機
関
を
導
入
し
た
空
間
の

9

こ
と
。
中
心
街
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
を
質
的
に
改

セ

良
し
･

歩
行
者
の
安
全
性
の
向
上
、
自
由
な
空
間
の

擶

確
保
、
商
店
街
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
。

〈ゾ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
〉

市
街
地
に
お
け
る
自
動
車
交
通
量
削
減
を
目
的
と

し
て
、
地
区
を
数
ゾ
ー
ン
に
分
割
し
、
公
共
交
通
機

関
以
外
は
ゾ
ー
ン
間
の
直
接
往
来
が
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
交
通
を
抑
制
す
る
シ
ス
テ
ム
。
自
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＼
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家
用
車
等
は
一
度
外
周
道
路
へ
出
て
、
迂
回
し
な
け

れ
ば
ゾ
ー
ン
間
の
往
来
が
で
き
な
い

(図
2
)。

ヘ
エ
コ
･
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
ン
ド
〉

駅
に
近
い
企
業
や
官
公
署
等
に
電
気
自
動
車
を
導

入
し
、
業
務
車
と
し
て
活
用
す
る
一
方
で
、
業
務
時

間
外
に
周
辺
住
民
に
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、
パ

ク
&
ラ
イ
ド
を
推
進
す
る
施
策
。
自
動
車
と
駐
車
場

の
有
効
利
用
に
加
え
、
パ
i
ク
&
ラ
イ
ド
の
事
業
実図 2 ゾーンシステム

施
に
あ
た
り
、
改
め
て
駐
車
場
を
用
意
す
る
必
要
が

な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

四

施
策
の
効
果

o
社
会
実
験
に
対
す
る
理
解
･
普
及
が
進
む
。

o
大
規
模
か
つ
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
社
会
実
験

の
実
施
に
よ
り
、
新
し
い
施
策
導
入
の
効
果
、
課
題

の
把
握
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

0
新
し
い
施
策
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
か
ら
関
係
者

の
合
意
形
成
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
新
し

い
施
策
に
つ
い
て
の
円
滑
な
実
施
が
可
能
と
な
る
。

五

そ
の
他

0
地
球
温
暖
化
推
進
大
綱
(平
成
一
〇
年
六
月
一
九
日
)

｢国
民
の
参
加
を
得
た
先
駆
的
な
地
球
温
暖
化
対

策
モ
デ
ル
事
業
を
集
中
的
に
行
い
、
そ
の
成
果
を
検

証
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る

た
め
の
大
規
模
な
社
会
実
験
を
行
う
。｣

o
道
路
審
議
会
建
議

(平
成
九
年
六
月
三
〇
日
)

｢社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
取
り
組
み
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
新
し
い
仕
組
み
へ
の
変
革
の

手
段
と
し
て
、
あ
る
い
は
施
策
の
効
果
を
把
握
し
つ

つ
関
係
者
の
合
意
形
成
を
進
め
る
手
段
と
し
て
、
『期

間
を
限
定
し
て
実
際
に
現
地
で
試
行
し
、
評
価
を
ふ

ま
え
て
本
格
実
施
に
移
行
す
る
こ
と
』
(社
会
実
験
)

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。｣
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今
年
も
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
｢道

の
日
｣
実
行
委
員
会
主
催
、
建
設
省
等
後
援
に
よ
る
中
央

行
事
が
八
月
八
日
田
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
三
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
将
来
を
担
う
子
供
達
に
、

道
路
へ
の
親
し
み
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
道
路
の
役

割
、
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
、
全
国
の
子
供
達

(小
学
生
)
か
ら
道
に
関

す
る
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
。
応
募
者
の
全
て
を

｢道

の
こ
ど
も
親
善
大
使
』
に
任
命
。
同
時
に
中
央
行
事
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
年
の
中
央
行
事
の
テ
ー
マ
は

｢
つ
な
げ
よ
う
、
育
て

よ
う

｢道
｣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
。
道
路
に
関
す
る
施
設

(多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
麻
布
共
同
溝
、
首
都
高
管
制
セ
ン

タ
ー
)
を
親
子
で
見
学
す
る

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣

見
学
会
、
｢道
の
日
｣
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

宙
心比
寿
ガ
ー
デ

ン
プ
レ
イ
ス
内
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
央
行
事
を
通
じ
て
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
供
達

に
も
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
見
学
会

･
日

時
…
平
成
一
〇
年
八
月
八
日
出

9

"
00
1
姫

"
15

･
見
学
施
設
…
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
麻
布
共
同
溝
、

首
都
高
管
制
セ
ン
タ
ー

午
前
九
時
に
J
R
立
川
駅
に
集
合
し
た
親
子
二
〇
組
は
、

ま
ず
、
供
用
前
の
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
を
見
学
。
実
際

に
試
乗
も
で
き
、
中
に
は
初
め
て
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
る
子

供
も
お
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
レ

ン
ト
の
間
寛
平
さ
ん
も

｢道
の
こ
ど
も
親
善
隊
長
｣
と
し

て
同
行
し
、
親
子
と
も
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
見
学
会

と
な
り
ま
し
た
。

次
に
見
学
し
た
の
は
、
麻
布
共
同
溝
の
工
事
現
場
。
地

下
へ
の
入
ロ
で
は
、
不
安
そ
う
だ
っ
た
子
供
達
も
入
っ
て

み
る
と
そ
こ
は
巨
大
な
地
下
空
間
。
道
路
の
下
に
こ
の
よ

う
な
空
間
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
子
供
達
は
、
施

設
の
説
明
者
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
子

供
達
に
は
道
路
の
多
様
な
機
能
を
理
解
し
て
も
ら
う
良
い
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機
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
見
学
し
た
の
は
、
首
都
高
管
制
セ
ン
タ
ー
。
中

で
も
巨
大
な
道
路
情
報
掲
示
板
に
子
供
達
は
興
味
津
々
で
、

施
設
側
の
説
明
に
積
極
的
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
頃
は
、
お
盆
の
帰
省
渋
滞
の
時
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
更
新
さ
れ
る
情
報
に
子
供
達
は
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の

先
進
性
、
重
要
性
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

｢道
の
日
｣
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

･
日
時

"
平
成
一
〇
年
八
月
八
日
田
姫
…
第
ー
互
…
45

(開
場
"
お
…
$
)

･
場
所
…
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
内

ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル

ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
T
B
S
雨
宮
塔
子
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
司
会
の
も
と
、
最
初
に
、
来
賓

(井
上
道
路
局
長
、

山
本
都
市
局
長
)
の
紹
介
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
浅
井

会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
浅
井
会
長
は

｢道
路
は

生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た
め
、
そ
の
存
在

が
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
の

｢道
の
日
｣
を
契
機
に
改
め

て
道
路
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
よ
う
｣
と
強
く
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

次
に
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣推
進
標
語
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
建
設
大
臣
賞
、
道
路
局
長
賞
の
受
賞
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
建
設
大
臣
賞
は
、
鳥
取
県
在
住
、
財
原
さ
ん

の
作
品

｢汚
す
ま
い

道
路
は
素
敵
な
景
色
で
す
｣
で
、

井
上
道
路
局
長
よ
り
賞
状
、
審
査
員
の
山
田
美
保
子
さ
ん

(
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)、
陣
内
貴
美
子
さ
ん

(
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ス
タ
ー
)よ
り
盾
、記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
間
寛
平
さ
ん
、
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
間
さ
ん
、
清
水
さ
ん

に
思
い
出
の
道
、
道
に
関
す
る
思
い
等
を
面
白
お
か
し
く

語
っ
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
後
に
は
、
｢道
の
日
｣
実
行
委

員
会
浅
井
会
長
よ
り
、
｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣代
表
に

任
命
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、
道
に
ち
な
ん
だ
歌
や
も
の
ま
ね
、

顔
ま
ね
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
全
体
が
明
る
い
笑
い
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
来
場
者
に
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
立
ち
見
も
出
た
会
場
は
、
最
後
ま
で
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

へ最
後
に
〉

今
年
も
、
昨
年
同
様

｢道
の
日
｣
の
意
義
を
報
道
各
社

を
通
じ
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら

｢テ
レ

ビ
で
見
た
｣
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
目
的
は
達
成
さ
れ
た

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
、
建
設
省
等
で
は
、
今
後
と

も
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
供
達
に
も

｢道
｣
へ
の
親
し
み

を
持

っ
て
も
ら
い
、
将
来
の

｢道
の
フ
ァ
ン
｣
と
な

っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
事
の
実
施
に
あ
た
り
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
方
面
の
皆
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
一
○
年
度

『道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
活
動
報
告

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

　
　
　　　　 　 　 　 　

　　　　　　 　　　　　　　 　　　　 　
桜 ま し

重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高

め
る
た
め
、
本
年
度
も
全
国
各
地
で
八
月
一
〇
目
の

｢道

の
日
｣
を
中
心
に
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清

掃
な
ど
道
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
八
月
五
日
閖
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
建
設
省
道
路
局
、
関
東
地
方
建
設
局
主
催
に
よ
る
｢桜

田
通
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
｣
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
一
般
国
道
一
号

(桜
田
通
り
)
の
警
視
庁
前

桜
田
門
交
差
点
か
ら
虎
ノ
門
交
差
点
ま
で
の
約
一
如
の
歩

道
や
緑
地
帯
を
、
沿
道
の
官
庁
や
ビ
ル
な
ど
に
勤
務
さ
れ
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建
設
省
で
は
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民

の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
毎
年
八
月
を

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
と
し
て
お
り
、
運
動
期
間
中
、
道
路
を
常
に

広
く
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高
め
る
た
め
、

地
方
自
治
体
等
の
道
路
管
理
者
と
と
も
に
関
係
機
関
と
協

力
し
て
全
国
各
地
で
各
種
運
動
を
実
施
し
て
い
る
。

本
月
間
は
今
年
で
四
一
回
目
を
迎
え
た
。
そ
の
間
、
建

設
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管
理
者
は
、
関
係
省
庁
、

関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
幅
広
い
層
に
様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
道
路
整
備
の

必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い
る
役
割
、
使
い
方
や
道
路
愛

護
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種

運
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
も
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
カ
月

間
を

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し
て
、
国
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
道
路
を
良
好
に
保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施

設
等
の
点
検
と
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い

利
用
の
指
導
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
と
し

た
。｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
中
心
行
事
と
し
て
｢道
の
日
｣

(八
月
一
〇
日
)
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
道
路
の
意
義
･



て
い
る
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
箒
、
熊
手
等
を
手
に
清
掃
を
行

い
、
快
い
汗
を
流
す
と
と
も
に
通
勤
途
中
の
方
々
に
も
道

路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
他
、
道
路
交
通
の
安
全
確
保
、
道
路
の
正
し
い
利

用
、
道
路
愛
護
等
に
関
し
て
永
年
に
わ
た
り
取
り
組
み
、

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
五
九
団
体
、
二
九
個
人
に
つ

い
て
建
設
大
臣
か
ら
表
彰
し
た
。

さ
ら
に
、道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
道
路
利
用
者
の
方
々

に
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
き
を
持
つ
国

民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し

て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
認
識
に
た

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標

語
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
す
る
な
ど
、
各
種
行
事
を
通
じ

て
、
多
く
の
方
々
に
道
路
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
道
路
愛
護

精
神
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
常

に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と

こ
ろ
全
国
か
ら
四
、
九
二
六
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
浅
井

新
一
郎

(｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
会
長
)、
陣
内
貴
美
子

大臣賞受賞の財原敏夫さんと司会の雨宮塔子さん

(ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
)、
杉
浦
日
向
子
(江
戸
風
俗
研

究
家
)、
山
田
美
保
子

(放
送
作
家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)、

渡
辺
文
雄

(俳
優
)
の
各
氏
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
、
最

優
秀
作
/
建
設
大
臣
賞
一
点
、
優
秀
作
/
建
設
省
道
路
局

長
賞
六
点
が
選
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、八
月
八
日
出
に
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
(東

京
都
渋
谷
区
)
で
開
催
さ
れ
た

｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
堀
｣
に
お
い
て
、
平
成
一
〇
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
建
設
大
臣
賞
の

財
原
敏
夫
さ
ん
、
道
路
局
長
賞
の
杉
山
晴
英
さ
ん
、
森
山

勉
さ
ん
、
大
原
一
彦
さ
ん
、
小
木
曽
正
裕
さ
ん
、
作
田
典

子
さ
ん
に
、
井
上
道
路
局
長
か
ら
賞
状
が
、
審
査
員
の
陣

内
貴
美
子
さ
ん
と
山
田
美
保
子
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
副
賞

が
手
渡
さ
れ
た

(口
絵
参
照
)。
(伊
藤
桂
三
郎
さ
ん
は
当

日
欠
席
の
た
め
、
後
日
手
渡
さ
れ
た
。)

表
彰
後
、
受
賞
者
の
財
原
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
、
審
査
員

の
陣
内
さ
ん
と
山
田
さ
ん
の
｢審
査
に
当
た
っ
て
の
総
評
｣

を
以
て
平
成
一
○
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標

語
表
彰
式
は
幕
を
閉
じ
た
。

な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
道
路
情
報
板
等
に
掲
示
す
る

ほ
か
、
各
自
治
体
の
広
報
誌
等
に
も
掲
載
さ
れ
、
本
月
間

の
広
報
に
活
用
さ
れ
た
。

次
に
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

及
び

｢道
の
日
｣
の
行
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
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推進標語審査会の模様
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『道
路
を
ま
も
る
月
間
@
道
の
日
｣
関
連
行
事
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終
始
人
々
の
歓
声
が
響
き
わ
た
る
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

て
〉

ま
れ
て
い
た
。
会
場
内
で
は
道
内
各
地
の

｢道
の
駅
｣
P

2

R
物
産
展
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入

選
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ミ

ス
札
幌
と
道
路
管
理
者
代
表
に
よ
る
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布

が
行
わ
れ
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
、
道
路
の
正
し
い
利

用
、
道
路
愛
護
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昨
年
か
ら
登
場
し
た
H
O
K
K
A
I
D
O
道
路
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
シ
ン
ボ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
み
ち
の
大

切
さ
を
伝
え
る

『M
r
･
D
O
』
(ミ
ス
タ
ー
･ド
ゥ
)
が

今
年
も
活
躍
し
、
沢
山
の
子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
一

人
一
人
に

｢み
ち
の
大
切
さ
｣
を
ぬ
い
ぐ
る
み
の
か
ら
だ

北
海
道
開
発
局

わ
る
楽
し
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
北
海

道
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
福
居
良
さ
ん
に
よ
る

｢道
の
日
｣
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
F
M

A
I

R
-
G
の
｢道
の
日

G
O
L
G
O

S
P
E
C
I
A
L
｣

公
開
録
音
と
し
て
人
気
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
大
泉
洋
さ

ん
ら
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
地
元
の
人
気
番

組
で
あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の
若
者
た
ち
が
会
場
に
集
い
、

　

　　

　

　

　
　　

　
　

　
　
　

　
　

　

　　　
　

　　

　　

　

ト●

“

、翻

、

ィ

北
海
道
開
発
局
で
は
今
年
度
も
、
八
月
の

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
及
び
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に

そ
っ
て
、
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(北
海
道

開
発
局
、
北
海
道
、
札
幌
市
、
日
本
道
路
公
団
北
海
道
支

社
)
を
組
織
し
、
各
種
協
賛
団
体
の
協
力
を
得
て
、
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
旭
川
市
や
帯
広
市
な

ど
の
道
内
各
地
に
お
い
て
も
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
北

海
道
開
発
局
開
発
建
設
部
、
北
海
道
土
木
現
業
所
及
び
各

市
町
村
等
の
道
路
管
理
者
が
協
賛
し
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
札
幌
市
に
お
い
て
は
、
八
月
一
〇

日
の

｢道
の
日
｣
に
、
札
幌
市
内
中
心
部
に
あ
る
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

｢サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
を

会
場
と
し
て
、
『98
H
O
K
K
A
I
D
0
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
実
施
し
た
。
当
日
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
の
ア
ト
リ
ュ
ー
ム
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
｢道
の

日
｣
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、

道
内
各
地
か
ら
多
数
応
募
の
あ
っ
た

｢道
の
日
｣
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、
道
を
テ
ー

マ
と
し
た

｢道
の
日
｣
ク
イ
ズ
、
国
際
ラ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー

で
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る
山
村
雅
康
さ
ん
に
よ
る
道
に
ま
つ

道路フェスティバル 盛り上がる会場の様子



全
体
で
訴
え
か
け
て
い
た
。

今
年
の
北
海
道
は
、
天
候
不
順
で
肌
寒
い
夏
の
日
が
続

い
て
い
た
が
、
当
日
は
晴
れ
わ
た
り
、
会
場
内
に
は
多
く

の
人
々
が
集
ま
り
大
盛
況
の
う
ち
に
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
し

た
。札

幌
市
以
外
の
会
場
で
は
、
稚
内
市
内
の
開
発
事
務
所

構
内
に
お
い
て
、
地
域
住
民
が
多
数
参
加
し
て
、
除
雪
車
、

清
掃
車
、
散
水
車
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
等
の
道
路
維
持
用

機
械
車
両
の
試
乗
及
び
見
学
会
を
行
っ
た
。
来
場
し
た
子

供
た
ち
は
、
日
頃
道
路
で
活
躍
す
る
道
路
維
持
用
機
械
車

両
に
試
乗
し
た
り
、
触
れ
た
り
し
、
｢す
ご
い
な
ー
｣、
｢で

巡
な

っ
か
い
な
ー
｣
と
い
う
声
を
上
げ
て
い
た
。
道
路
管
理
者

の
仕
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
試
み
は
達
成
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
道
路
を
安
全
に
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
も
、
身
を
も

っ
て
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
道
路
維
持
用
機
械
車
両
は
展

示
会
後
、
稚
内
市
内
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
一
般

市
民
に
披
露
さ
れ
た
。
パ
レ
ー
ド
で
は
、
稚
内
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
を
先
頭
に
各
道
路
管
理
者
が
一
般

市
民
一
人
一
人
に
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
な
が
ら
行
進
を

行
い
、
道
路
愛
護
思
想
の
啓
蒙
等
に
努
め
た
。

そ
の
他
の
会
場
に
お
い
て
も
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
等
を
展
示
し
た
道
路
パ
ネ

ル
展
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
道
路
工

事
現
場
見
学
会
等
が
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
の
方
に
、

改
め
て
道
路
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
ほ
か

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
期
間
中
に
は
、
道

路
占
用
物
件
の
適
正
化
指
導
や
全
道
一
斉
の
特
殊
車
両
の

現
地
指
導
取
締

(八
月
二
六
日
)
等
を
行
い
、
道
路
の
正

し
い
利
用
を
訴
え
た
。

最
後
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
道
内
各
地
の

実
行
委
員
会
、
各
協
賛
団
体
の
方
々
に
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
及

び

｢道
の
日
｣
の
充
実
を
図
り
、
道
路
の
正
し
い
利
用
、

道
路
の
重
要
性
、
道
路
整
備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
積

極
的
な
P
R
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
フ
ェ
ア
98

道路維持用機械車両の試乗及び展示会
道路維持用機械車両に試乗する子供達

東
北
地
方
建
設
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
い
、

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
べ
く
本
局
を
は
じ
め
と
し
て

管
内
の
各
事
務
所
で
種
々
の
行
事
を
実
施
し
た
。
簡
単
に

主
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

青
森
"
｢道
路
パ
ネ
ル
展
｣

(青
森
工
事
事
務
所
)

岩
手
…
｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
鋸
｣

(岩
手
工
事
事
務
所
)

東
北
地
方
建
設
局

｢道
の
日
m
宮
古
｣

(三
陸
国
道
工
事
事
務
所
)

秋
田
…
｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ア
あ
き
た
班
｣(秋

田
工
事
事
務
所
)

(湯
沢
工
事
事
務
所
)
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｢『道
の
日
』
広
報
活
動
｣
(湯
沢
工
事
事
務
所
)

｢街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

(能
代
工
事
事
務
所
)

山
形
"
｢道
路
ふ
れ
あ
い
お
祭
り
広
場
｣

(山
形
工
事
事
務
所
)
6　

　

｢か
わ
と
ぴ
あ
&
道
の
日
堀
｣



(酒
田
工
事
事
務
所
)

福
島
…
｢道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
(福
島
工
事
事
務
所
)

｢I

L
O
V
E

R
O
A
D
郡
山
鋸
｣

(郡
山
国
道
工
事
事
務
所
)

｢
マ
リ
ン
ロ
ー
ド
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
鋸
｣

(磐
城
国
道
工
事
事
務
所
)

宮
城
県
内
で
は
、
八
月
一
日
①
ー
八
月
二
日
間
の
二
日

間
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
行
事
実
行
委
員
会

(東
北
地
方

建
設
局
及
び
仙
台
工
事
事
務
所
･
東
北
幹
線
道
路
調
査
事

務
所
･
宮
城
県
･
仙
台
市
･
日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
･

宮
城
県
道
路
公
社
)
主
催
の

｢道
路
フ
ェ
ア
鋸
｣
が
、
仙

台
市
の
勾
当
台
公
園
市
民
の
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

初
日
の

一
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
主
催
者
代
表
挨
拶
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
及
び
く
す
玉
開

披
に
引
き
続
き
仙
台
市
内
の
小
学
生
の
応
募
に
よ
る

｢道

路
の
絵
画
展
｣及
び
東
北
地
方
の
道
路
を
対
象
と
し
た
｢東

北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
｣
の
入
賞
者
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
今
年
の
絵
画
展
に
は
、
三
、
四
二
七
点
、
写

真

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
三
、
五
五
〇
点
の
応
募
が
あ
り
、

回
数
を
重
ね
る
毎
に
た
く
さ
ん
の
優
秀
作
品
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

そ
の
後
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
｢道
の
日
｣、
｢道
路

フ
ェ
ア
｣
P
R
の
た
め
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行

っ
た
。

会
場
で
は
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
で

は
、
入
賞
作
品
に
よ
る
絵
画
展
及
び
写
真
展
の
他
、
I
T

S
(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)、
冬
の
積
雪
対
策

(融
雪

ト風景

シ
ス
テ
ム
)
、
障
害
者
対
策

(誘
導
シ
ス
テ
ム
)、
エ
コ
ロ

ー
ド
(環
境
に
優
し
い
道
)、
道
の
駅
等
を
パ
ネ
ル
や
模
型

等
の
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー

マ
で
あ
る

“
人
と
自
然
に
や
さ
し
い
道
“

へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
来
場
者
は
一
つ
一
つ
の
展
示
物
に

立
ち
止
ま
っ
て
熱
心
に
見
学
し
て
い
た
よ
う
に
道
路
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

他
に
働
く
車
輛
展
示
･
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
高
所
作

業
車
、
除
雪
車
、
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
等
を
間
近
で
見
た

り
、
体
験
試
乗
す
る
た
め
に
順
番
待
ち
を
す
る
人
々
が
集

ま
っ
て
い
た
。

今
回
は
土
･
日
曜
日
の
開
催
に
な
っ
た
た
め
、
親
子
連

れ
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
を
エ
ア

ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
し
た

｢
ふ
わ
ふ
わ
ヨ
ウ
平
｣
や
昔
遊

ん
だ
竹
馬
や
け
ん
玉
を
す
る

｢懐
か
し
遊
び
コ
ー
ナ
ー
｣、

変
わ
り
種
自
転
車
、
砂
場
な
ど
を
配
置
し
た

｢わ
ん
ぱ
く

遊
具
ラ
ン
ド
｣
等
を
設
け
た
。
ま
た
、
会
場
内
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
寸
劇
に
よ
る

｢道
路
愛
護
講
座
｣
や
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
で
国
際
ラ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の

｢山
村
レ
イ
コ
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

(
一
日
)｣
、
人
気
お
笑
い
タ
レ
ン
ト

｢プ
リ
ン
プ

リ
ン
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ

･
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

(二
日
)｣
、
人

気
テ
レ
ビ
番
組

｢星
獣
戦
隊
ギ
ン
ガ
マ
ン
シ
ョ
ー

(
一

日
)｣、
｢ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
シ
ョ
ー

(二
日
)｣
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
道
路
に
関
す
る

｢
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
ラ

道行セ 98.9 2 7



リ
ー
｣
等
が
実
施
さ
れ
、
雨
が
降
る
天
気
な
が
ら
二
日
間

で
約
二
六
、
五
〇
〇
人
の
入
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

盛
況
の
内
に
閉
幕
し
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
運
動
期
間
中
に
は
、
警
察
、
公

益
事
業
者
等
と
の
合
同
に
よ
る
道
路
占
用
物
件
の
適
正
化

指
導
･
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
路
施
設
等
の
安
全
点
検
、
大
型

車
両
の
現
地
指
導
取
締
等
を
行
い
、
不
法
占
用
物
件
の
是

正
措
置
、
交
通
安
全
確
保
等
に
努
め
た
。

今
後
と
も
道
路
の
意
義
、
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
、
快
適
な
道
路
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
に
、
本
運
動
期
間
中
に
限
ら
ず
、
日
頃
か

ら
道
路
愛
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

東
京
湾
岸
"
道
の
日
フ
ェ
ア
鋸

②

関
東
道
路
フ
ェ
ア
節

ー
ス
ト
リ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

｢ほ
ら
、
道
路
は
、
ぼ
く
ら
の
な
か
ま
。
｣
-

八
月
一
〇
日
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
噴
水
広
場

に
お
い
て
、
関
東
地
方
建
設
局
が
主
催
す
る
関
東
道
路
フ

ェ
ア
兜
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
に
は
、
日
本
道
路

公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
N
T
T
、
東
京
電
力
㈱
、

東
京
ガ
ス
㈱
の
協
賛
各
社
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
道
路
を
利
用
す
る
方
々
に
、
道
路
の

役
割
や
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
道
路
に
関

心
を
持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
々

　ア

}

フ

行

鱗
道

　
　

道
路
を
ま
も
る
月
間
@
道
の
日
の
取
り
組
み関

東
地
方
建
設
局

川
崎
国
道
…
二
一
世
紀
の
道
づ
く
り
展
、
世
田
谷
区
ふ

る
さ
と
区
民
祭
り

横
浜
国
道
…
み
ち
フ
ェ
ス
タ
馬
0
内
0
雲
>
区
D
J
吸
口
i

ド
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
鋸

北
首
都
国
道
"
道
路
フ
ェ
ア
、
道
の
日
セ
ミ
ナ
ー

千
葉
国
道
…
ロ
ー
ド
フ
ェ
ア
ち
ば
堀
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

小
学
生
一
日
パ
ト
ロ
ー
ル

常
総
国
道
…
街
頭
広
報
活
動

宇
都
宮
国
道
"
道
の
日
写
真
展

長
野
国
道
…
堀
道
の
駅
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

･
ラ
リ
ー

常

陸
"
道
の
日
フ
ェ
ス
タ
鋸
m
水
戸

崎
…
ま
え
ば
し
道
路
フ
ェ
ア
鋸

高

-

甲

府
"
フ
ェ
ス
タ
小
瀬
窕
、
や
ま
な
し
ロ
ー
ド
フ

ェ
ア
翳

関
東
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
八
月
の
道
路
を
ま
も
る

月
間
･
八
月
一
〇
日
の
道
の
日
の
制
定
趣
旨
を
踏
ま
え
、

広
く
道
路
の
愛
護
精
神
を
高
め
、
道
路
事
業
に
対
す
る
理

解
を
得
る
た
め
、
本
局
は
じ
め
管
内
の
各
事
務
所
に
お
い

て
、
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。

以
下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

の

実
施
行
事

本

局
…
関
東
道
路
フ
ェ
ア
悌
、
道
の
あ
る
風
景
写

真
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
国
道
…
少
年
少
女
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
世
田
谷

区
ふ
る
さ
と
区
民
祭
り
、
幼
稚
園
児
出
張

所
見
学
会
、
二
一
世
紀
の
道
づ
く
り
展

相
武
国
道
"
%
八
王
子
道
路
フ
ェ
ア

首
都
国
道
…
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

9　セ行道



に
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
広
く
一
般
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
自
由
に
参
加
し
て
く
れ
る
内
容
、
場
所
、
情
報
提
供
に

努
め
ま
し
た
。
会
場
は
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
地

下
一
階
の
商
店
街
の
中
に
位
置
し
、
年
中
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
候
に
左
右

さ
れ
ず
に
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
聞
折
り
込
み
、
ラ
ジ
オ
、
投
げ
込
み
や
、
営
団

地
下
鉄
の
協
力
を
得
て
二
三
区
内
の
地
下
鉄
構
内
に
ポ
ス

タ
ー
掲
示
を
行
っ
た
。

フ
ェ
ア
会
場
に
詰
め
か
け
た
人
の
中
に
は
、
子
供
と
同

伴
者
の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
主
催
者
か
ら
道

9
燦
さ

　　

　

　　し、8　

増
でも概

蕊
漢
寮

道のある風景写真コンクール

　　
ぬ月　　

　　

路
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
ド
ラ
エ

モ
ン
人
形
劇
、
ト
ラ
ン
プ
マ
ン
に
よ
る
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ウ

や
若
者
に
人
気
の
T
･
I
･
M
に
よ
る
道
路
の
話
を
組
み

込
ん
だ
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ウ
を
行
い
、
こ
れ
ら
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
交
互
に
主
催
者
、
協
賛
各
社
か
ら
ク
イ

ズ
を
実
施
し
て
、
道
路
に
関
し
て
の
知
識
の
普
及
を
行
っ

た
。ま

た
、
会
場
で
は
、
主
催
者
、
協
賛
各
社
の
ブ
ー
ス
に

お
い
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
ア
ン
ケ
ー
ト
徴
収
を

行
い
、
吹
き
抜
け
の
一
階
、
二
階
ま
で
人
で
溢
れ
半
日
で

約
五
、
○
○
0
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
好
評
の
内
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を

終
了
し
た
。

③

道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

八
月
一
〇
日
か
ら
八
月
一
九
日
ま
で
北
の
丸
公
園
の
科

学
技
術
館
に
お
い
て
、
第
一
一
回

｢道
の
あ
る
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
｣
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
意
義
で

あ
る
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
｢道
路
の
果
た

す
役
割
、
大
切
さ
、
正
し
い
利
用
｣
に
つ
い
て
、
小
中
高

校
生
は
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
、
目
で
と
ら
え
た

｢道
｣

の
写
真
撮
影
を
通
し
て
、
ま
た
、
一
般
の
方
々
は
入
選
作

品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
理
解
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。
約
三
、
二
〇
〇

点
に
も
及
ぶ
多
く
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
写
真
展
に

は
、
約
二
万
人
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
写
真
コ
ン
ク
i
ル
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
た
ち
に

道
路
愛
護
思
想
の
普
及
が
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し

て

い
る
。
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『道
路
を
ま
も
る
月
間
』
÷
道
の
日
｣
イ
ベ
ン
ト

北
陸
地
方
建
設
局

み
期
間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
会
場
も
元
気
な
子

供
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
家
族
連
れ
や
市
民
の
方
々

で
賑
わ
っ
た
。

各
地
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

○
長
岡
ま
つ
り

わ
ん
ぱ
く
広
場

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣

(長
岡
国
道
工
事
事
務
所
･
三
日
･
長
岡
市
)

北
陸
地
方
建
設
局
管
内
の
各
事
務
所
で
は
、
｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
行
事
の
一
環
と
し
て
、
道

路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が

ら
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

な
か
で
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
夏
休



○
道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
i
く

(高
田
工
事
事
務
所
･
六
日
･
上
越
市
)

0
鋸
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(富
山
工
事
事
務
所
･
一
〇
日
･
富
山
市
)

○
道
路
ま
つ
り

｢歩
行
者
天
国
｣

(金
沢
工
事
事
務
所
･
二
日
･
金
沢
市
)

本
局
及
び
各
事
務
所
に
お
い
て
は
、
北
陸
の
み
ち
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展
、
道
路
愛
護
団
体
等
の
表
彰
、
道

路
見
学
会
、
街
頭
広
報
、
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
等
を
実
施

し

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
P
R
に

努
め
た
。

以
下
に
各
地
で
行
わ
れ
た
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
を
紹

介
す
る
。

展
示
、
P
R
用
品
の
配
布
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
楽

し
め
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と

同
時
に
続
々
と
子
供
た
ち
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
ど
の
コ

ー
ナ
ー
も
子
供
た
ち
の
楽
し
く
弾
ん
だ
声
で
活
気
が
あ
ふ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
多
数
の
参
加
者
で
大
い
に
賑
わ

っ
た
。

道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
ー
く

八
月
六
日
、
上
越
市
の

｢上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
｣

に
お
い
て
、
上
越
市
沿
道
連
絡
協
議
会

(建
設
省
･
新
潟

県
･
上
越
市
･
日
本
道
路
公
団
)
の
主
催
に
よ
り

｢道
と

あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
ー
く
｣
を
開
催
し
た
。

子
供
た
ち
に
遊
び
を
通
し
て
道
路
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た

長岡まつり わんぱく広場 ｢道のコーナー｣ナ

ミ

一

長
岡
ま
つ
り

わ
ん
ぱ
く
広
場

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣

八
月
三
日
、
長
岡
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
る
長

岡
駅
前
大
手
通
り
で
行
わ
れ
た

｢長
岡
ま
つ
り

わ
ん
ぱ

く
お
祭
り
広
場
｣
に
道
路
管
理
者
グ
ル
ー
プ

(建
設
省
･

日
本
道
路
公
団
･
新
潟
県
･
長
岡
市
)
と
し
て

｢道
の
コ

ー
ナ
ー
｣
を
出
展
し
た
。
当
会
場
は
、
長
岡
駅
前
周
辺
の

活
性
化
の
た
め
、
新
た
に
地
下
駐
車
場
･
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

ド
･
ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成
し
た
こ
と
も
あ
り
、
各
参
加
団

体
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
す
る

な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
で
は
、
プ
ー
ル
を
使

っ
た
ク
イ
ズ
ゲ

ー
ム
、
メ
ル
ヘ
ン
号

(山
車
)
と
記
念
撮
影
、
除
雪
車
の

"
‘そ
げ

　　　

　
　　
　

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
で
は
ヤ
ド
カ
リ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
当

た
る
と
あ
っ
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
同
時
に
子
供
た
ち
の

長
い
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
大
盛
況
、
ま
た
手
作
り
遊
び
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
手
作
り
模
型
に
親
子
で
真
剣
に
取
り
組
む

姿
や
、
カ
ラ
フ
ル
な
塗
り
絵
に
夢
中
に
な
る
幼
児
等
の
姿

が
見
ら
れ
、
更
に
子
供
た
ち
に
大
人
気
の
ミ
ニ
四
駆
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
慢
の
ミ
ニ
四
駆
を
持
ち
よ
り
、

タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
行

っ
て
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

そ
の
他
、
蒲
原
沢
土
石
流
災
害
の
ビ
デ
オ
上
映
や
、
高

速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
、
高
速
道

路
の
落
下
物
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
は
多
く
の
参
加
者
が

興
味
深
く
見
入
る
な
ど
、
道
路
に
つ
い
て
の
関
心
を
一
層

深
め
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

'98出会いふれあいの道フェスティバル

J O 道イテセ 98 .9



節
出
会
い
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

八
月
一
〇
日

｢道
の
日
｣
に
、
富
山
市
の
富
山
駅
前
に

お
い
て
道
路
管
理
者
連
絡
協
議
会

(建
設
省
･
富
山
県
･

富
山
市
･
日
本
道
路
公
団
)
の
主
催
、
北
日
本
放
送
の
共

催
、
関
係
各
機
関
の
後
援
･
協
賛
に
よ
り

｢難
出
会
い
ふ

れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
を
開
催
し
た
。

午
前
中
の
式
典
で
は
、
道
路
功
労
者
や
道
路
愛
護
団
体

等
の
表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内
の
小
学
生
か
ら
募
集

し
た

｢
お
も
し
ろ
ア
イ
デ
ア
道
路
標
識

コ
ン
テ
ス
ト
｣
の

表
彰
式
及
び
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
入
選
し
た
作
品
が

展
示
さ
れ
た
。
こ
の
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
一
〇
回

目
を
数
え
、
県
内
か
ら
七
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
ど
の
作
品
も
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
力
作
ぞ
ろ
い

で
、
会
場
を
訪
れ
た
多
く
の
方
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
。午

後
は
、
地
元
中
学
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開
け
、
園
児
を
対
象
に
し
た

婦
警
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
腹
話
術
、
白
バ
イ
の
体
験
乗

車
、
大
道
芸
、
ぬ
い
ぐ
る
み
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
楽
し
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
会
場
は
多
く
の

子
供
た
ち
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

更
に
、
各
企
業
コ
ー
ナ
ー
に
よ
る
展
示
や
、
ミ
ス
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
及
び
ぬ
い
ぐ
る
み
を
着
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
行
き

交
う
人
々
に
風
船
や
P
R
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
し
、
｢道
の

日
｣
の
意
義
と
道
路
愛
護
に
つ
い
て
の
呼
び
か
け
を
行
っ

た
。

道
路
ま
つ
り

｢歩
行
者
天
国
｣

八
月
二
日
、
金
沢
市
の
中
心
街
で
あ
る
一
般
国
道
一
五

七
号
香
林
坊
･
片
町
間
を
メ
イ
ン
に
広
坂
通
り
の
一
部
に

お
い
て
、
道
路
管
理
者
連
絡
会

(建
設
省
･
石
川
県
･
金

沢
市
･
臼
本
道
路
公
団
)
と
地
元
市
民
の
組
織
に
よ
る
実

行
委
員
会
と
が
共
催
し
、
地
元
新
聞
社
の
特
別
協
力
を
得

て
、
歩
行
者
天
国
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
県
警
音
楽
隊
の

パ
レ
ー
ド
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
会
場
の
歩
行
者
天
国
で

は
、
待
ち
構
え
て
い
た
市
民
が
ど
っ
と
繰
り
出
し
、
い
つ

も
は
車
が
行
き
交
う
道
路
は
、
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
包

ま
れ
た
。

今
回
で
一
二
回
目
を
数
え
る
こ
の
道
路
ま
つ
り
は
、
｢石

川
の
夏
ま
つ
り
｣
と
し
て
地
元
に
定
着
し
た
行
事
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
も
路
上
を
能
登
き
り
こ
が
勇
壮
な
太
鼓
の

響
き
と
と
も
に
練
り
歩
く
な
ど
、
活
気
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
と
な

っ
て
い
る
。

道
路
管
理
者
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
、
ら
く

が
き
コ
ー
ナ
ー
、
道
路
ク
イ
ズ
な
ど
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー

に
加
え
、
道
路
環
境
保
持
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
標
識
車
や
リ
フ
ト
付
き
作
業
車
等
の
展
示
･
実
演
を

行

っ
た
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
は
あ
っ
た
が
、
会
場
に
は
県
内

外
か
ら
若
者
や
家
族
連
れ
が
続
々
と
集
ま
り
、
各
コ
ー
ナ

ー
と
も
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

お
わ
り
に

北
陸
地
方
は
、
こ
の
夏
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
な
ど
、
天
候
が
大
変
不
順

で
梅
雨
明
け
宣
言
も
な
い
状
況
の
中
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
に
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
、
と
り
わ
け
子
供
た
ち
の

多
数
の
参
加
を
得
て
、
大
切
な
道
路
の
重
要
性
や
役
割
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ

っ
た
。ま
た
、道
路
管
理
者
と
し
て
、未
来
へ
と
続
く
｢道
路
｣

に
対
す
る
愛
護
の
精
神
を
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
に
少
な

か
ら
ず
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

な
お
、
新
潟
市
に
お
い
て
実
施
を
予
定
し
た

｢堀
に
い

が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
(新
潟
国
道
工
事
事
務
所
)

は
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
や
む
な
く
中

止
と
な

っ
た
。

歩行者天国でらくがきをする子供たち
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｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
中
部
の
報
告

I
主
未
来
の
道
へ
の
第
一
歩
-
-

は
じ
め
に

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
道
路
愛
護
の
普
及
、
高
揚
を

図
る
た
め
、
毎
年
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣を
管
内
の
各
県
、

市
町
村
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
道
路
美
化
活
動
等
の
様
々

な
催
し
を
行
い
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
催
し
の
中
か
ら

｢第
三
一回
み
ち

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣、
｢青
葉
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
｣、
｢夢
街
道

み
え
98
｣
、
｢道
フ
ェ
ス
タ
岐
阜
｣
に
つ
い
て
紹
介
を
い
た

し
ま
す
。

第
一
三
回

｢み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣中

部
地
方
建
設
局

八
月
一
日
田
名
古
屋
市
中
区
栄
の
久
屋
大
通
公
園
に
お

い
て
、名
古
屋
地
区
道
路
を
ま
も
る
月
間
実
行
委
員
会
(建

設
省
･
愛
知
県
･
名
古
屋
市
･
日
本
道
路
公
団
･
愛
知
県

道
路
公
社
･
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
･
中
部
建
設
協
会
)

の
主
催
に
よ
り
、
第

一
二
回

｢
み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣

を
開
催
し
た
。

今
夏
は
、
集
中
豪
雨
等
が
多
く
七
月
三
一
日
の
前
日
や

っ
と
梅
雨
明
け
と
い
う
例
年
に
な
く
遅
い
夏
の
訪
れ
で
、

天
候
が
心
配
さ
れ
、
関
係
者
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
た
が
、
当

中
部
地
方
建
設
局

日
は
三
五
度
近
く
ま
で
気
温
が
上
昇
す
る
と
い
う
、
名
古

屋
特
有
の
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
、
五
、
○
○
0
名

弱
の
多
数
の
方
々
が
来
場
し
、
一
四
時
か
ら
一
七
時
四
五

分
ま
で
の
約
四
時
間
に
亘

っ
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
た
。

当
日
は
一
四
時
か
ら
プ
レ
イ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
中
部

地
建
職
員
構
成
に
よ
る

｢
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
｣
の
バ

ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、
子
供
達
に
大
人
気
の

｢鉄
腕
探
偵
ロ

ボ
タ
ッ
ク
｣
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
を
皮
切
り
に
ス
テ

ー
ジ
は
開
演
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

多
加
良
浦
保
育
園
児
七
〇
人
に
よ
る
か
わ
い
い
演
奏
、
城

処
中
部
地
方
建
設
局
長
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
愛
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
所
属
ト
ラ
ン
ス
コ
ム
㈱
の
三
田
村
さ
ん

に
よ
る
｢安
全
運
転
宣
言
｣、
園
児
二
人
に
よ
る
｢道
を
き

れ
い
に
宣
言
｣
と
、
来
場
者
に
、
道
路
の
大
切
さ
、
道
路

整
備
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
た
。

恒
例
の
歩
け
歩
け
大
会
は
、
第
一
回
か
ら
行
っ
て
き
た

行
事
で
、
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
増
え
て
き
て

お
り
、
暑
い
中
た
く
さ
ん
の
家
族
づ
れ
の
参
加
者
が
あ
り
、

地
域
に
根
づ
い
た
行
事
と
な
っ
て
き
た
。

池
田
公
園
、
栄
公
園
、
テ
レ
ビ
塔
･
せ
せ
ら
ぎ
公
園
な

ど
、
都
会
の
公
園
の
中
を
約
一
、
五
〇
〇
名
の
参
加
者
が
、

約
二
･
二
如
の
コ
ー
ス
を
友
人
･
家
族
と
語
ら
い
な
が
ら

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
盛
況
な
も
の
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
供
達
に
大
人
気
の

｢
ヨ

ー
ヨ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
｣
が
行
わ
れ
、
チ
ー
ム
エ
レ
ク

ト
リ
ッ
ク
サ
イ
ク
ロ
ン

(中
学
生
に
よ
る
構
成
)
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
の
秘
技
、
妙
技
が
約
四
〇
分
間
行
わ

れ
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
人
達
に
ヨ
ー
ヨ
ー
の
楽
し
さ
、

お
も
し
ろ
さ
が
伝
わ
り
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
地
元
名
古
屋
出
身
タ
レ
ン
ト
｢原
田
さ
と
み
｣

さ
ん
に
よ
る
、
道
に
関
す
る

｢ト
ー
ク
シ
ョ
ー
｣
が
行
わ

れ
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
道
路
環
境
の
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違
い
を
楽
し
く
会
話
形
式
で
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
四
時
間
の

ス
テ
ー
ジ
の
幕
を
閉
じ
た
。

一
方
、
会
場
内
で
は
、
機
械
化
協
会
が
清
涼
感
あ
る
｢雪

の
滑
り
台
｣、大
画
面
に
よ
る
道
に
関
す
る
P
R
、管
内
｢道

の
駅
｣
九
駅
に
よ
る
物
産
展
示
販
売
、
｢歴
史
国
道
｣
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
い
に
し
え
の

｢み
ち
｣
東
海
道
と
中
山
道
の

関
係
市
町
村
に
よ
る
特
産
品
の
展
示
即
売
を
開
催
し
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た
、
協
賛
団
体
に
よ
る
各
種
ゲ
i

ム
大
会
に
は
、
常
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
特
に
名
古
屋
市

の

｢未
来
屋
敷
｣
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
未
来
空
間
の
装
飾
で
、

イ
メ
ー
ジ
バ
ー
ス
展
示
や
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
プ
リ
ン
ト

写
真
の
作
成
に
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
あ

っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
今
年
は
、
名
古
屋
特
有
の
暑
さ
の
中
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
子
供
か
ら
若
者
、
年
輩
者
ま
で

含
め
約
五
、
0
0
0
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
無
事
終
了
で

き
た
の
も
ご
協
力
戴
い
た
協
賛
団
体
や
関
係
各
位
の
た
ま

も
の
と
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
後
は
、
更
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
よ
う
心
掛

け
、
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
永
く
継
続
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｢青
葉
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
｣

静
岡
国
道
工
事
事
務
所

道
路
の
必
要
性
、
重
要
性
、
そ
し
て
空
間
と
し
て
の
道

路
の
利
用
等
に
つ
い
て
、
遊
び
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
静
岡
市
呉
服
町
青
葉
通
り
に
あ
る
イ
ベ
ン
ト

広
場
を
会
場
と
し
て
、
｢青
葉
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
｣と
銘
打
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
平
成
二
年
度
よ
り
開
催
し
て
お
り
、
本
年

で
九
回
目
を
教
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

静
岡
市
内
の
親
子
連
太
鼓
ク
ラ
ブ
の
和
太
鼓
の
演
奏
に

よ
り
幕
を
開
け
た
催
し
は
、
建
設
省
、
静
岡
県
、
静
岡
市

と
今
年
か
ら
新
た
に
日
本
道
路
公
団
、
静
岡
県
道
路
公
社

の
各
機
関

(道
路
管
理
者
)
共
催
で
、
N
T
T
、
中
部
電

力
、
静
岡
ガ
ス
、
静
岡
県
道
路
舗
装
協
会
、
静
岡
県
道
路

標
識
標
示
業
協
会
他
か
ら
協
賛
を
受
け
、
八
月
一
一
日
"

午
前
九
時
か
ら
開
演
し
た
。

各
ブ
ー
ス
で
は
、
工
夫
を
こ
ら
し
、
埋
設
ケ
ー
ブ
ル
の

展
示
、
免
震
構
造
の
モ
デ
ル
や
、
水
を
流
し
て
排
水
性
舗

装
と
透
水
性
舗
装
の
比
較
実
験
と
そ
の
効
果
を
見
て
も
ら

う
た
め
の
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
、
新
し
い
標
識
、
｢東
海
道
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
｣
の
パ
ネ
ル
展
示
。
ま
た
、
会
場
の
一
角
で
は

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
体
験
乗
車
も
行
わ
れ
、
日
頃
乗

る
こ
と
の
で
き
な
い
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
目
を
輝
か
せ
て

乗
り
込
み
無
線
交
信
を
楽
し
む
光
景
も
見
ら
れ
た
。

来
場
者
の
方
々
に
は
、
道
路
に
関
す
る
ラ
リ
ー
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
暑
い
夏
の
一
日
を
熱
く
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
日
は
、
こ
の
夏
一
番
の
暑

さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

一
○
、
○
○
0
人
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
り
、
盛
況
の
内
に
イ
ベ
ン
ト
は
午
後
三
時
に
無

事
幕
を
閉
じ
る
事
が
で
き
た
。

老
若
男
女
問
わ
ず
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
広
報
の
大
切

な
機
会
と
し
て
、
今
後
も
更
に
内
容
を
充
実
し
た
青
葉
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
の
開
演
を
継
続
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

た
。
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夢
街
道
み
え
艶

三
重
･
北
勢
･
紀
勢
国
道
工
事
事
務
所

F
M
三
重
の
公
開
生
放
送
を
通
じ
て
、
広
く
道
路
を
ま

も
る
月
間
の
周
知
促
進
、
道
路
の
正
し
い
利
用
や
道
路
愛

護
思
想
の
普
及
を
は
か
る
事
を
目
的
と
し
て
、
八
月
九
日

佃

一
〇
時
か
ら

一
九
時
ま
で
、

一
日
に
わ
た
っ
て
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー
で
、
三
重

｢道
路
を

ま
も
る
月
間
｣
実
行
委
員
会
の
主
催
(建
設
省
三
重
工
事
･

紀
勢
国
道
･
北
勢
国
道
･
三
重
県
･
三
重
県
道
路
協
会
)



に
よ
り

｢夢
街
道
み
え
鋸
｣
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
朝
一
〇
時
か
ら
維
持
作
業
車
の
展
示
、
小
学

生
を
初
め
と
し
た

｢夢
の
イ
ラ
ス
ト
｣
の
展
示
、
ス
ト
リ

ー
ト
オ
ル
ガ
ン
、
風
船
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
、

一
三
時
か

ら
三
重
県
の
道
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
作
詞
･
作
曲
し
た

伴
良

一
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
道
路
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
イ
ラ

ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行

っ
た
。

一
六
時
か
ら
は
、

F
M
三
重
に
よ
る
公
開
生
放
送
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
イ

ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
受
賞
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
三

重
県

｢み
え
歴
史
街
道
フ
ェ
ス
タ
｣
の
P
R
、
道
に
関
し

て
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
等
を
行

っ
た
。

生
放
送
中
だ
け
で
も
、
五
〇
〇
名
程
度
の
人
が
集
ま
り
、

一
日
を
通
し
て
は
、
延
べ
二
、
0
0
0
人
程
度
の
人
が
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
広
く
一
般
市
民
に
道

路
の
意
義
･
重
要
性
に
つ
い
て
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と

い
う
点
で
、
意
義
深
い
催
し
と
な
っ
た
。

夢街道みえ'98

道
フ
ェ
ス
タ
岐
阜

岐
阜
国
道
工
事
事
務
所

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、

岐
阜
市
正
木
マ
ー
サ
れ
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
で
八
月
八
日

③

｢道
フ
ェ
ス
タ
岐
阜
｣
を
実
施
し
た
。

実
施
し
た
の
は
建
設
省
岐
阜
国
道
工
事
事
務
所
、
岐
阜

県
、
岐
阜
市
、
日
本
道
路
公
団
、
中
部
電
力
岐
阜
、
N
T

T
岐
阜
、
岐
阜
ガ
ス
の
道
路
管
理
者
と
公
益
事
業
者
に
よ

る
共
催
で
、
次
の
よ
う
な
催
し
を
行
っ
た
。

･
岐
阜
国
道
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢
し
ン
ゲ
ち
ゃ
ん
｣
の

キ
ー
ホ
ー
ル
ダ
ー
作
り

･
｢
レ
ン
ゲ
ち
や
ん
｣
と
道
の
日
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢
こ
っ

ち
だ
ョ
ウ
平
く
ん
｣
と
の
記
念
撮
影

･
道
の
日
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会

･
道
路
を
ま
も
る
月
間
関
連
パ
ネ
ル
展

･
道
路
相
談
室

･
共
催
各
団
体
模
擬
店

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
楽
し
み
な
が
ら
道
路
の
意
義
や
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
、
会

場
に
は
、
県
内
の

｢道
の
駅
｣
や
花
街
道
等
を
紹
介
し
た

パ
ネ
ル
、
地
震
体
験
、
測
量
体
験
、
道
路
相
談
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
道
路
に
関
す
る
問
題
を
0
×
で

答
え
る
、
道
路
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
多
く
の
子
供
た
ち
が

楽
し
み
、
当
日
、
会
場
に
二
、
0
0
0
名
の
方
が
来
場
し

た
。今

後
も
さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
市
民
の
中
に
飛
び
込
む
広

報
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

道フェスタ岐阜

『道
路
を
ま
も
る
月
間
』
行
事
報
告

近
畿
地
方
建
設
局

道
路
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
べ
く
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
管
内
の
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
多
彩
な
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近
畿
地
方
建
設
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
及
び
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、



行
事
を
行
い
ま
し
た
。

!
!
人
に
や
さ
し
い
道
路
を

道
路
不
法
占
用
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
業
務
の
中
で
点

検
･
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
月
間
中
に
お

い
て
は
、
特
に
、
お
年
寄
り
や
、
目
や
耳
の
不
自
由
な
方

た
ち
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、
置
き
看
板
･
放
置

自
転
車
な
ど
で
歩
道
の
通
行
障
害
と
な
っ
て
い
な
い
か
、

段
差
･
勾
配
･
傾
斜
な
ど
で
不
安
を
与
え
て
い
な
い
か
な

ど
、
実
際
に
車
椅
子
を
利
用
す
る
人
た
ち
の
視
点
に
立
っ

て
、
職
員
自
ら
が
車
椅
子
に
乗
っ
て
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
防
護
柵
、
歩
道
橋
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
に

お
い
て
も
、
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

ー
!
も
っ
と
美
し
い
道
路
を

排
水
性
舗
装
な
ど
道
路
を
よ
り
快
適
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
道
路
を
造
っ
て
も
、

利
用
し
て
い
た
だ
く
側
に
お
い
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

正
し
く
使
用
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
道

路
も
危
険
を
含
ん
だ
不
快
な
道
路
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

違
反
車
両
を
取
り
締
ま
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
利
用
者

一
人
ひ
と
り
に
道
路
を
愛
す
る
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
で
す
。

!
!
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
針

和
歌
山
工
事
事
務
所

八
月
九
日
㈱
に
和
歌
山
県
民
文
化
会
館
で
行
っ
た
の
こ

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
特
に
次
の
世
代
を
担
う
小
中
学
生
を
対

象
に
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
事
前
に
応
募
し
た

｢道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
｣
が
電
気
自
動
車
、
路
面
清
掃
車
、
ト
ン
ネ
ル
清
掃
車
、

車
イ
ス
等
に
分
れ
て
体
験
学
習
し
た
様
子
を
ビ
デ
オ
撮
影

し
、
当
日
会
場
で
上
映
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
舞
台
で
は
、
間
寛
平
、
岡
け
ん
た
･
ゆ
う

た
さ
ん
ら
と
と
も
に

｢お
も
し
ろ
道
路
教
室
｣
と
し
て
、

｢道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
｣
に
参
加
し
た
感
想
文
を
朗
読
し

た
り
、
道
路
に
関
し
て
の
疑
問
や
質
問
を
、
事
務
所
長
が

道
路
博
士
に
な
り
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
楽
し
く
勉

強
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
鯛

大
阪
国
道
工
事
事
務
所

八
月

一
〇
日
、

一
一
日
の
両
日
、
弁
天
町
オ
ー
ク
2
0

0
ア
ト
リ
ウ
ム
で

｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
鋸
｣
を
開
催
し
ま

し
た
。

大
阪
府
警
音
楽
隊
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
が
始
ま
り
、
局
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
沿
道
の
子
供

会
の
力
強
い
道
路
を
ま
も
る
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
大
阪
で
中
継
放
送
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
道

の
日
ク
イ
ズ
、
こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
君
と
遊
ぼ
う
!

ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
で
は
多
数
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
児
童
絵
画
展
及
び
写
真
展

に
は
非
常
に
多
く
の
出
展
を
い
た
だ
き
、
道
路
愛
護
思
想

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
近
畿
地
建
五
〇
周
年
に
当
た
る
こ
と
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近 た 出 そ ラ ち
鬘

公
轤

遊潴公団大頒躍局 は い の 、面 つ

　　　　 　　
　 　 　 　 　　　

　 　 　

版脇へ大阪市 後援;大阪府螫露、(弱)大阪21世紀協会
ねん大腋市民饉勒蓬達委国会、阪神 ･道路公 本選潴公団大頒費理局

車イスでの走行体験

子供たちが力強く ｢道路をまもる宣言｣



も
あ
り
、
会
場
に
は
当
時
の
心
斎
橋
を
模
写
し
た
ア
ー
チ

ゲ
ー
ト
を
設
け
、
近
畿
地
建
五
〇
周
年
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

大
阪
の
道
の
今
昔
と
地
建
事
業
の
推
移
を
わ
か
り
や
す
く

パ
ネ
ル
展
示
し
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
の
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
阪
･
和
歌
山
以
外
に
も
各
事
務
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
を
ま
も
る
月

間
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
と
と
も
に
、
私
た
ち

担
当
者
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
と
直
接
ふ
れ
あ

う
こ
と
で
道
路
に
対
す
る
期
待
や
要
求
を
直
に
感
じ
取
る

こ
と
の
で
き
た
月
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

R
の
一
環
と
し
て
第
一
二
回
中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
た
。

昨
年
同
様
、
腕
に
自
信
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

｢
一

般
A
の
部
｣、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
｢
一

般
B
の
部
｣、
ち
び
っ
こ
参
加
の

｢小
･中
学
生
の
部
｣
の

三
部
門
に
分
け
て
募
集
し
た
結
果
、
今
年
は

｢
一
般
A
の

部
｣
が
六
六
六
点
、
｢
一
般
B
の
部
｣
が
三
七
二
点
、
｢小
･

中
学
生
の
部
｣
が
六
七
点
の
計
一
、
一
〇
五
点
と
い
う
応

募
が
あ
っ
た
。

応
募
作
品
の
内
容
は
、
道
路
と
自
然
と
の
調
和
を
前
面

に
出
し
た
も
の
や
、
人
々
の
憩
う
場
と
し
て
の
道
路
を
表

現
し
た
も
の
。
あ
る
い
は
、
道
路
維
持
作
業
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
道
路
清
掃
等
を
通
し
て
、
道
路
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
も
の
等
、
優
れ
た
作
品
が
多
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道路に関する作文 ･ポスター

中国地方建設局長賞表彰式

『道
路
を
ま
も
る
月
間
』
±
道
の
日
』
関
連
行
事

中
国
地
方
建
設
局

紙
や
画
用
紙
に
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
体
験
を
ふ

ま
え
た
素
直
な
気
持
ち
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
。そ

の
う
ち
か
ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
作
文
園
編
、

ポ
ス
タ
ー
六
点
の
計
一
○
作
品
を
中
国
地
方
建
設
局
長
賞

に
決
定
し
、
八
月
四
日
に
受
賞
者
等
を
本
局
に
招
待
し
て

表
彰
式
を
実
施
し
た
。

な
お
、
こ
の
局
長
賞
受
賞
作
品
を
含
め
た
一
三
八
点
の

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
後
日
作
成
す
る

｢平
成
一
○
年

度
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
集
｣
に
掲
載
し
、
関
係
諸
機
関
及
び

募
集
参
加
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

②

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

｢道
の
日
｣
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
六
一
年
に
、
中
国
地
方

建
設
局
と
道
路
関
係
諸
機
関
の
計
一
一
機
関
で
発
足
し
た

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
｢道
の
日
｣
の
P

中
国
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
を
ま
も

る
月
間
｣
、
八
月

一
0
H
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
っ

て
、
｢道
の
日
｣中
国
実
行
委
員
会
、
各
地
方
公
共
団
体
並

び
に
関
係
公
益
事
業
者
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
多

彩
な
行
事
を
実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護

思
想
の
普
及
を
図
っ
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

=

道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
建
設
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
中
学
生

を
対
象
に
昭
和
五
六
年
か
ら
実
施
し
、
今
年
で
一
八
回
目

と
な
っ
た

｢道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
｣

を
行
っ
た
結
果
、
小
学
校
一
四
七
校
、
中
学
校
二
六
校
の

あ
わ
せ
て
一
七
三
校
か
ら
作
文
一
九
二
編
、
ポ
ス
タ
ー
｢

八
〇
五
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
道
路
の
役
割
や
未
来
の
道
路
像
等
を
原
稿
用



数
あ
っ
た
。

そ
の
中
か
ら

『
一
般
A
の
部
』
か
ら
金
賞
一
点
、
銀
賞

三
点
、
銅
賞
六
点
の
他
に
、
｢地
域
の
道
賞
｣と
し
て
中
国

地
方
五
県
一
市
か
ら
一
〇
点
ず
つ
計
六
〇
点
、
『
一
般
B
の

部
』
か
ら
入
選
作
。題

○
点
、
『小
･中
学
生
の
部
』
か
ら

入
選
作
品
五
点
を
選
出
し
、
八
月
二
一
日
以
降
に
中
国
地

方
建
設
局
を
初
め
と
す
る
中
国
地
方
各
地
の
会
場
で
表
彰

式
を
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
入
賞
作
品
は
中
国
地
方
各
地
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
等
で
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
作
品
集
と
し
て
製
本
す
る
予

定
で
あ
る
。

③

｢道
の
駅
｣
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

｢道
の
駅
｣
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
｢道
の
駅
｣
を
よ
り
多

｢道路をまもる月間｣ 記念講演会

く
の
方
々
に
知

っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
利
用
者
の
方
々

の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
中
国
地
方
の
｢道
の
駅
｣
及
び
高
速
道
路
の
S
A
･

P
A
等
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

応
募
期
間
は
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
で
、
応

募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
各

｢道
の
駅
｣
周
辺
地
域
の
特

産
品
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

◎

事
務
所
に
お
け
る
主
な
行
事

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
記
念
講
演
会

福
山
工
事
事
務
所

八
月
二
四
日
に
福
山
市
内
の
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
く

や
ま
に
お
い
て
、
福
山
工
事
事
務
所
、
広
島
県
福
山
土
木

建
築
事
務
所
及
び
福
山
市
の
共
催
に
よ
り
、
｢道
路
を
ま
も

る
月
間
｣
記
念
講
演
会
を
行
っ
た
。

当
事
務
所
の
月
間
中
の
行
事
と
し
て
は
、
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
。

毎
年
著
名
な
方
を
お
呼
び
し
て
い
る
が
、
今
年
は
ユ
ニ

ー
ク
な
路
線
で
取
り
組
み
た
く
、
笑
点
で
お
な
じ
み
、
落

語
家
の

｢林
家
木
久
蔵
｣
さ
ん
を
お
招
き
し
て
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
最
初
に
道
路
に
関
連
す
る
話
し
と
し

て
、
東
洋
と
西
洋
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ
i
ド
の
お
話
し
を
さ

れ
た
。

内
容
と
し
て
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
の
物
資
の
運
搬
手
段

と
し
て
は
主
に
ラ
ク
ダ
が
使
用
さ
れ
た
が
、
ラ
ク
ダ
も
昼

夜
通
し
て
は
歩
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
沿
線
に
宿
泊
施
設
な
ど
が
出
来
始
め
た
。
そ
し

て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
い
う
道
を
介
し
て
沿
線
が
ど
ん
ど
ん

発
達
し
た
。
道
路
は
都
市
の
発
展
に
は
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
道
路
の
重
要
性
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
話
さ

れ
た
。

ま
た
、
人
気
番
組

『笑
点
』
の
舞
台
裏
の
、
つ
い
吹
き

出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
お
話
や
今
ま
で
旅
行
に
行
か
れ
た

旅
先
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ

れ
た
。

講
演
の
最
後
は
、
《全
国
ラ
ー
メ
ン
党
》
を
結
成
さ
れ
た

ほ
ど
の
ラ
ー
メ
ン
好
き
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、
ラ
ー
メ
ン

談
義
に
花
を
咲
か
さ
れ
た
。

林
家
木
久
蔵
さ
ん
の
講
演
の
他
に
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
世
界
一
の
吊
橋

｢明
石
海
峡
大
橋
｣
の
建
設
記

録
映
画
を
上
映
し
た
り
、
入
場
時
の
整
理
番
号
で
記
念
品

の
当
た
る
抽
選
会
を
行
っ
た
が
、
今
回
は
、
会
場
を
埋
め

尽
く
し
た
約
五
三
〇
人
の
観
客
の
笑
顔
が
た
い
へ
ん
印
象

的
な
講
演
会
と
な
っ
た
。
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こ
の
他
に
も
各
事
務
所
に
お
い
て

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
や

｢道
の
日
｣
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
道
の
駅

及
び
街
頭
で
の

｢
P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･パ
レ
!
ド
｣
、
利

用
者
の
意
見
･
感
想
を
道
路
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

｢道
路
見
学
会
｣、
一
般
市
民
の
参
加
も
得
た
｢道
路
一
斉

清
掃
｣
等
も
実
施
し
た
。



『道
路
を
ま
も
る
月
間
÷

『道
の
日
｣
の
行
事

の
他
の
民
間
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
っ
て
、
早
朝
道

路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
通
勤
途
上
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
吸
い
殻
や
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
が
目
立
ち
、
道
路

を
大
切
に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。

最
後
に
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る

｢道
の
日
｣
街
頭
パ
レ
i

ド
を
一
〇
日
に
、
高
松
市
中
心
街
に
お
い
て
、
香
川
県
知

事
、
高
松
市
長
、
四
国
地
方
建
設
局
長
ほ
か
、
各
機
関
の

幹
部
が
参
集
し
て
実
施
さ
れ
た
。
香
川
県
知
事
、
高
松
市

長
の
挨
拶
、
四
国
地
方
建
設
局
長
の

｢道
の
日
｣
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
さ
ら
に
は
ミ
ス
高
松
に
よ
る

｢道
路
愛
護
宣
言
｣

と
続
き
、
高
松
市
役
所
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
等
で
の
出

発
式
を
行
っ
た
後
、
四
国
バ
ト
ン
研
究
所
の
チ
ビ
ッ
子
バ

四
国
地
方
建
設
局

ぅ
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
の
意
識
を
よ
り
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
親
子
道
路
見
学
会
を
実
施
し
た
。
橋

や
道
路
一
つ
に
も
大
変
な
時
間
と
労
働
力
、
膨
大
な
費
用

等
が
か
か
る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
、
道
路
が
果
た
し
て

い
る
役
割
、
道
路
等
の
技
術
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
関
心

を
も

っ
て
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
七
日
に
は
、
国
道
一
一
号
･三
〇
号

(中
央
通
り
)

の
中
央
分
離
帯
や
歩
道
な
ど
を
、
N
T
T
や
四
国
電
力
そ

“ミ
、
ソ

レ

　　
　
　

る
＼.…減
ぜ
≧

ド

も

騨
※

‐

、

這
朧
特
別

　
　

　　　

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
を
迎
え
、
四
国

地
方
建
設
局
管
内
に
お
い
て
も
、
道
路
愛
護
の
精
神
の
普

及
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
活
動
を
行
っ
た
。

香
川
県
内
に
お
い
て
は
、
香
川
地
区
道
路
を
ま
も
る
月

間
運
動
推
進
連
絡
協
議
会
(四
国
地
方
建
設
局
･香
川
県
･

高
知
市
･
日
本
道
路
公
団
四
国
支
社
･
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団
第
二
管
理
局
)
の
主
催
に
よ
り
、
八
月
三
日
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
皮
切
り
に
、
メ
イ
ン
行

事
で
あ
る

｢道
の
日
｣
街
頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
っ
た
。

以
下
簡
単
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
ま
ず

八
月
三
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

高
松
市
内
ほ
か
三
カ
所
で
、
｢道
の
日
｣
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
た

約
一
〇
〇
人
が
う
ち
わ
や
チ
ラ
シ
入
り
グ
ッ
ズ
等
を
配
布

し
て
道
路
愛
護
を
訴
え
た
。

ま
た
五
日
に
は
、
小
学
校
四
-
六
年
生
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
一
九
組
三
八
名
を
招
き
、
今
春
開
通
し
た
明
石
海

峡
大
橋
や
高
松
東
道
路
等
の
高
規
格
幹
線
道
路
、
国
道
一

一
号
等
の
香
川
県
内
の
主
要
道
路
な
ど
を
バ
ス
で
見
学
し
、

｢道
路
｣
の
役
割
や
重
要
性
等
に
つ
い
て
認
識
し
て
も
ら

親子道路見学会 ｢明石海峡大橋｣
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ト
ン
ト
ア
ラ
ー
な
ど
も
参
加
し
て
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内

一
･
五
如
を
パ
レ
ー
ド
し
、
う
ち
わ
や
チ
ラ
シ
入
り
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
な
が
ら
、
買
い
物
客
等
に
、
道
路
を
広
く
、

美
し
く
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
と
P
R
し
て
、
成
功
裡
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
終
了
し
た
。

以
上
紹
介
し
た
ほ
か
、
各
工
事
事
務
所
に
お
い
て
も
、

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
道
路
清
掃
、
道
路
見
学
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
道
路
愛
顧
の
意
識
向
上
の
た
め
の
大

き
な
P
R
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

真夏の空に……
バルーン試乗会

理
者
･
占
用
企
業
者
の
出
展
コ
ー
ナ
ー
等
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
催
し
物
を
行
い
、
真
夏
の
炎
天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
約
二
、
五
〇
〇
人
の
入
場
者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
道
路
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は

『
21
世
紀
に
か

け
る
橋
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
六
月
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ

八
、
七
〇
七
名
か
ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
作
品

も
力
作
揃
い
で
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
七
一
点
が
入
賞
、

展
示
さ
れ
、
会
場
内
に
夢
と
希
望
を
い
っ
ぱ
い
つ
め
込
ん

だ

｢
み
ち
｣
が
と
こ
ろ
狭
し
と
走
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
絵
画
を
通
じ
て
将
来
を
担
う
子
供
た

ち
へ
道
路
の
意
義
、
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
作
品
の
一
点
一
点
が
未
来
の
道
路
を
創
造
豊
か
に
表
現

し
て
お
り
、
大
変
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
放
送
局
の
R
K
B
、
K
B
C
の
ラ
ジ
オ
取

材
が
あ
り
、
広
報
担
当
が
汗
を
か
き
か
き
久
留
米
を
発
信

基
地
と
し
て
県
内
の
み
な
ら
ず
北
部
九
州
一
円
に
広
く
道
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『道
路
を
ま
も
る
月
間
』
@
『道
の
日
』
回
顧
録

九
州
地
方
建
設
局

し
ま
し
た
。
そ
の
効
果
が
表
れ
て
か
内
容
の
問
い
合
わ
せ

が
当
日
の
朝
ま
で
続
き
、
『道
の
日
』
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
記
念
式
典
、
道
路
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作

品
展
示
、
道
路
探
検
隊
、
市
民
吹
奏
、
猿
回
し
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
バ
ル
ー
ン
試
乗
会
、
パ
ネ
ル
展
、
道
路
管

今
年
も

『道
路
を
ま
も
る
月
間
』、
『道
の
日
』
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
九
州
地
方
建
設
局
管
内
で
も
、
道
路
の
正

し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
各

自
治
体
及
び
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
地
域
に
密
着
し

た
個
性
豊
か
な
イ
ベ
ン
ト
を
各
地
で
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

福
岡
県
内

八
月
九
日
、
久
留
米
市
中
央
公
園
に
お
い
て
福
岡
県
内

の
道
路
関
係
八
機
関
で
構
成
す
る

｢道
路
を
ま
も
る
月
間

行
事
実
行
委
員
会
｣
主
催
の

『道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

堀
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
多
数
の
皆
さ
ん
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
外
、
電

車
中
吊
り
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
C
M
等
を
利
用
し
て
P
R



路
愛
護
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
八
月
七
日
に

｢福
岡
の
道
今
、
昔
｣
の
パ

②

八
月
六
日
、
北
九
州
市
八
幡
西
区
黒
崎
駅
前
に
お
い

こ
の
ほ
か
、
福
岡
国
道
及
び
北
九
州
国
道
工
事
事
務
所

ネ
ル
展
、
災
害
対
策

、
の
展
示
、
名
島
喬
ウ
レ
ト
ラ
ク

て
、

.

努
斤

･

長
所

で
は
月
間
を
通
し
て
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

福
岡
国
道
工
事
事
務
所

①
一
日
道
路
巡
視
員

八
月
三
日
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち
を
対
象
に

一
目
巡
視
員
に
任
命
し
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
清
掃
車
、
路
面

清
掃
車
等
の
作
業
状
況
も
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ち

び
っ
子
道
路
巡
視
員
曰
く
、｢
こ
の
よ
う
な
大
変
な
仕
事
を

し
て
い
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
｣

②
く
る
め
水
の
祭
典
パ
レ
ー
ド
参
加

｢水
の
祭
典
｣
は
久
留
米
市
民
の
祭
り
と
し
て
八
月
三
日
、

四
日
、
五
日
の
期
間
中
各
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
三

○
万
人
の
人
出
を
み
る
筑
後
地
区
最
大
の
祭
り
で
す
。
八

月
四
臼
に
行
わ
れ
た
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
パ
レ
ー
ド
は
、
地
域

や
団
体
、
学
校
、
職
域
な
ど
更
に
は
観
光
客
な
ど
の
参
加

が
あ
り
、
福
岡
国
道
も
総
勢
三
〇
名
が
法
被
に
手
ぬ
ぐ
い

(豆
シ
ボ
リ
)
姿
で

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
｢道
の
日

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
舞
｣
開
催
の
P
R
を
パ
レ
ー
ド
で
行
い

ま
し
た
。

③
名
島
橋
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
鋸

平
成
六
年
に
名
島
橋
架
橋
六
〇
年
を
記
念
し
還
暦
視
を

実
施
し
た
の
を
機
に
、
毎
年
八
月
四
日
前
後
に
事
務
所
広

場
に
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ネ
ル
展
、
災
害
対
策
機
械
の
展
示
、
名
島
橋
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
等
の
催
し
物
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
事
務
所
職

員
約
一
〇
〇
名
で
運
営
し
、
一
般
参
加
者
約
一
、五
〇
〇
名

を
集
め
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

北
九
州
工
事
事
務
所

①

八
月
四
日
、
飯
塚
市
商
工
会
議
所
主
催
の
飯
塚
市
納

涼
花
火
大
会
に
お
い
て
、会
場
に
通
じ
る
県
道
新
飯
塚
･

停
車
場
線
の
芳
雄
橋
に
て
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
の

ぼ
り
を
立
て
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
P
R
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
流
し
、
筑
豊
維
持
出
張
所
の
職
員
に
よ
り
、

道
路
を
ま
も
る
月
間
の
標
語
と
北
九
州
国
道
の
名
入
り

の
う
ち
わ
を
見
物
人
に
配
布
し
ま
し
た
。
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て
、
職
員

(事
務
所
一
五
名
･
出
張
所
五
名
)
が
、
黒

崎
地
区
美
化
推
進
協
議
会
の
方
々
と
共
に
黒
崎
地
区
美

化
清
掃
に
参
加
し
、
三
号
沿
線
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

八
月
二
一
日
に
も
、
新
吉
富
村
に
お
い
て
、
職
員
(事

務
所
一
五
名
及
び
出
張
所
五
名
)
が
地
元
中
学
生
･
高

校
生
一
〇
〇
名
程
度
と
共
に
一
〇
号
線
沿
線
の
清
掃
活

動

(缶
拾
い
)
を
行
い
ま
し
た
。

③

八
月
一
〇
日
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
小
倉
駅
内
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル

の
展
示
を
終
日
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
の
の
ぼ

り
を
立
て
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
P
R
の
カ
セ
ッ
ト
テ



ー
プ
を
流
し
な
が
ら
、
通
行
者
に
道
路
を
ま
も
る
月
間

の
広
報
チ
ラ
シ
や
P
R
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

④

八
月
二
一
日
に
、
飯
塚
市
の
伊
岐
須
小
学
校

(生
徒

九
〇
〇
名
)
に
お
い
て
、
小
学
校
の
登
校
日
に
合
わ
せ
、

各
ク
ラ
ス
毎
に
校
内
放
送
用
の
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
道
路

を
ま
も
る
月
間
の
P
R
放
送

(筑
豊
維
持
出
張
所
長
の

道
路
に
つ
い
て
の
お
話
し
)
を
行
い
、
併
せ
て
P
R
用

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

管
内
工
事
事
務
所

佐
賀
国
道
工
事
事
務
所

佐
賀
国
道
工
事
事
務
所
の
本
年
の
月
間
行
事
で
あ
る
｢98

佐
賀
道
路
フ
ェ
ア
ー
｣
は
、
八
月
一
日
の
土
曜
日
に
佐
賀

市
の
唐
人
町
中
央
大
通
り
を
舞
台
に
行
わ
れ
た
佐
賀
市
民

の
夏
祭
り

｢栄
の
国
ま
つ
り
｣
に
参
加
し
、
道
路
愛
護
思

想
の
普
及
な
ど
の
P
R
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
二
の
団
体
が
参
加
し
た
ビ
ッ
グ
パ
レ
ー
ド

に
、
当
事
務
所
の
ほ
か
佐
賀
県
、
佐
賀
市
、
佐
賀
県
道
路

公
社
及
び
日
本
道
路
公
団
で
構
成
す
る

｢道
路
を
ま
も
る

月
間
行
事
実
行
委
員
会
｣
と
し
て
、
当
所
職
員
約
六
〇
名

を
含
む
総
勢
一
一
〇
名
で
参
加
し
、
横
断
幕
、
傘
広
報
隊
、

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
山
車
等
に
続
い
て
、
沿
道
の
市
民
に
チ
ラ

シ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ま
つ
り
の
会
場
と
な
っ
た
歩
行
者
天
国
に
お

い
て
、
夜
の
七
時
か
ら
実
施
し
た
道
路
展
で
は
、
道
路
の

役
目
や
正
し
い
道
路
の
利
用
等
を
分
か
り
易
く
紹
介
し
た

｢ハンミョウ君｣ は人気者

き
、

＼き

パ
ネ
ル
の
展
示
や
道
路
ク
イ
ズ
、
さ
ら
に
は
道
路
附
属
物

等
の
展
示
を
行
い
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
で
蒸
し
暑
い
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

吹
き
出
る
汗
を
拭
い
な
が
ら
も
道
路
の
持
つ
機
能
や
意
義

を
十
分
認
識
し
て
も
ら
っ
た
と
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

延
岡
工
事
事
務
所

八
月
七
日
、
世
界
的
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
旭
化
成
陸
上
部

千
葉
真
子
選
手
を
招
き
、
『
一
日
事
務
所
長
』
に
委
嘱
し
ま

し
た
。
事
務
所
長
室
で
任
命
式
を
行
っ
た
後
、
事
務
所
管

内
を
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
乗
車
し
、
道
路
巡
回
、
徒

歩
点
検
を
実
施
し
、
ま
た
、
道
の
駅

｢北
川
は
ゆ
ま
｣
で

は
、
敷
地
内
の
施
設
の
見
学
･
説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
事
務
所
長
を
終
え
た
千
葉
選
手
は
、｢道
路
を
守
っ

て
く
だ
さ
る
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、
わ
た
し
も
安
心
し
て

練
習
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
た
め
に
道
路
を
守
っ
て
ほ
し
い
｣
と
感
想
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
に
も
、
地
元
N
H
K
、
M
R
T
テ
レ
ビ
に
よ

り
昼
、
夕
の
番
組
で
放
映
さ
れ
、
ま
た
地
元
新
聞
四
社
に

も
記
事
と
な
り
ま
し
た
。
『道
路
を
ま
も
る
月
間
』
の
目
的

で
あ
る
、
｢国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
常
に
広

く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
、

地
域
住
民
に
道
路
の
意
義
、
重
要
性
に
つ
い
て
広
報
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
日
、
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
延
岡
今
山

大
師
住
職
野
中
玄
雄
様
を
招
き
、
(｢道
｣
に
想
う
)
と
い

う
演
題
で
特
別
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
中
住
職
は
、
｢橋
の
日
｣実
行
委
員
長
を
さ
れ
て
い
る

方
で
、
建
設
省
の
道
路
行
政
に
は
日
頃
か
ら
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
施
設
等
に
関
す
る
意
見
、
日

頃
か
ら
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
市
民
参
加
の
行
政
に
つ
い

一日所長の千葉貞子選手

道イテセ 98.9 4ノ



て
の
お
話
は
参
加
職
員
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

八
月

一
〇
日
の

『道
の
日
』
に
は
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
う
こ
と
で
、
延
岡
市
旭
町
の
ジ
ャ
ス
コ
延
岡
ニ
ュ

ー
シ
テ
ィ
で
、
延
岡
工
事
事
務
所
･
延
岡
土
木
事
務
所
･

延
岡
市
と
の
べ
お
か
若
鮎
レ
デ
ィ
の
総
勢
三
二
名
が
参
加

し
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
買
い
物
客
ら

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
｢道
路
を
大
切
に
｣

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
、
夏
休
み
期
間
中
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
六
〇
〇
個
用
意
し
た
グ
ッ
ズ
は
三
〇
分
で

な
く
な
る
程
の
大
盛
況
で
し
た
。

大
隅
工
事
事
務
所

大
隅
で
は
八
月
一
〇
目

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
を
、

道
の
駅

｢く
に
の
松
原
お
お
さ
き
｣
の
オ
ー
プ
ン
と
あ
わ

せ
て
大
崎
町
と
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
の
中
で
式
典
会
場
の
特
設
テ
ン
ト
に
総
勢
三
五
〇
名

が
参
加
し
て
、
鹿
児
島
県
内
で
七
番
目
の

｢道
の
駅
｣
を

祝
い
ま
し
た
。
午
前
中
は

｢道
の
駅
｣
の
安
全
祈
願
祭
や

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
厳
そ
か
に
行
い
、
午
後
か

ら

｢道
の
日
｣
の
行
事
と
し
て
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
･
愛

護
団
体
の
表
彰
式
を
実
施
し
、
ま
た
道
路
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
示
や
降
雨
体
験
車
等
の
機
械
展
示
及
び
パ
ソ
コ
ン
三

台
に
よ
る
道
ク
イ
ズ
を
行
い
、
同
時
に
広
報
活
動
と
し
て
、

約
四
〇
〇
名
分
の

｢道
の
日
グ
ッ
ズ
｣
を
来
場
者
に
配
布

し
て
道
路
愛
護
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
日
は
、
N
H
K
を
は
じ
め
民
法
各
社
に
よ
り
、
｢道
の

駅
｣
を
含
め
て
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

『道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
『道
の
日
』
の
行
事沖

縄
総
合
事
務
局

図画 ･作文コンクール表彰
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っ
た
。
図
画
の
最
優
秀
及
び
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
｢道

の
駅
｣
許
田
に
て
八
月
一
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
展
示
会

今
年
度
も
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣沖
縄
地
方
推
進
協

議
会

(会
長
･
沖
縄
総
合
事
務
局
長
、
構
成
沖
縄
県
下
の

道
路
管
理
者
)
は
八
月
の
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
八
月

一
○
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
そ
い
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
新
聞
に
よ
る
広
報
を
は
じ
め
、
次
の
各
種
行
事
を
実

施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に

努
め
た
。

=

図
画
･
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

県
下
の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
図
画
･
作
文
の
募
集
を

行
い
、
図
画
と
作
文
あ
わ
せ
て
五
、
九
四
九
点
も
の
素
晴

ら
し
い
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
、

優
秀
、
佳
作
、
入
選
を
決
定
し
、
七
月
二
一
月
に
表
彰
式

を
行
い
、
賞
状
･
副
賞
を
授
与
し
た
。
作
文
の
最
優
秀
作

品
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
朗
読
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
を
行



を
行
っ
た
。

ま
た
入
選
以
上
の
図
画
と
作
文
に
つ
い
て
八
月
一
九
日

よ
り
八
月
二
四
日
ま
で
那
覇
市
内
の
デ
パ
ー
ト
に
お
い
て

展
示
会
を
行
い
、
連
日
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
い
た
。

②

中
央
地
区
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
街
頭
パ
レ

ー
ド

(八
月
一
〇
日
)

例
年
、
こ
の
時
期
は
台
風
の
影
響
で
天
気
が
心
配
さ
れ
、

関
係
者
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
天
気
に

恵
ま
れ
、
安
心
し
て
｢道
の
日
｣
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

街
頭
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
那
覇
市
の
中
心
街
に
あ
る
パ

レ
ッ
ト
く
も
じ

｢
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
に
お
い
て
華
々
し
く

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
始
め
に
、

沖
縄
総
合
事
務
局
瀬
戸
企
画
調
整
官
が
挨
拶
を
し
、
道
路

の
大
切
さ
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
た
。

次
に
今
年
度

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語
が
横

断
幕
の
掲
示
と
と
も
に
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
ミ
ス
沖
縄

　　

　　　

　

　

心
,燃

す

.コ

ヘ

レスパンドが加わった街頭パレード

の
三
嬢
が

｢道
の
日
｣
の
宣
誓
を
声
高
々
に
力
強
く
行
い
、

大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移

り
、
最
初
に
平
成
九
年
度
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
金
城
中
学
校
に
よ
る
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
が
行
わ
れ
、
軽
快
な
演
奏
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動

き
で
、
広
場
に
集
ま
っ
た
多
数
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
。

次
に
沖
縄
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
エ
イ
サ
ー
の
衣
装
を
ま

と
っ
た

｢琉
球
園
祭
り
太
鼓
｣
の
子
供
た
ち
が
勇
壮
な
踊

り
と
と
も
に
力
強
い
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
、
道
行
く
多
く

の
人
の
足
を
止
め
て
魅
了
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
大
盛

況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
会
場
の
一
角
で
は
、
国
道
沿
い
に
植
え
て
あ
る

ヤ
シ
の
木
か
ら
採

っ
た
ヤ
シ
の
実
を
人
々
に
配
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
先
頭
に

金
城
、
上
山
の
両
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
も
加
わ
っ
た

約
二
五
〇
名
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
に
移
り
地
元
の
人
の
み
な

ら
ず
多
数
の
観
光
客
が
見
守
る
な
か
、
那
覇
市
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト

｢国
際
通
り
｣
約
一
･
五
蝿
を
横
断
幕
を
掲

げ
行
進
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
国
際
通
り
に
P
R
活
動

の
拠
点
を
設
け
、
道
行
く
人
々
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
粗
品

を
手
渡
し

｢道
の
日
｣
と

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
広

報
を
行
っ
た
。

な
お
、
中
央
地
区
以
外
で
も
、
宮
古
･
八
重
山
地
区
な

ど
沖
縄
県
内
五
地
区
に
お
い
て
街
頭
広
報
等
種
々
の
活
動

を
行

っ
た
。

③

道
路
愛
護
功
労
者
表
彰

八
月
一
〇
日
に
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
表
彰
式

を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
道
路
の
美
化
、

道
路
の
正
し
い
利
用
な
ど
道
路
愛
護
に
努
め
、
そ
の
功
績

が
顕
著
な
者
と
し
て
県
内
道
路
管
理
者
か
ら
推
薦
の
あ
っ

た
者
を
厳
選
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
個
人
一

名
と
七
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

④

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

(八
月

一
〇
日
)

道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
の
普
及
を
図
る
た
め
、

県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務

所
に
お
い
て
、

一
日
道
路
パ
ト
ロ
i
ル
を
実
施
し
た
。
事

務
所
に
お
い
て
、
小
学
生
一
五
名
に

｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
員
｣
の
任
命
書
を
授
与
し
た
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
や

路
面
清
掃
車
に
乗
車
し
て
事
務
所
管
内
の
一
日
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

③

親
子
道
路
施
設
見
学
会

(八
月
一
四
日
)

道
路
施
設
を
親
子
で
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の

も
つ
役
割
、
正
し
い
利
用
の
あ
り
方
等
道
路
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
、

現
在
工
事
中
の
那
覇
空
港
自
動
車
道
や
浜
比
嘉
大
橋
な
ど

の
見
学
に
一
〇
組
二
四
人
の
親
子
が
参
加
し
、
熱
心
に
職

員
の
話
に
耳
を
傾
け
、
多
く
の
質
問
を
発
し
、
道
路
に
つ

い
て
の
関
心
を
深
め
た
。
子
供
達
に
と
っ
て
は
、
道
路
施

設
が
よ
り
身
近
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
と
も
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
充
実

を
図
り
道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
の
大
切
さ
に
つ
い
て

の
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
。
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一
一
有
料
道
路
の
整
備
手
法
･
管
理
者

現
在
の
道
路
法
に
基
づ
く
有
料
道
路
と
し
て
は
、
高
速

自
動
車
国
道
、
都
市
高
速
道
路
、
一
般
有
料
道
路
及
び
本

州
四
国
連
絡
道
路
に
分
け
ら
れ
る
。

ー

概
要

(有
料
道
路
と
管
理
主
体
と
の
関
係
)

有
料
道
路
は
、
当
該
道
路
の
特
性
に
応
じ
て
、
様
々
な

主
体
が
当
該
道
路
の
管
理
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
高
速
自
動
車
国
道
は
、
自
動
車
の
高
速
交
通
の

用
に
供
す
る
道
路
で
、
全
国
的
な
自
動
車
交
通
網
の
枢
要

部
分
を
構
成
し
、
か
つ
、
政
治
･
経
済
･
文
化
上
特
に
重

要
な
地
域
を
連
絡
す
る
も
の
、
そ
の
他
国
の
利
害
に
特
に

重
大
な
関
係
を
有
す
る
道
路
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り

(高

速
自
動
車
国
道
法
第
四
条
第
一
項
)、本
来
管
理
者
で
あ
る

建
設
大
臣
の
業
務
を
補
完
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
機
関

で
あ
る
日
本
道
路
公
団
が
そ
の
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
都
市
高
速
道
路
は
、
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高

速
道
路
、
指
定
都
市
高
速
道
路
に
分
け
ら
れ
る
。

首
都
高
速
道
路
は
、
東
京
都
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域

及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、
建
設
大
臣
か
ら
指
示

さ
れ
た
基
本
計
画
に
従
っ
て
首
都
高
速
道
路
公
団
が
新
設

し
又
は
改
築
し
て
、
料
金
を
徴
収
す
る
自
動
車
専
用
道
路

で
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

阪
神
高
速
道
路
は
、
大
阪
市
の
区
域
及
び
神
戸
市
の
区

域
並
び
に
そ
れ
ら
の
区
間
の
間
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て
、

建
設
大
臣
か
ら
指
示
さ
れ
た
基
本
計
画
に
従
っ
て
阪
神
高

速
道
路
公
団
が
新
設
し
又
は
改
築
し
て
、
料
金
を
徴
収
す

る
自
動
車
専
用
道
路
で
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
o

指
定
都
市
高
速
道
路
は
、
政
令
で
指
定
す
る
人
ロ
五
〇

万
人
以
上
の
市
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
存
し
、

都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
の
み
で
一
の
道
路

網
を
構
成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
で
、
都
市
高
速
道
路
公

社
が
建
設
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
新
設
又
は
改
築
し
て
料

金
を
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
都
市
高
速
道
路
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
域
と
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
都
市
機
能
を
維

持
増
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
首
都
高

速
道
路
公
団
･
阪
神
高
速
道
路
公
団
･
都
市
高
速
道
路
公

社
が
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
指
定
都
市
高
速
道
路
公
社
は
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
地
域
に
存
す
る
指
定
都
市
高
速
道
路
を
管
理
す

る
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
、
広
島
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域

に
存
す
る
指
定
都
市
高
速
道
路
を
管
理
す
る
広
島
高
速
道

路
公
社
、
福
岡
市
、
北
九
州
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
存

す
る
指
定
都
市
高
速
道
路
を
管
理
す
る
福
岡
北
九
州
高
速

道
路
公
社
の
三
社
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
本
州
と
四
国
間
の

交
通
輸
送
を
効
率
化
、
円
滑
化
し
、
関
連
地
域
に
お
け
る

生
活
利
便
の
増
大
と
経
済
水
準
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
、

完
成
後
は
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
･
鉄
道
網
の
一
環
を
形
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づ
く
る
道
路
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
性
か
ら
、
特
に

設
立
さ
れ
た
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
に
よ
り
建
設
、
維
持

管
理
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
般

有
料
道
路
と
は
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
と
し
て
の
有
料
道

路
の
う
ち
上
記
以
外
の
も
の
を
い
い
、
一
般
国
道
又
は
都

道
府
県
道
･
政
令
指
定
市
の
市
道
の
う
ち
新
設
又
は
改
築

が
国
の
利
害
に
特
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
が
、
一
般
国
道
の
う
ち
地
域

の
利
害
に
特
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
都

道
府
県
道
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
地
方
道
路
公
社
が
、

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
が
償
還

を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
道
路
管
理
者
が
建
設
、
維
持

管
理
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

有
料
道
路
と
事
業
主
体
の
相
関
関
係
を
簡
単
に
示
す
と

図
1
の
通
り
と
な
る
o

2

整
備
手
法

こ
こ
で
は
、
既
に
前
回
ま
で
に
触
れ
て
い
る
こ
と
で
は

供用開始の公示

高速法第7条第2項

あ
る
が
、
確
認
の
意
味
を
込
め
て
、
有
料
道
路
の
路
線
の

選
定
か
ら
供
用
開
始
ま
で
の
手
続
き
の
流
れ
に
つ
い
て
、

種
類
別
に
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

○

高
速
自
動
車
国
道

日
本
道
路
公
団
の
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行
う
高
速
自

動
車
国
道
の
手
続
き
の
流
れ
は
、
図
2
の
通
り
で
あ
る
。

現
在
、
一
一
、
五
二
〇
如
の
予
定
路
線
が
高
速
道
路
と

し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
国
土
開
発
幹
線

自
動
車
建
設
審
議
会
の
議
を
経
て
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
り
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都
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刻

本州四国連絡道路

一般有料道路
(一般国道 都道府県道･市町村道)

有料橋 ･有料ふ度船施設
猪野道府県道 ･市町村道)
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注

図

市町村の場合は、 自らの道路のみ。

注) 1.日本道路公団の場合は、 一般国道、 都道府県道、 指定市道のみ。
2 浦 彩 田 ･の場 A は らの道路のみ。

指定都市高速道路公社

阪神高速道路公団
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2
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法
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(注)①国幹道法は国土開発幹線自動車道建設法 (昭32 .4 .16法律第68号)

②高速法は高速自動車国道法 (昭32.4 ,25法律第79号)

③特措法は道路整備特別措置法 (昭和31.3.14法律第 7号)

図 2 高速自動車国道の事業の流れ
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第

国土開発幹線自動
車道の予定路線

国幹適法第 3条



基
本
計
画
が
、
運
輸
大
臣
及
び
建
設
大
臣
に
よ
り
整
備
計

画
が
策
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
建
設
大
臣
は
日
本

道
路
公
団
に
施
行
命
令
を
出
し
て
、
そ
の
後
日
本
道
路
公

団
は
工
事
実
施
計
画
書
の
認
可
を
受
け
る
。
認
可
後
工
事

に
着
手
し
、
工
事
完
了
後
供
用
開
始
が
な
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

基
本
計
画
は
、
官
報
に
掲
載
し
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
公
表
事
項
は
、
①
建
設
線
の
区
間
、
②
建

設
線
の
主
た
る
経
過
地
、
③
標
準
車
線
数
、
④
設
計
速
度
、

⑤
道
路
等
と
の
連
結
地
、
⑥
建
設
主
体
が
あ
り
、
整
備
計

画
の
内
容
と
し
て
は
、
①
経
過
す
る
市
町
村
名
、
②
車
線

数
、
③
設
計
速
度
、
④
連
結
位
置
及
び
連
結
予
定
施
設
、

⑤
工
事
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額
、
⑥
そ
の
他
必
要
な
事

項
が
あ
る
。

②

都
市
高
速
道
路

首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
と
指
定
都
市
高
速

道
路
と
で
は
整
備
の
手
続
き
が
異
な
る
の
で
、
別
立
て
で

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

･
首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
の
場
合

首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
が
建
設
、

維
持
管
理
等
を
行
う
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
の

手
続
き
の
流
れ
は
、
図
3
の
通
り
で
あ
る
。

首
都
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
整
備
法
の
首
都

圏
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
建
設

大
臣
か
ら
首
都
高
速
道
路
公
団
が
基
本
計
画
指
示
を
受
け

た
後
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
受
け
て
工
事
に
着
手
し

　　
　　

第
認
条

基 本 計 画
公団法第30条

の協議 公園法
都) 公団法第48

第

協
卸

示

轄綴頤

条

の
第

指
条

計
特
第

卸

へ
法

の
卸

　
　
　

法

管
公
2

計
法
項

撹
鰭

第

理
団
項

画
第

団
項

路

第

本
団
1

公
2

道
-P条

基
公
第

会の誘 " 公団
法第30条第 2項

意 特措法第
条の3第 2項

て
い
る
。
そ
の
後
、
料
金
及
び
料
金
徴
収
期
間
の
認
可
を

受
け
、
工
事
完
了
後
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

阪
神
高
速
道
路
の
場
合
は
、
首
都
圏
整
備
法
に
基
づ
く

手
続
き
を
除
い
て
、
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
事
項
と
し
て
は
、
①

首都圏整備計画決
定 首都圏整備法
第21条第3項

第法
項

工

措
1

(

特
第

公
第諜定第決

法
　
　

区
道

同
7

路

の
第
項

道
示

　　 　　　　　法第15条第2項

図

路
線
名
及
び
管
理
の
区
間
、
②
車
線
数
、
③
設
計
速
度
、

④
連
結
位
置
及
び
連
結
予
定
施
設
、
⑤
新
設
に
関
す
る
工

事
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額
、
⑥
そ
の
他
必
要
な
基
本
的

事
項
が
あ
り
、
工
事
実
施
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、
①
路

線
名
及
び
工
事
の
区
間
、
②
工
事
方
法
、
③
工
事
予
算
、

多6 道イテセ 98,9

一

期
第

告
条

令
項

収
法

公
M

　
　

　　　

　　

法
6

料

第

ト
r

措
の

び
可
4

金
措

特
条

及
認
の

料
特

1

金
の
条

定
第

料
簡
7

都市計画決定
都言十法第18条

道路法第18条第
2項



④
工
事
の
着
手
及
び
完
成
予
定
年
月
日
が
あ
る
。

･
指
定
都
市
高
速
道
路
の
場
合

指
定
都
市
高
速
道
路
公
社
が
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行

う
指
定
都
市
高
速
道
路
の
手
続
き
の
流
れ
は
、
図
4
の
通

り
で
あ
る
。

指
定
都
市
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
定
款
で
整
備
に
関

す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
、
定
款
及
び
業
務
方
法
書
に
つ

い
て
建
設
大
臣
の
認
可
を
得
、
建
設
大
臣
か
ら
事
業
許
可

を
受
け
た
後
、
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
料
金

及
び
料
金
徴
収
期
間
の
認
可
を
受
け
、
事
業
完
了
後
供
用

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
は
、
近
い
将
来
に
指
定
都
市

高
速
道
路
公
社
が
有
料
道
路
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
確

実
な
道
路
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
整

備
に
関
す
る
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
事
項
と
し

て
は
、
整
備
す
べ
き
道
路
の
路
線
名
及
び
管
理
を
行
う
区

間
が
あ
る
。
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
と
し
て
、
①
道
路

の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管

理
に
関
す
る
事
項
、
②
料
金
に
関
す
る
事
項
、
③
自
動
車

駐
車
場
の
建
設
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
、
④
自
動
車
駐

車
場
の
料
金
に
関
す
る
事
項
、
⑤
業
務
の
委
託
又
は
受
託

に
関
す
る
事
項
、
⑥
そ
の
他
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項
が

あ
る
。

③

本
州
四
国
連
絡
道
路

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行
う

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
手
続
き
の
流
れ
は
、
図
5
の
通
り

I

W

-

-

　
　
　

取
議
議

聴
協
協

兄
の
の

意
と
と

村
長
者

町
の
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定
路

　
　
　

都市計画決定の告示計

-

肝

大

市

衆

禰

設
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公

都

建
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一
　　　
　
　
　

路

意

告

の
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道
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l
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対

調

査

半

工

で
あ
る
。

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
建
設
大
臣
が
基
本

計
画
を
策
定
し
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
基
本
計
画
指

示
を
受
け
た
後
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
受
け
て
事
業

に
着
手
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
料
金
及
び
料
金
徴
収
期
間

の
認
可
を
受
け
、
事
業
完
了
後
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

を
いる
。

基
本
計
画
に
お
い
て
建
設
大
臣
が
指
示
す
る
事
項
と
し

て
は
、
①
路
線
名
･
管
理
の
区
間
、
②
車
線
数
、
③
設
計

速
度
、
④
連
結
位
置
及
び
連
結
予
定
施
設
、
⑤
新
設
に
関

す
る
工
事
に
要
す
る
費
用
の
概
算
額
、
⑥
そ
の
他
基
本
的

事
項
が
あ
り
、
工
事
実
施
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、
①
路

線
名
及
び
工
事
の
区
間
、
②
工
事
方
法
、
③
工
事
予
算
、

④
工
事
の
着
手
及
び
完
成
予
定
年
月
日
が
あ
る
。

印

一
般
有
料
道
路

日
本
道
路
公
団
の
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行
う
一
般
有

料
道
路
の
手
続
き
の
流
れ
を
例
に
取
っ
て
み
る
と
、
図
6

(次
ペ
ー
ジ
)
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
道
路
公
団
が
建
設
、
維
持
管
理
等
を
行
う
一
般
有

料
道
路
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
事
業
化
の
適
否
と
い
う
観
点

か
ら
調
査
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
事
業
化
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
建
設
大
臣
の
事
業
許
可
を
受
け
て
工
事
に
着
手
し
、

工
事
完
了
後
供
用
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
般
有
料
道
路
の
調
査
に
お
い
て
は
、
調
査
内
容
、
調

査
の
精
度
に
あ
わ
せ
て
、
路
線
選
定
、
予
備
調
査
、
一
次

調
査
、
二
次
調
査
と
い
う
段
階
を
設
定
し
て
、
調
査
の
精

度
を
段
々
に
上
げ
て
い
く
形
を
と
っ
て
い
る
。

三

有
料
道
路
の
整
備
状
況

平
成
一
〇
年
八
月
一
日
現
在
で
の
営
業
中
路
線
延
長
は

表
ー
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

実
作

事
の

　
　
　
　
　

　

　

　　

　　

　
　
　

工
)

工
)

調

調
報

団
査

臣
査

団

団

　
　

　
　
　

　

建設大臣工事実施計 (公園法第31条)両 (調査) の認可

本四公団調査の実施

本四公団調査
報告書作成

提 出

建設大臣基本計画 協議 大蔵大臣

公団法第49条)

鴛

-

)条

即

理

視

第

鼾

第

　

　

　

　

　

　

識体団　　 南

条

副

獸
理

卸

理

　

　

　

　
　

　

　

　

　

地
会

道

公

道

条

設

条
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(工事) の決定

計

ー

告

施
成

施
可

公

実
作

実
認

始

事
の

事
の

事
開

ェ
)

ェ
)

ェ

団
事

臣
事

団

公
工

大
工

公

円
(

設
(

四

本
画

建
画

本

建設大臣中間検査 (特措法第15条)

公団法第31条

(特措法第10条)

建設大臣完了検査 (特措法第姫条)

告

料
定

始

公

び
設

の
閣

了

及
の

用

事
完

金
間

供

工

料
期

者

団

団
収

理

公

公
徴

管

　

　　

　

み

第

路

法
道
端

表

路道

路

料

路
路

道

有

道

道

料

拘

逮

料
有

一
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有
般

る

州
般

一

町

軌
を
髭

管

路

び
ず

理

道
の

道
路

及

理
管

国
団
路
路
絡
道

路
路

管
の

車
公

道

道

達
遠
道

道

の

者

動
路
速

遠

国
高
速
速
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理

目

道

高
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四

屋

高
高
公

管

速
本

部
神
外

古
島
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路
路

高
ロ

首

阪

本

名

広

福

道

道

掬
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漁
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狗
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畑
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卓もが道鬆協概念 予 備 検 討 {鰹繋群虜蘇べきか否かの〕

調査路線協議調整 一 次 調 査 (事業化の適否を判断する調査)

(窓 口 建 設 省)

二 次 調 査 解離旁穣鷲搬灘鼾請のため〕

新 規 事 業 要 求
路 線 の 決 定

------一----"-----
r･鴫環 境 影 響 評 価派対象事業のみ)
- -----------------

･ 択 新 規 事 業 : :
(大蔵省 ,国会, 概 算 要 求 i ･

: 都 市 計 画 決 定 :(対象事業のみ)

｢------- - - ---｢ l --------:------‐
J

l計 画 変 更 : - -

大 臣) 事 業 許 可 申 請 道路管理者との協議及び同意

3裟 3r‐ [特措法第3条第2項] [特措法第 6条第 ]条]

は燧漆燃費等〕 瀰 手 t覊讓鬱ゞ榊鞠癈輩〕

訥 可(建設大臣事‐----驫業嚢窪第熟議r君蛛‐-‐'禅聽理法報ぜ礬 恨緘
[特措法第ぞ条-

第
一
4刑 - - --- - - - - - - ---

供 用 (供用開始の公示)
[特措法第16条第2項]

無 料 開 放 饌難聽霊場癩還完了又は公差完了}

図 6 一般有料道路の事業の流れ

表 2 ー 1

高規格幹線道路、 都市高速道路の整備状況 (単位:如、% ) 本州四国連絡橋基本計画

路 線 名
区 間

起 点 終 点

一級国道28号 神戸市 徳島県鳴門市

本四淡路線 神戸市垂水区 徳島県鳴門市

一般国道30号 岡山県都窪郡早島町 香川県坂出市

本四備讃線 岡山県倉敷市茶屋町 香川県綾歌郡宇多津町

尾道~
一般国道31字号 愛媛県今治市 広島県尾道市

区 分
総延長

基本計画
延 長

整備計画
延 長

平成9年度末

供用延長 進捗率(% )

A B C D D /A

高 規 格 幹 線 道 路

高 速 自 動 車 国 道
本州四国連絡道路
一般園道自動車専用道路

14,000

11,520
180

2,300

l3,073

10,595
180

2,298

10,453

8-942
180

1,331

7-265(426)
6,395
147

52

56
82
13

都 市 高 速 道 路
首 都 高 速 道 路
阪 神 高 速 道 路
指定都市高速道路

名 古 屋
福岡 ･北九州
広 島

･

307
257
196
81
86

302
249
194
81
86 66

(11)
(83)
(86)
(55)
(47)
(77)
(14)

注) l.基本計画延長、整備計画延長は、平成10年4月現在の数値であり、基 3.都市高速道路のD /Aの( )は基本計画延長に対しての供用延長

本計画延長には、高速自動車国道法によるものを対比上含む。 の割合である。
2.本州四国連絡道路、首都高速道路、阪神高速道路の整備計画延長は、 4.高速自動車国道の供用延長( )書きは、高速自動車国道に並行

工事実施計画延長である, する一般国道目専道で外書き。なお、高規格幹線道路の総計には
含まれる。
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名古屋高速道路 整備計画 (H 10.2,6)

路線名 延長(km) 起 終 点

高 速 1 号

高 速 2 号

高速名古屋朝日線

高速名古屋新宝線

高速分岐 2 号

高速分岐 3 号

高速名古屋小牧線
高速清洲一宮線

計

(10･0)174
(20.5)20.6
(0.6)7.6
(2.3)14 3
(2.2)2.2
(2,3)2,3
8.2
8.9

(37.9)81.2

中川区島井町~名東区猪高町

北区大我麻町~緑区大高町

中村区名駅四T目~西春日井郡清洲町

中村区名駅四丁目~東海市新宝町

西区那古野二丁目~東区泉二丁目

中川区山王三丁目~昭和区御器所一丁目

北区大我麻町~小牧氏大字村中
西春日井郡清洲町大字朝日~一宮市緑四丁目

福岡高速道路 整備計画 (H 10.2.6)

路線名 延長(kの 起 終 点

高速1号線

高速2号線

高速3号線

高速4号線

計

(12.7)18.O
(6,9)13.2
(0.6)0.6
6.9

(20.2)38.7

東区香住ヶ丘二丁目~西区福重三丁目

博多区千代六丁目~太宰府市水域二丁目

博多区東光二丁目~博多区豊二丁目

東区箱崎ふ頭三丁目~東区蒲田三丁目

( )は供用延長 (H 10.6.1現在)

広島高速道路 整備計画 (H 9.9.5)

路線名 延長(km) 起 終 点

高速1号線

高速2号線
高速3号線
高速4号線

計

(4.2)6.5
5.9
9.8
4.9
(4.2)

東区福田町~東区温品二丁目

東区温品町~南区仁保沖町
南区仁保沖町~西区商工センター一丁目
西区中広町一丁目~安佐南区沼田町大字大塚

( )は供用延長 (H 10,64現在)

( )は供用延長 (H 10.6.1現在)

北九州高速道路 整備計画 (H 9.12.の

路線名 延長(km) 起 終 点

高速 1号線

高速2号線

高速3号線

高速4号線

計

(7･7)
9.2
(4.3)4.3
(l.8)L 8
(3l.8)31.8
(45.6)47.1

小倉南区長野二丁目~小倉北区下到津ふ丁目

小倉北区群斐町~戸畑区大字戸畑

小倉北区菜園場一丁目~小倉北区束港一丁目

門司区春日町~八幡西区茶屋の原二丁目

( )は供用延長 (H 1o.6.1現在)

表 2 ー 2

首都高速道路 (平成9年度末)

路線名
区 間 延長(如)

起 点 終 点 総延長 供用延長

1 号 線
2 号 線
2号分岐線
3 号 線
4 号 線
4号分岐線
5 号 線
6 号 線
7 号 線
8 号 線
9 号 線
晴 海 線
11 号 線
葛飾江戸川線
板橋足立線
目黒板橋線
湾 岸 線
湾岸分岐線
葛飾川口線
足立三郷線
板橋戸田線
浦和戸田線
横浜羽田空港線
横浜高速l号線
横浜高速2号線
横浜高速湾岸線
川崎高速縦貫線
小 計

台東区北上野
中央区銀座
港区麻布十番
千代田区隼町
中央区八重;州
千代田区大手町
千代田区一ツ橋
中央区H本橋兜町
墨田区千歳
中央区銀座
中央区日本橋箱崎町
中央区築地
港区海岸
葛飾区四つ木
板橋区板橋
目黒区青葉台
横浜市金沢区並木
大田区昭和島
葛飾区小菅
足立区加平
板橋区三間
浦和市大字三浦
横浜市中区本牧ふ頭
横浜市西区高島
横浜市中区元町
横浜市中区本牧ふ頭
川崎市川崎区富士見

大田区羽田旭町
品川区戸越
港区六本木
世田谷区上用賀
杉並区L高井戸
中央区日本橋小網町
板橋区三園
足立区加平
江戸川区谷河内
中央区銀座
江東区辰己
江東区有明
江東区有明
江戸川区聯毎町
足立区江北
板橋区熊野町
市川市高谷
大田区東海
川口市大字西新井宿
三郷市番匠免
戸田市美女木
戸田市美女木
大田区羽田旭町

14.6
18.6
1･0
17.8
l5,6
104
0･1
5.3
5,O
5.O
11,2
74
11･0
62.1
19
185
7.5
3.7
13.8
22.6
2.3
77
4.6
79

307.2

横浜市保土ヶ谷区狩場町
横浜市鶴見区生麦
川崎市川崎区浮島町地先

1号線(2期)
中央環状品川線
横浜環状線
小 計

台東区北上野
品川区八潮
横浜市鶴見区生麦

足立区本木
目黒区青葉台
横浜市都筑区川向町

9.2
9.4
24 0

合 計 331.2

阪神高速道路 (平成8年度末)

路線名
区 間 延長(km)

起 点 終 点 総延長 供用延長

大阪池田線
大阪守u線
大阪東大阪線
大阪松原線
大阪堺線
大阪西宮線
湾 岸 線
森小路線
西大阪線
大阪泉北線
淀川左岸線
神戸西宮線
神戸山手線
神戸山手線
(分岐線 )
北神戸線
北神戸線
d t延伸線)
湾岸線(7期)
大阪京都線
(新十条通)
湾岸線(8期)
小 計

大阪市西成区山王
大阪市北区中之島
大阪市港区港暗
大阪市西成区山王
大阪市中央区高津
大阪市西区西本町
神戸市東灘区向洋町東
大阪市旭区中富
大阪市西成区南閣
大阪市阿倍野区美章園
大阪市此花区北港
神戸市須磨区月見山町
神戸市長田区南駒栄町

神戸市須磨区妙法寺禿山

神戸市西区伊川谷町潤和

神戸市北区有野町唐櫨

神戸市垂水区名谷町

京都市l臍斗区西野山

神戸市垂水区下畑町

池田市木部町
守口市大日町
東大阪市西石切町
松原市大堀町
堺市翁橋町
西宮市今津水波町
泉佐野市りんくう往来北
大阪市旭区新森
大阪市港区弁天
大阪市住吉区山之内
大阪市此花区高見
西宮市今津水波町
神戸市須磨区白川

神戸市須磨区東須磨青山

西宮市山口町

神戸市北区有野町有野

神戸市垂水区下畑町

京都市伏見図案草

神戸市長田区駒ヶ林南町

lo.8
l9.7
11.2
13.4
l4.3
55.8
1.3
3.8
4 8
5.7
25.3
9.5

2.3

32.3

3,3

1 8

2.8

6.4
253.7

lo.8
197
1l.2
13.4
14 3
55.8
L3
38
0

1.3
25.3

0

0

27.0

1.2

0

大和川線
淀川左岸線
(延伸部)

大阪泉北線
神崎川線
小 計

堺市築港八幡町

大阪市此花区高見

大阪市住吉区山之内
大阪市西淀川区中島

松原市三宅中

大阪市都島区都島本通

堺市浅香山町
豊中市二葉町

10.2

7･1

l.5
8.3

合 計 28嵐4 221.2



(平成10年 4月現在)表 3 高速道路路線別整備状況

路 線 名
総延長

A

(km)

基本計画 整備計画 施工命令 開通延長

(kの

開通済みの

道路の通称延長(B )
(km)

B / A
(% )

延長(C )
(km)

C / B
(% )

延長(D )
(km)

D / C
(% )

北海道縦貫自動車道 681 497 73 477 96 477 100 319 道央

北海道横断自動車道 697 529 76 389 74 330 85 89 札幌 ･道東

東北縦貫自動車道 865 865 100 796 92 796 100 766
東北 ･八戸 ･東京

外環

東北横断自動車道 583 583 100 508 87 485 95 414 秋田 ･山形 ･盤越

日本沿岸東北自動車道 322 322 100 145 45 l21 83 0

東北中央自動車道 268 l67 62 63 38 27 43 0

関越自動車道 449 449 100 449 loo 449 100 429 関越 ･上信越

常磐自動車道 351 351 100 287 82 287 100 187 常磐 ･東京外環

東関東自動車道 235 195 83 157 81 130 83 110 東関東 ･館山

北関東自動車道 147 147 100 135 92 135 100 0

中央自動車道 635 635 100 635 100 635 100 632 中央 ･名神 ･長野

第一東海自動車道 347 347 100 347 100 347 100 347 東名

東海北陸自動車道 185 l85 100 185 100 185 100 83 東海北陸

第二東海自動車道 328 298 91 249 84 236 95 5 伊勢湾岸

中部横断自動車道 136 136 100 73 54 16 22 0

北陸自動車道 487 487 100 487 100 487 100 487 北陸

近畿自動車道 973 823 85 682 83 548 80 366

近畿 ･西名阪 ･伊

勢･東名阪 ･阪和 ･

舞鶴

中国縦貫自動車道 543 543 100 543 100 543 100 543 中国

山陽自動車道 502 475 95 458 96 458 100 417 山陽

中国横断自動車道 407 391 96 361 92 327 91 178
岡山･米子 ･広島･

浜田

山陰自動車道 384 279 73 17 6 17 100 0

四国縦貫自動車道 222 222 100 222 100 222 100 148 松山 徳島

四国横断自動車道 443 375 85 252 67 232 92 l25 高松 ･高知

九州縦断自動車道 428 428 100 428 loo 428 100 428 九州 ･宮崎

九州横断自動車道 353 353 100 280 79 258 92 245 長崎 ･大分

東九州自動車道 436 436 100 240 55 165 69 0

新東京国際空港線* 4 4 100 4 100 4 100 4 新空港

関西国際空港線* 7 7 100 7 100 7 100 7 関西空港

関門自動車道 * 9 9 100 9 100 9 100 9 関門橋

沖縄自動車道* 57 57 100 57 100 57 100 57 沖縄

その他の自動車道 36 0 0 0 0 0 0 0

東名、 名神、 中央、 東北改築 (117) (117) l00 (117) 100 (117) 100 (84)

合 計 11-637 10 ,712 92 9 ,059 85 8 ,535 94 6 ,479

注) 1,新東京国際空港線、 関西国際空港線、 関門自動車道及び沖縄自動車道は、 国土開発幹線自動車道以外の高速道路である。

2.中央自動車道(名神)吹田~ 西宮間、 第一東海自動車道(東名)、 関門自動車道、 新東京国際空港線、 関西国際空港線及び

沖縄自動車道については、 基本計画はないが表の対比上記載している。

3.合計延長は、 改築延長は含まない。
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表 4 一般有料道路営業中路線一覧

事業主体 道 路 名 供用延長 事業主体 道 路 名 供用延長

ロ本道路公団 l ロ高自動車道 (苫東道路) 4.O 日本道路公団 32 東宮土方.湖道路 18.O
33 中部縦貫自動車道 (安房峠道路) 5.62 深川留萠自動車道 ("案川沼田道路) 44
34 豊川橋 2.83 百石道路 6.1
35 伊勢湾岸道路 6.14 湯沢横手道路 l35
36 湖西道路 18,O5 秋田外環状道路 9.5

6 仙台東部道路 l7.4 37 京都縦貫自動車道 (京都丹波道路) 3l.3
7 米沢南陽道路 8.8 38 京滋バイパス 18.9
8 三陸縦貫自動車道 gI訂塩道路) 7.8 39 京奈和自動車道 (京奈道路) 13.8

(鳴瀬奥松島~石巻河南) 124 40 第二神明道路 29.9
41 太子竜野バイパス 3.89 日光宇都宮道路 30.7
42 姫路バイパス 11.210 新利根川橋 3.2
43 海南湯浅道路 9.811 東水戸道路 5.4
44 湯浅御坊道路 19412 碓氷バイパス 13.2
45 米了･道路 5.213 京葉道路 36.7

14 千葉東金道路 32.2 46 安来道路 66
15 東京湾アクアライン 154 47 境水道大橋 1･7
16 東京湾横断道路連絡道 7･l 48 広島呉道路 L5.9

49 広島岩国道路 l6217 八王子バイパス 4.5
50 高松束道路 13.318 首都圏中央連絡自動車道 19.8
51 関門トンネル 3919 第三京浜道路 16.6
52 若戸大橋 2江20 横浜新道 11.3

21 横浜横須賀道路 32.6 53 八木山バイパス 13.3
22 西湘バイパス 145 54 椎田道路 10.3
23 新湘南バイパス 87 l 55 西九州自動車道 (武雄佐世保道路) 221
24 小田原厚木道路 31,7 (佐世保道路) 4.9

56 長崎バイパス 15425 真鶴道路 141
57 宇佐別府道路 22,726 箱根新道 13,8
58 延岡南道路 3.727 西富士道路 6.8
59 南九州西回り自動車道(八代臼奈久道路) 6.628 藤枝バイパス 42

29 掛川バイパス 5.9 (鹿児島道路) 102
30 磐田バイパス 7,2 60 隼人道路 7.3
31 浜名バイパス 3.3

H 1o.8.l

表 5 ー 1

事業主体 道 路 名 供用延長 事業主体 道 路 名 供用延長

青森県道路公社 l みちのく道路 2L 5 茨城県道路公社 23 水海道道路 2.7
2 青森中央大橋 1 栃木県道路公社 24 那須高原道路 10.4
3 青森空港道路 L 7 25 日塩道路 27.5
4 第二みちのく道路 9.7 26 霧降高原道路 l6.3

宮城県道路公社 5 牧山道路 2.5 27 鬼怒川道路 17
6 石巻河ロ橋 1.2 28 宇都宮鹿沼道路 1.6
7 仙台市武道路 9 埼玉県道路公社 29 熊谷東松山道路 l17

30 富士見川越道路 88 仙台松島道路 18.3
31 狭山環状道路 14山形県道路公社 9 西蔵王道路 3.2
32 新浦和橋 0,3山形 ･福島公社 10 西吾妻道路 17,8

福島県道路公社 11 磐梯山道路 17.6 33 新見沼大橋 14
12 磐梯吾妻道路 28.8 千葉県道路公社 34 鴨川道路 5.1
13 第二磐梯吾妻道路 131 35 市川松戸道路 78
l4 高森熱海道路 10.6 36 銚子道路 64

福島 ･栃木公社 15 那須甲子道路 121 37 松戸野田道路 7･l
38 勝浦道路 3.6茨城県道路公社 16 水郷道路 9.3
39 房総スカイライン 1017 表筑波スカイライン 10
40 千葉外房道路 14.318 新大利根橋 2.4

l9 石岡道路 2.4 41 松戸橋 2.2
20 霞ヶ浦大橋 L 1 42 東総道路 1l.4
21 下総利根大橋 3,l 43 流山道路 0.5
22 日立道路 1.6 44 東金九十九里有料道路 10

H 10.81
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表 5 ー 2

事業主体 道 路 名 供用延長 事業主体 道 路 名 供用延長

東京都道路公社 45 第二多摩川原橋 1.9 大阪･奈良通り路公社 l03 第二隣奈道路 13.4

神奈川県道路公社 46 本町朝中通路 2.6 大阪市道路公社 104 ゑ元無川新橋 1.4
山梨県道路公社 47 富土山道路 29.5 兵庫県道路公社 105 播但連絡道路 38.3

106 諭圏轉連絡道路 (2期) 9.648 河川湖大橋 1.6
107 遠阪トンネル 4,749 八ヶ岳横断道路 72
l08 盤滝トンネル 3.550 雁坂トンネル 6.8

51 清里高原道路 3.1 神戸市道路公社 109 新神戸トンネル 8
110 六甲北道路 5.8長野県道路公社 52 三テーllトンネル 15.1
111 六甲北道路 (2期) 7.253 新和田トンネル 4.8
112 西神戸道路 1254 茅野道路 0･7

55 平井寺トンネル 18 113 六甲道路 16.7
56 志賀中野道路 2.6 和歌山県道路公社 114 高野龍神スカイライン 427

u 5 紀の川ゞ就ju大橋 0.657 白馬長野道路 2
58 新長野大橋 14 回山県道路公社 116 東鮨西播開発道路 324

117 水島玉島産業道路 8.3富山県道路公社 59 立剛道路 l4.4
118 僻目菊大橋 l60 砺波高岡道路 6.9

石川県道路公社 61 能登海浜道路 559 広島県道路公社 119 広島熊野道路 2.4
62 能登半島縦貫道路 27 l山臼県道路公社 120 山臼宇部道路 14

121 彦島道路 4.563 川北大橋 4.8
64 田鶴浜道路 4.8 122 萩道路 L l

岐阜県道路公社 65 乗鞍スカイライン 14.4 香川県道路公社 123 高松坂出道路 10･1

66 飛騨美濃道路 2.9 愛媛県道路公社 124 西海道路 7.2
125 東予道路 3.567 中津川道路 0.9

68 長良川利バーサイド道路 1･1 高知県道路公社 126 高知桂浜道路 2.3
127 浦戸大橋 1.569 島大橋 07
128 仁淀川河口大橋 2.4静岡県道路公社 70 天城トンネル 4.l

71 弁犬大橋 7.6 福岡県道路公社 129 冷水道路 8.9
72 村櫛舘山寺道路 4.6 130 福間前原道路 8

73 冷川トンネル 28 福岡 ･佐賀公社 131 鳥栖筑紫野道路 13.5
132 二丈浜玉道路 8574 船原トンネル 3.9

75 伊豆中央道 3 佐賀県道路公社 133 三瀬トンネル 3.4
134 厳木多久道路 3.676 新掛塚橋 1,2

77 修善寺道路 礼8 佐賀 ･長崎公社 135 国見道路 6.8

静岡･愛知j齪各公社 78 本坂トンネル 2 長崎県道路公社 136 平戸大橋 1･l
137 矢上大橋 上6愛知県道路公社 79 南知多道路 19.2

80 猿投グリーンロード L3.l 138 川平道路 4.6
139 松浦バイパス 1.581 衣消すトンネル L 7
140 生月大橋 L l82 茶臼山高原道路 142

83 尾張パークウエイ 7･7 大分県道路公社 141 臼杵坂ノ市道路 7,2
142 大野川火樒 1･l84 知多半島横断道路 3.9
l43 大分湯の平道路 0,885 知多半島道路 20.9
144 米良道路 286 小坂井バイパス 0.9
145 大分空港道路 15.787 小牧東インター道路 1.6

88 音羽蒲郡道路 3 宮崎県道路公社 146 ーツ葉道路 162
147 小倉ケ浜道路 04三重県道路公社 89 志摩開発道路 18.3

90 志摩開発道路 (2期) 5.5 鹿児島県道路公社 148 指宿道路 (2期) 29.2
149 指宿道路 (3期) 3.391 伊勢二見鳥羽道路 3,7

福井県道路公社 92 久須f変ケ岳道路 9.7 秋田県 1 淀川河辺道路 1･7
93 永平寺道路 3.3 横浜市 2 横浜ベイブリッジ歩行者道 0.8
94 河野海岸道路 9.2 長野県 3 霧ケ峰道路 40

95 法恩寺山道路 6.6 大阪市 4 淀川新橋 0.9

滋賀県道路公社 96 琵琶湖大橋 15.4 広島市 5 草津沼田道路 1･7
97 近江大橋 6.1 高知県 6 横泊道路 0.8
98 円野水u道路 7 熊本県 7 阿蘇登山道路 (坊申線) l53

阿蘇登山道路 (吉田線) 1399 途中トンネル 0,5
8 阿蘇山観光道路 9.9京都府道路公社 100 綾部宮津道路 12.1
9 菊池阿蘇道路 11･7大阪府道路公社 10l 千里丘寝屋川橋道路 0･7
10 天草下島横断道路 3.9102 堺泉北道路 4.7
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『魅力ある曲園都市香川｣の形成を
目指した道路整備

香川県土木部道路保全課

一
は
じ
め
に

香
川
県
は
四
国
の
東
北
部
に
位
置
し
、
北
は
多
島

美
を
誇
る
瀬
戸
内
海
に
囲
ま
れ
、
南
は
東
西
に
連
な

る
標
高
お
よ
そ
一
、
0
0
o
m
の
阿
讃
山
脈
を
背
負

っ
て
徳
島
県
と
接
し
た
半
月
形
を
成
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
瀬
戸
の
海
に
面
し
た
海
岸
線
延
長
は
、
約
七

〇
〇
如
に
及
び
、
屋
島
、
五
色
台
、
小
豆
島
な
ど
、

陸
と
海
と
を
併
せ
た
景
観
は
風
光
明
姫
な
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
の
一
角
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
四
季
を

通
じ
て
温
暖
少
雨
で
、
気
候
温
和
、
ま
さ
に
瀬
戸
内

式
気
候
の
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
も

少
な
く
、
日
照
時
間
は
全
国
一
長
く
、
こ
の
た
め
江

戸
時
代
か
ら
製
塩
業
が
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
反
面
、

少
雨
の
た
め
古
く
か
ら
夏
は
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
大
小
一
六
、
0
0
0
余
の
た
め
池
が

築
造
さ
れ
て
お
り
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
美
し
い
自
然
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ

た
本
県
は
、
五
市
三
八
町
か
ら
な
っ
て
お
り
、
人
口

は
約
一
〇
三
万
人
と
少
な
い
も
の
の
、
人
ロ
密
度
は

五
四
八
人
で
全
国
一
一
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
面

積
は
一
、
八
七
五
姪
、
国
土
の
○
･
五
%
で
全
国
で

も
最
も
小
さ
い
県
で
は
あ
り
ま
す
が
、
讃
岐
平
野
が

豊
か
に
広
が
り
、
可
住
地
面
積
が
五
二
･
三
%
に
及

ぶ
た
め
土
地
利
用
度
は
極
め
て
高
く
な
っ
て
お
り
、

県
部
高
松
市
を
中
心
に
一
日
生
活
圏
を
形
成
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
瀬
戸
大
橋
で
本
州
と
直
結
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
地
理
的
に
も
恵
ま
れ
、
四
国
の
玄

関
と
し
て
、
ま
た
、
四
国
に
お
け
る
重
要
な
交
通
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

二

道
路
整
備
の
方
針

本
県
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
基
本
方
針
と
し

て
｢香
川
県
二
一
世
紀
長
期
構
想
｣
を
策
定
し
、
｢魅

力
あ
る
田
園
都
市
香
川
｣
の
形
成
を
目
指
し
て
、
｢快

適
公
園
香
川
の
創
造
｣
｢環
瀬
戸
内
交
流
圏
の
創
造
｣

｢明
日
を
拓
き
支
え
る
人
材
の
創
造
｣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
瀬
戸
大
橋
や
明
石
海
峡
大
橋
な

ど
、
本
州
四
国
連
絡
橋
、
ま
た
四
国
横
断
自
動
車
道

の
整
備
の
進
展
に
よ
り
、
瀬
戸
内
圏
の
各
地
域
と
の

連
携
強
化
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え

｢田
園
都
市
香
川
の
形
成
｣
を

道
路
整
備
の
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、
国
や
市
町
と

連
携
し
な
が
ら
、
田
園
都
市
香
川
に
ふ
さ
わ
し
い
道

路
網
の
総
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。三

道
路
の
現
況

平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
現
況
は
、
高
速

自
動
車
国
道
一
路
線
五
五
如
、
一
般
国
道
九
路
線
三

五
六
虹
、
県
道
一
九
〇
路
線
一
、
五
八
二
蹴
、
市
町

54 道行セ 98 ,9



平成 9年 4月 1 H 現在衷 1 香川県の道路現況

道路種別 路線数 長
)

延
如

実
(

改良済 舗装済

延長(km) 改良済( % ) 延長(km) 改良済( % )

国

道

指 定 区 間 4 185
.
4 185

.
4 1の

･
0 185

.
4 1の

･
0

指定区間外 ro 170
.
9 157

,
1 9 1 9 170

.
9 1の

.
0

計 ハソ 356
,
4 燃 蜆 蹴 0̂

~
1面鳳

県

道

主要地方道 46 694
.
6 鵜 続 饅 郷

一 般 県 道 144 887
.
4 螂 鵺 獺 郷

計 190 1
,
582

.
1

拗 観 蘂 郷
県管理道路計 195 1

,
753

.
O

鞠 勧 震 鯛
市町道

鯛 榔 纖 膨 鰔 戦
合 計 18

,
380 9

,
450

.
O

鰍 泓 搬 郷
※端数整理の関係上、 計数には不整合が生じることがある。

道
一
八
、
一
八
一
路
線
七
、
五
一
二
如
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
県
の
管
理
す
る
道
路
は
、
一

九
五
路
線
一
、
七
五
三
蛔
で
あ
り
、
こ
れ
を
六
土
木

事
務
所
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
は
公
共

機
関
の
整
備
が
十
分
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
自
動
車

保
有
台
数
は
人
□
千
人
当
た
り
六
三
九
台
と
比
較
的

多
く
、
道
路
密
度

(国
道
県
道
の
合
計
)
は
一
姉
当

た
り
一
、
○
○
五
m
(全
国
四
位
)、
舗
装
率
は
九
九
･

八
%

(全
国
二
位
)
と
な
っ
て
お
り
、
交
通
上
、
道

路
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す

(表

1
参
照
)。

今
回
は
、
本
県
で
の
特
徴
あ
る
事
業
に
つ
い
て
、

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四

快
適
道
づ
く
り
懇
談
会
に
つ
い
て

近
年
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
県
民
の
価
値

観
も
多
様
化
、
高
度
化
し
、
道
路
整
備
に
対
し
て
も

地
域
性
や
快
適
さ
、
潤
い
と
い
っ
た
よ
う
な
質
的
向

上
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
｢安
全
で
快
適
な
道
づ
く
り
の
推
進

に
当
た
り
、
道
路
の
緑
化
、
美
化
修
景
等
良
質
な
道

路
環
境
の
創
出
に
資
す
る
構
想
、
運
動
、
計
画
等
に

つ
い
て
適
切
な
助
言
や
将
来
の
快
適
な
道
路
の
あ
り

方
に
つ
い
て
提
言
を
お
願
い
す
る
。
｣
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昭
和
六
三
年
八
月
に

｢香
川
県
快
適
道
づ
く

り
懇
談
会
｣
を
設
置
し
ま
し
た
。

懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
経
済
界
、
マ
ス
コ
ミ
、

写
真
家
、
大
学
教
授
な
ど
道
路
管
理
者
以
外
の
一
四

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
委
員
に
は
現
地
視

察
等
を
踏
ま
え
て
、
自
由
に
論
議
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
助
言
、
提
言
を
道
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
懇
談
会
か
ら
現
在
の
第
一
三
回
懇
談
会
に

至
る
ま
で
の
間

｢さ
ぬ
き
浜
街
道
｣
の
愛
称
決
定
、

高
松
空
港
線
の
修
景
計
画
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
プ

ラ
ン
の
作
成
、
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
ビ

ジ
ョ
ン
の
作
成
等
こ
れ
ま
で
に
、
数
多
く
の
貴
重
な

、三
思
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
道
路
整
備
に
反
映
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
本
懇
談
会
の
助
言
、
提
言
を
踏
ま
え
、

住
民
に
親
し
ま
れ
る
安
全
で
快
適
な
道
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
ぴ
ら

五

金
比
羅
ふ
れ
あ
い
の
道
整
備
事
業

門
前
町
琴
平
町
に
鎮
座
す
る
海
上
交
通
の
守
り
神

こ
と
ひ
ら
ぐ
う

と
し
て
の
金
刀
比
羅
宮
は
、"
さ
ぬ
き
の
こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
"
と
し
て
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
、
全
国
か
ら

多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
参
拝
道

で
あ
る

｢旧
こ
ん
ぴ
ら
五
街
道
｣
は
、
琴
平
町
を
起

点
と
し
、
東
西
南
北
に
広
が
っ
て
お
り
、
街
道
沿
い

ちょうせ
き

に
は
、
今
も
、
大
小
の
石
灯
篭
や
道
標
、
丁
石
な
ど
、

多
数
の
史
跡
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
繁
栄
ぶ

り
を
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
門
前
に
あ
る
日
本
最
古
の
芝
居
小
屋

『金

丸
座
』
は
、
天
保
六
年

(
一
八
三
五
年
)
に
建
立
さ

れ
た
二
階
建
、
本
瓦
葺
の
本
格
的
な
歌
舞
伎
劇
場
で

あ
り
、
舞
台
や
花
道
、
桟
敷
な
ど
、
江
戸
時
代
の
芝

居
小
屋
の
様
式
を
よ
く
と
ど
め
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
春
に
は
、
『四
国
こ

ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
大
芝
居
』
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
全
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国
的
に
人
気
が
高
く
、
讃
岐
路
の
春
を
代
表
す
る
風

物
詩
と
し
て
定
着
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
金
刀
比
羅
宮
へ
の
参
道

を
、
歴
史
的
な
門
前
町
の
街
並
み
に
ふ
さ
わ
し
い
よ

う
に
整
備
し
ま
し
て
、
遠
来
の
参
拝
者
の
方
々
に
、

ほ
の
ぼ
の
と
し
た

｢
や
す
ら
ぎ
｣
と

｢
ぬ
く
も
り
｣

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
道
路
空
間
を
確
保
し

ま
し
た
。

整
備
内
容
は
、
参
道
を
石
畳
で
舗
装
を
す
る
と
と

も
に
、
街
灯
、
標
識
、
案
内
板
等
に
つ
い
て
も
門
前

町
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
し
、
整　

一

準標

備
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
参
拝
者
は
む
ろ

ん
、
地
域
住
民
か
ら
も
、
｢門
前
町
ら
し
い
雰
囲
気
で

情
緒
が
感
じ
ら
れ
る
｣
と
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

整
備
期
間

平
成
五
年
度
-
平
成
九
年
度

整
備
区
間

J
R
琴
平
駅
ー
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
参
道
口

ま
で
の
約
八
四
0
m

六

石
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

石
は
古
来
よ
り
、
人
々
の
生
活
の
中
の
様
々
な
場

面
で
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の
関
わ
り
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
作
品
は
石
の
文
化
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
道
づ
く
り
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
、
保
全
を
図
る
と
と
も
に
快
適

な
道
づ
く
り
の
た
め
、
修
景
に
も
配
慮
し
た
道
路
整

備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た

道
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
昨
秋
、
本
県
で
開
催
さ

れ
た
第
一
二
回
国
民
文
化
祭
の
石
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
部
門
の
入
選
作
品
の
一
部
に
つ
い
て
寄
付
を
受
け
、

｢道
の
駅
｣
等
県
下
五
箇
所
の
道
路
に
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

な
お
、
こ
の
石
の
彫
刻
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
路
利
用
者
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

地
元
町
が
今
後
三
年
毎
に
開
催
す
る

｢石
の
さ
と
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
の
入
選
作
品
に
つ
い
て
寄
付
を
受

鱒

ト
■

　
　
　
　
　

　

　
　　
　
　
　
　

　
　
　　
　

　

　
　　
　
　

　

け
、
道
路
の
付
属
施
設
と
し
て
設
置
す
る
方
向
で
検

討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
れ
を
活
用
し
、
親
し

み
の
あ
る
道
路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

七

く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業

◎

事
業
導
入
の
理
由

縄
文
･
弥
生
や
古
墳
時
代
か
ら
文
化
の
開
け
た
香

川
県
善
通
寺
市
は
、
中
世
に
至
り
不
世
出
の
高
僧
弘

法
大
師

(空
海
)
や
智
証
大
師

(円
珍
)
を
輩
出
す

る
な
ど
歴
史
に
培
わ
れ
た
文
化
の
高
い
ま
ち
で
、
近

年
、
交
通
環
境
の
変
化
や
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
国

際
化
な
ど
の
新
時
代
の
到
来
と
と
も
に
多
様
化
し
た

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
、
新
た
な
発
展
を

図
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、｢快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
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住
み
よ
い
ま
ち
｣
実
現
の
た
め
、
道
路
網
の
整
備
を

重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
市
民
生
活
の
利
便
性
や
安

全
性
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
な
旧
街

道
、
寺
社
の
参
道
な
ど
は
、
そ
の
特
長
や
魅
力
を
活

か
し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
や
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
道
路
環

境
づ
く
り
を
具
体
化
す
る
た
め
、
県
、
市
、
共
同
で

｢く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
｣
を
導
入
し
ま
し
た
。

◎

く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
の
概
要

H

事
業
の
趣
旨

本
事
業
は
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に

｢道
路
｣
と
い
う
公
共
空
間
を
、
景
観
的
に

優
れ
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

｢み
ち
｣

^

図

と
す
る
た
め
、
都
市
部
、
駅
前
な
ど
ま
ち
の
顔
と
な

る
よ
う
な
地
区
･
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
感
じ
さ
せ

る
地
区
･
密
集
市
街
地
な
ど
良
好
な
住
環
境
整
備
を

必
要
と
す
る
地
区
に
お
い
て
、
地
区
関
係
者
の
参
画

を
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

口

計
画
対
象
地
区

本
県
に
お
い
て
は
、
善
通
寺
市
善
通
寺
町
を
選
定

し
ま
し
た
(図
ー
)
。
当
地
区
に
は
、
市
の
シ
ン
ボ

ル

で
あ
る
真
言
宗
総
本
山
善
通
寺
が
あ
り
、
自
衛
隊
、

駅
、
市
役
所
等
各
種
公
共
機
関
や
大
学
等
各
種
教
育

施
設
が
立
地
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的
史
跡

5

建
造
物
が
多
数
現
存
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
住

9鯛

宅
等
が
密
集
す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
そ
っ
た
み

セ一丁

ち
づ
く
り
が
行
え
る
地
区
で
あ
り
ま
す
。

蔵

◎
対
象
道
路
の
選
定

｢く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
検
討
委
員
会
｣
(大

学
助
教
授
、
関
係
機
関
、
地
区
住
民
代
表
者
等
一
七

名
で
構
成
)
を
開
催
し
、
対
象
路
線
を
選
定

(図
2
)

図 2 計画対象路線



整備方針及び整備計画

(“ 東西交通軸

沿道は自衛隊、 住居等が存在し、 歩

行者も多いことから、 善通寺市街地領

域を感じる安全で快適な道路整備とす

る。

1級市道生野線
主要地方道岡田善通寺線

(2) 南北交通軸

市街地中心部へのアプローチを担う

路線であり、 車輌通行機能の確保と歩

行者等の交通安全の確保が求められる。

また、 市街地中心部への人の誘導を図

る道路整備とする。

主要地方道善通寺大野原線
主要地方道善通寺詫間線

(3) 旧都市軸

総本山善通寺 (赤門) への参道や遍

路道として栄えた路線であり、 市街地

中心部へのアプローチを担う路線であ

る。 このため、 参道を意識できる｣快適

な道路整備とする。

主要地方道善通寺大野原線
1級市道赤門筋線 ;

　　　　　　　　
させ;~ "
　　　 　　
磋こ ぐゞん~ き

廳き!ささ

いミ、さしミどぶざぶざぶふ きさゞ“＼ふき
ざどこ きざ~ミリさ さごぶち、
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(4) 新都市軸

善通寺駅から総本山善通寺(南大門)

へ至る都市の表玄関、 顔となる路線で

あり、 来訪者を市街地中心部へ導く魅 さ~ 希ミミ ~
＼ ･ 一

轢
きささ

力的な道路整備とする。
　　 　 　

　　　　　　
　

　　 　

　
　

　　 　　　　　　
一等擬瀧澤議翳嬢 讓菱こここ こ

…
ゞゞ
---ミ ニー｣←* - - - -…- - -

③ 歴史空間軸

総本山善通寺から琴平への街道を担

っていた道路であり、 沿道&は 歴史的
圏

ミ臥 ~ 〆 .
建造物も多数存在するなど、 歴史的、 論 ･~窟 ~

丑き※ ! / ~

　 　　　　 　　　　　　　　　　　

その他市道鎌倉通り線

1級市道大円通り線
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円

円　
　

610

315

事業主体 路線数 整備延長( m ) 事業費(百万円)

香 川 県 にJ ㈱ "
善通寺市 に･U 鰡 鯲

計 m " 鯛

　
　　　

　
　　　

　
　
　
　
　

　
　
　　

く
整

整

の
う
え
、
問
題
点
、
課
題
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ

き
、
整
備
計
画
等
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

八

交
通
死
亡
事
故
現
地
診
断
に
つ
い
て

本
県
の
交
通
死
亡
事
故
件
数
は
、
近
年
、
人
ロ
比

で
は
全
国
的
に
も
高
く
、
特
に
、
昨
年
、
年
初
か
ら

例
年
の
一
･
五
倍
以
上
発
生
し
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
五
月
に
は
、
交
通
安
全
県
民
会

議
に
お
い
て
｢交
通
死
亡
事
故
多
発
緊
急
事
態
宣
言
｣

が
発
せ
ら
れ
、
六
月
に
は
、
県
議
会
に
お
い
て

｢交

通
死
亡
事
故
抑
止
に
関
す
る
決
議
｣
が
な
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
打
開
の
た
め
、

同
年
七
月
各
土
木
事
務
所
単
位
で
警
察
署
、
市
町
、

土
木
事
務
所
等
で
組
織
す
る
『地
区
交
通
安
全
対
策

会
議
』を
設
置
し
、
｢全
て
の
交
通
死
亡
事
故
発
生
箇

所
｣
を
対
象
に
現
地
診
断
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
現
地
診
断
に
お
い
て
、
対
策
を
要
す
る
と
診
断

さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
に
お
い

て
ガ
ラ
ス
入
り
舗
装
や
照
明
灯
、
視
線
誘
導
標
な
ど

を
設
置
し
、
交
通
安
全
の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
交
通
死
亡
事
故
は
、
前
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
続

い
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
引
き
続
き
、
現
地
診
断
を

実
施
し
、
必
要
に
応
じ
対
策
を
講
じ
て
道
路
交
通
の

しき
総
べゞ

交通死亡事故現地診断

安
全
を
確
保
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

九

国
、
県
、
市
合
同
に
よ
る
道
路
一斉

是
正
行
動

道
路
が
あ
ま
り
に
も
身
近
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、

と
も
す
れ
ば
そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す

が
、
近
年
は
、
交
通
の
妨
げ
と
な
る
違
法
駐
車
の
防

止
を
は
じ
め
、
旗
竿
や
移
動
式
看
板
、
商
品
等
に
よ

る
道
路
の
不
法
占
用
の
是
正
な
ど
、
道
路
の
正
し
い

利
用
と
道
路
に
対
す
る
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
こ

と
が
、
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
平
成
六
年
一
〇
月
か
ら
、

四
国
地
建
･
香
川
工
事
事
務
所
や
高
松
市
な
ど
の
道

路
管
理
者
の
ほ
か
、
地
元
警
察
署
や
商
工
会
議
所
な

ど
関
係
機
関
と
の
合
同
に
よ
り
、
｢道
路
適
正
利
用
及

び
美
化
促
進
協
議
会
｣
を
組
織
し
て
お
り
、
年
二
回
、

各
回
と
も
約
三
〇
余
名
の
参
加
に
よ
り
、
高
松
市
内

の
国
道
、
県
道
、
市
道
の
主
要
七
路
線

(延
長
約
一

三
知
)
に
お
い
て
不
法
占
用
物
件
の
撤
去
や
道
路
の

正
し
く
美
し
く
利
用
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
ほ

か
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
活
動
状
況
は
表
2
の
と
お
り
で
す
が
、
こ

の
う
ち
、
指
導
件
数
が
相
変
わ
ら
ず
相
当
数
に
上
っ

て
い
る
の
は
、
イ
タ
チ
ゴ
ッ
コ
と
い
う
こ
の
指
導
業

務
の
性
格
の
ゆ
え
で
す
が
、
回
数
を
重
ね
る
毎
に
少

6 0 道行セ 98.9



し
ず
つ
改
善
傾
向
に
あ
る
の
が
せ
め
て
も
の
救
い
で

書
に
よ
り
協
力
依
頼
を
行
っ
て
お
り
、
一
定
の
成
果

す
。
な
お
、
特
に

｢自
動
販
売
機
｣
の
指
導
件
数
が

を
得
て
い
ま
す
。

｢o
｣
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
違
反
件
数
が
皆
無
で

い
ず
れ
に
し
て
も
、
不
法
占
用
の
是
正
指
導
に
っ

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
平
成

い
て
は
、
監
視
の
目
を
緩
め
る
こ
と
な
く
根
気
強
く

三
年
項
に
集
中
的
に
実
施
し
た
路
上
ハ
ミ
出
し
目
販

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
実
感
し
て
い
る
次

機
の
是
正
指
導
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

第
で
す
。

ま
た
、
本
協
議
会
で
は
、
道
路
不
法
占
用
物
件
の

一〇

お
わ
り
に

是
正
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
看
板
等
の
製
作
を
依
頼

表 2 最近の一斉是正行動の状況 数字は違反の指導件数

実施年月 孵 立て看板 式
板

動移
看

動
機売

目
販 齢 その他

平成 9 年lo月 潴 笠 灼 "̂"〕 51 65

平成10年 7月 盤 お 112 nV 第 総

* 件数は国道、 県道、 市道の 3路線の合計

す
る
写
真
業
者
の
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
書

店
、
酒
販
業
者
、
理
美
容
業
者
の
組
合
等
に
協
力
依

頼
を
行
う
と
と
も
に
、
看
板
等
を
製
作
す
る
側
の
屋

外
広
告
業
者
の
組
合
等
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
文

今
回
は
、
本
県
の
特
色
あ
る
道
路
行
政
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
本
県
は
、
来
春
に
西
瀬
戸
自
動
車

道
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
格
的
な
本
州
四
国

三
架
橋
時
代
を
迎
え
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
高
速
道
路
な
ど
の
整
備
効
果
を
広

く
全
県
的
に
波
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、
道
路
網
の
整

備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
は
、
少
子
化
、

高
齢
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ソ
フ
ト
面
に

も
配
慮
し
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
道
路
行
政
は
、
環
境
に
配
慮
し
、
快

適
で
安
全
な
み
ち
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り

適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
い
香
川
県
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
魅
力
あ

る
田
園
都
市
香
川
の
形
成
の
た
め
快
適
で
安
全
な
み

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
州
四
国
三
架
橋
時
代
を
迎
え
る
緑
豊
か
な

香
川
県
へ
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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曲
知
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

高
知
県
土
木
部
道
路
課

な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二

高
知
県
総
合
開
発
計
画
｢笈
世
紀
へ

の
目
立
と
挑
戦
｣

ー

地
域
整
備
の
課
題

本
県
と
本
州
は
、
平
成
=

年
春
に
は
三
架
橋
で

結
ば
れ
、
本
県
は
よ
り
広
く
、
よ
り
遠
い
地
域
と
競

い
合
う
時
代
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
｢地
方
の
時
代
｣

の
内
容
も
、
東
京
対
地
方
と
い
う
図
式
に
加
え
、
地

方
が
互
い
に
協
調
し
な
が
ら
競
争
す
る
、
地
方
対
地

方
の
時
代
と
い
う
意
味
合
い
を
濃
く
し
て
き
て
い
ま

8

す
。

虚

地
方
が
競
い
合
い
な
が
ら
、
互
い
に
発
展
を
す
る

道

た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
社
会
経
済
活
動
の
基

62

礎
固
め
と
、
そ
の
う
え
に
立
っ
た
、
個
性
あ
る
県
土

一

は
じ
め
に

高
知
県
は
、
四
国
の
南
半
分
を
占
め
、
北
は
四
国

山
地
を
隔
て
徳
島
県
、
愛
媛
県
に
接
し
、
南
は
太
平

洋
に
面
し
て
い
ま
す
。
四
国
山
地
は
標
高
一
、
八
〇

o
m
級
の
山
岳
が
連
担
す
る
石
鎚
山
系
、
剣
山
系
を

は
じ
め
急
峻
な
地
勢
を
形
成
し
、
瀬
戸
内
海
側
と
の

交
通
の
陸
路
と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市
圏
等
他
県
と

隔
て
ら
れ
た
地
理
的
条
件
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

高
知
県
の
総
面
積
は
七
、
一
〇
七
姪
で
四
国
の
三

八
%
、
全
国
の
一
･
九
%
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
多
く
は
山
地
で
全
域
の
八
四
%
を
占
め
耕
地
は
わ

ず
か
五
･
七
%
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
海
岸
線
は
東
の
甲
浦
、
室
戸
か
ら
西
の
足
摺
、
宿

毛
湾
ま
で
七
〇
七
畑
に
及
び
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を

呈
し
て
お
り
、
山
岳
地
の
豊
か
な
緑
と
と
も
に
、
全

国
有
数
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
は
年
間
を
通
し
て
豪
雨
や
台
風
等
に

よ
る
自
然
災
害
の
発
生
も
多
く
、
治
山
･
治
水
対
策

や
災
害
復
旧
等
の
た
め
の
多
大
な
事
業
費
が
投
入
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
自
然
条
件
に
よ
る
基

盤
整
備
の
遅
れ
が
本
県
の
地
域
経
済
の
低
迷
の
主
た

る
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
知
県
の
人
口
は
若
年
層
の
流
出
な
ど
に
よ
り
、

一
九
八
五
年
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

(平
成
七
年
国
勢
調
査
に
よ
る
一
〇
月
一
日
現
在
の

本
県
の
人
口
は
八
一
万
六
、
七
〇
四
人
)。

ま
た
、
高
齢
化
は
地
域
社
会
や
産
業
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
テ
ン
ポ
を
速
め
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
に

は
、
約
四
人
に
一
人
が
六
五
歳
以
上
と
い
う
本
格
的



　
　
　
　　

さ癰
い

高知県の道路網

づ
く
り
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
高
齢
化
は
今
後
、
さ
ら
に
テ
ン
ポ
を
早
め

て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
先
行
県
と
し
て
、
本
県
は
前

例
の
な
い
道
を
歩
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
内
で
は
人
ロ
減
少
地
域
が
拡
大
し
、
地
域
の
存
亡

と
対
時
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
む
か

え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
県
土
づ
く
り
を
考

え
る
と
き
、
次
の
世
代
向
け
て
礎
を
着
実
に
築
き
上

げ
て
い
く
た
め
に
、
本
県
で
は
平
成
五
年
一
二
月
に

高
知
県
総
合
開
発
計
画
｢21
世
紀
へ
の
目
立
と
挑
戦
｣

を
策
定
し
、
施
策
の
基
本
方
向
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

県
民
の
暮
ら
し
に
深
く
関
係
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、

西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
指
標
を
示
し
、
厳
し
い
財
政
事

情
の
も
と
で
の
重
点
的
な
施
策
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

ね屏

2

道
路
整
備
の
基
本
方
針

本
県
で
は
、
四
国
横
断
自
動
車
道
の
須
崎
I
C
ま

で
の
延
伸
、
平
成
一
一
年
春
の
本
四
三
架
橋
の
完
成

を
念
頭
に
お
き
、
こ
れ
ら
高
速
道
路
や
高
規
格
道
路

の
整
備
効
果
を
県
下
に
く
ま
な
く
波
及
さ
せ
、
最
大

限
に
活
用
を
図
る
た
め
、
平
成
三
一年

(西
暦
二
〇

〇
〇
年
)
を
当
面
の
目
標
年
次
と
し
て

｢土
佐
の
み

ち
づ
く
り
一
〇
カ
年
戦
略
｣
を
策
定
し
、
計
画
的
且

つ
重
点
的
な
道
路
網
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
〇
世
紀
に
高
知
県
と
し
て
取
り
得
る
道
路

整
備
の
方
策
は
、
高
速
交
通
体
系
の
効
果
を
県
下
に

波
及
さ
せ
る
た
め
の
道
路
整
備
で
あ
り
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
定
住
を

促
進
す
る
た
め
の
道
路
整
備
で
あ
り
、
ま
た
、
地
方

生
活
圏
に
お
け
る
地
域
住
民
の
生
活
、
文
化
の
向
上

を
図
る
た
め
の
地
方
中
心
都
市
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
で
あ
る
o

こ
の
た
め
に
は
、
国
道
を
中
心
と
す
る
幹
線
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
と
同
時
に
、
そ
れ
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
網
の
目
状
の
道
路
整
備
を
重
点
的
、

効
率
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

0

ふ
る
さ
と
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

具
体
的
に
は
、
県
内
各
市
町
村
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

す
る
主
要
幹
線
道
路
約
一
、○
○
○
如
に
つ
い
て
｢ふ

る
さ
と
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
と
位
置
づ
け
、
そ
の

う
ち
の
要
整
備
区
間
三
二
一
如
の
整
備
を
完
了
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
改
良
率
を

一
〇
0
%
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②

地
域
の
振
興
を
支
え
る
地
域
内
道
路

そ
れ
以
外
の
道
路
約
一
、
六
〇
〇
麺
に
つ
い
て
も

｢地
域
の
振
興
を
支
え
る
地
域
内
道
路
｣
と
位
置
づ

け
、
そ
の
う
ち
の
要
整
備
区
間
二
五
六
如
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
改
良
率
を
概
ね
五
0
%
に
引
き
上

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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三

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
は
、
平
成
八
年

度
よ
り
建
設
省
の
新
た
な
施
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
県
及
び
地
元
市
町
村
等
が
地
域
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
道

路
事
業
の
う
ち
、
さ
ら
に
整
備
を
早
め
る
こ
と
で
大

き
な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
る
道
路
事
業
に
つ
い
て

重
点
投
資
を
行
う
も
の
で
、
本
県
で
は
次
の
四
カ
所

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
定
し
、
関
連
す
る
道
路

事
業
の
整
備
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

1

黒
潮
は
ぐ
く
む
東
部
地
域
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

当
地
域
は
、
関
西
国
際
空
港
や
明
石
海
峡
大
橋

に
よ
る
京
阪
神
地
域
と
の
結
び
つ
き
の
拡
大
な
ど

地
域
発
展
の
潜
在
的
可
能
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
当
地
域
の
開
発
･
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
過
疎
化
･
高
齢
化
を
打
開
し
活

性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
安
芸
市
他
二
市
四
町
三
村

･
規
模
面
積

三
0
、
○
○
○
蹴

③
地
域
活
性
化
の
効
果

市
街
地
や
観
光
拠
点
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
当
地
域
の
産
業
、
観
光
の
振
興
の
活
性
化

を
図
り
、
地
場
産
業
の
育
成
や
交
流
･
就
労
人
ロ

の
増
大
、
ま
た
若
者
の
定
住
が
促
進
さ
れ
る
な
ど

様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
安
芸
市
本
町
商
店
街
活
性
化
事
業

(安
芸
市
)

･
ワ
イ
ナ
リ
ー
用
地
造
成
事
業

(北
川
村
)

･
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
事
業

(馬

路
村
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(補
助
国
道
)

北
川
奈
半
利
道
路

(
一
般
国
道
四
九
三
号
)

阿
南
安
芸
自
動
車
道

(北
川
奈
半
利
道
路
)
は
、

室戸市

四
国
横
断
自
動
車
道
と
高
知
東
部
自
動
車
道
と
一

体
と
な
っ
て
広
域
的
な
交
流
を
促
進
し
、
高
知
県

全
体
の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
県
東
部
地
域
の

地
域
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

(直
轄
)
一
般
国
道
五
五
号
吉
良
川
改
良

(主
要
地
方
道
)
安
田
東
洋
線
ほ
か
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2

平
成
一
四
年
国
民
体
育
大
会

①
目
的
･
内
容

高
知
県
で
は
、
平
成
一
四
年
に
全
市
町
村
参
加

型
の
国
民
体
育
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
と
定
着
を
進
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
盤
を
確

立
し
、
健
康
で
た
く
ま
し
く
活
力
に
満
ち
た
県
民

生
活
の
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園
と
そ
の
周
辺
地
域

二
市
三
町
三
村
他

③
地
域
活
性
化
の
効
果

進ん

大
会
期
間
中
は
も
と
よ
り
、
大
会
終
了
後
も
整

備
さ
れ
た
路
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
に
よ
り
、

交
流
の
促
進
や
、
地
場
産
業
の
強
化
、
若
者
の
定

住
等
、
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
大
規
模
年
金
保
養
施
設
整
備
事
業

(グ
リ
ー
ン

ピ
ア
土
佐
横
波
光
松
地
区
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

高
知
西
バ
イ
パ
ス

(
一
般
国
道
三
三
号
)

四
国
横
断
自
動
車
道
の
伊
野
I
C
に
直
結
す
る

ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
伊
野
町
市
街

地
の
交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
広
域
的
な
活
性
化
に

寄
与
し
ま
す
。

土
佐
市
バ
イ
パ
ス

(
一
般
国
道
五
六
号
)

須
崎
道
路

(
一
般
国
道
五
六
号
)

(補
助
国
道
)

国
道
四
三
九
号

(主
要
地
方
道
)

高
知
南
環
状
線
ほ
か
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3

四
国
カ
ル
ス
ト
･
清
流
四
万
十
源
流
地
域
活
性

化
事
業

①
目
的
･
内
容

当
地
域
は
愛
媛
県
に
接
し
た
中
山
間
地
域
で
あ

り
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
と
も
に
、

豊
か
な
自
然
や
資
源
の
宝
庫
と
も
い
え
る
四
国
カ

ル
ス
ト
を
核
に
し
た
観
光
の
振
興
を
図
る
も
の
で

す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
檮
原
町
他
一
村

･
三
七
、
0
0
o
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

四
国
カ
ル
ス
ト
を
中
心
と
し
た
地
域
内
の
観
光

拠
点
及
び
宿
泊
施
設
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と
に
よ

り
、当
地
域
の
観
光
振
興
の
活
性
化
を
図
り
、地
場

産
業
の
育
成
、
定
住
化
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

春野総合運動公園 陸上競技場

国体 P R シール



四国カルスト

･
近
代
化
施
設
整
備
事
業

(檮
原
町
)

･
滞
在
型
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
整
備
事
業

(檮
原

町
)

･
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
モ
デ
ル
事
業

(檮
原
町
)

･
高
原
自
然
の
家
整
備
事
業

(檮
原
町
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(権
限
代
行
国
道
)

地
芳
道
路

(
一
般
国
道
四
四
〇
号
)

当
道
路
は
、
当
地
域
と
愛
媛
県
松
山
市
周
辺
と

を
最
短
距
離
で
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
で
あ
り
、
四

万
十
川
源
流
で
あ
る
当
地
域
の
観
光
振
興
や
交
流

人
□
の
増
加
に
よ
る
活
性
化
に
寄
与
し
ま
す
。

(補
助
国
道
)

当
別
峠
バ
イ
パ
ス

(国
道
一
九
七
号
)

(主
要
地
方
道
)

四
国
カ
ル
ス
ト
公
園
線
ほ
か

4

高
知
県
西
南
地
方
拠
点
都
市
地
域
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

重
要
港
湾
宿
毛
港
湾
や
西
南
中
核
工
業
団
地
を

中
心
と
す
る
商
業
･
工
業
流
通
集
積
ゾ
ー
ン
と
し

て
、
県
西
部
の
玄
関
と
し
て
流
通
、
交
流
の
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。

②
所
在
地
･
規
模

･
宿
毛
市
他
一
市
一
町
一
村

　　　
　
　
　

ミ
ニ

･ゞ
'

　
　
　　
　　

し

西南地方拠点都市地域づくり
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･
三
○
、
0
0
o
m

③
地
域
活
性
化
の
効
果

鉄
道
、
港
湾
、
道
路
の
連
携
的
な
流
通
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
西
南
中
核
工
業
団
地
を

中
心
と
し
て
宿
毛
市
の
工
業
出
荷
額
が
飛
躍
的
に

伸
び
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
重
点
施
策
事
業

･
県
立
幡
多
病
院
の
統
合
施
設

(宿
毛
市
)

･
宿
毛
工
業
流
通
団
地
の
整
備

(宿
毛
市
)

･
宿
毛
駅
前
区
画
整
理
事
業

(宿
毛
市
)

･
大
島
公
園
整
備
事
業

(宿
毛
市
)

･
宿
毛
市
公
共
下
水
道

(宿
毛
市
)

⑤
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(直
轄
国
道
)

中
村
宿
毛
道
路

(国
道
五
六
号
)

四
国
縦
貫
、
横
断
道
と
と
も
に
四
国
8
の
字
ル

ー
ト
を
形
成
し
、高
知
県
西
南
地
方
拠
点
の
商
業
･

文
化
集
積
ゾ
ー
ン
で
あ
る
中
村
市
と
工
業
流
通
集

積
ゾ
ー
ン
の
宿
毛
市
を
直
結
す
る
こ
と
に
よ
り
港
･

駅
と
連
携
し
た
県
の
西
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
中

核
的
な
都
市
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

(補
助
国
道
)

以
布
利
バ
イ
パ
ス

(国
道
三
二
一
号
)
ほ
か

(主
要
地
方
道
)

柏
島
ニ
ツ
石
線
ほ
か

りようま君

四

こ
れ
か
ら
の
高
知
県
の
道
路

平
成
九
年
度
に
高
知
県
に
お
い
て
は
、
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
基
に
、
今
後
二
〇
年
間
の
道
路
計
画

｢高
知
県
の
新
た
な
道
路
整
備
計
画

(長
期
ビ
ジ
ョ

ン
)
-
新
世
紀

土
佐
の
道
中
八
策
定
｣
を
策
定
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
坂
本
龍
馬
が
一
八
六
七
年
に
藩
船

｢夕

顔
丸
｣
の
船
上
で
起
草
し
た

｢船
中
八
策
｣
に
あ
や

か
っ
て
命
名
し
た
も
の
で
、
新
し
い
時
代
の
道
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

｢道
中
八
策
｣
で
は
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
の

視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
八
つ
の
｢基
本
方
針
｣
と
｢進

め
方
｣
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
八
策

①
高
速
道
路
な
ど
の
広
域
的
な
幹
線
道
路
網
の
整
備

推
進

②
都
市
機
能
充
実
の
た
め
の
事
業
推
進

③
地
域
振
興
や
交
流
連
携
を
支
援
す
る
道
路
整
備
促

進
④
福
祉
な
ど
社
会
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
つ
道
路
整

備
推
進

⑤
交
通
安
全
を
確
保
す
る
道
路
整
備
推
進

⑥
災
害
に
強
い
安
全
な
道
路
整
備
推
進

⑦
す
ぐ
よ
く
分
か
る
情
報
化
の
推
進

⑧
既
存
道
路
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
維
持
管
理
事

業
の
推
進

進
め
方
八
策

①
事
業
の
重
点
･
集
中
化
に
よ
る
効
率
的
な
投
資

②
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

③
透
明
性
の
確
保
と
住
民
参
加
の
推
進

④
自
然
環
境
や
景
観
へ
の
配
慮

⑤
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
道
路
規
格
の
選
択

⑥
農
道
･
林
道
な
ど
と
の
調
整
･
連
携

⑦
社
会
実
験
の
導
入

⑧
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

ま
た
、
県
内
の
主
要
な
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
〇

年
間
の
具
体
的
な
整
備
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
近
く
公

表
す
る
予
定
で
、
い
ま
最
終
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
公
共
事
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
的
な
道
路
整
備
の

促
進
に
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

道イテセ 98.9 6 7
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月
･
日

世

界

の
動

き

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
四
i
六
月
期
の
国
内
総
生
産
(G

D
P
)
の
実
質
成
長
率

(速
報
)
は
、
前
期
比
年
率
換
算
で
一
･

四
%
と
な
り
、
一
-
三
月
期

(確
定
値
五
･
五
%
)
か
ら
大
幅
に

減
速
し
た
。
ア
ジ
ア
危
機
に
伴
う
輸
出
の
減
少
な
ど
が
要
因
。

○
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
の
米
国
大
使
館
付
近
と
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
の
米
国
大
使
館
付
近
で
、
そ
れ
ぞ
れ
爆
発

が
あ
り
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
米
大
使
館
を
標
的
に
し
た

同
時
爆
破
テ
ロ
と
み
ら
れ
、
両
テ
ロ
事
件
の
死
者
は
計
一
八
七
人

と
な
り
、
米
政
府
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
事
件
と
し
て
は
、
最
大
級

の
被
害
と
な
っ
た
。

○
ロ
シ
ア
政
府
と
中
央
銀
行
は
、
通
貨
ル
ー
ブ
ル
の
対
ド
ル
目
標

相
場
圏
を
六
･
o
i
九
･
五
ル
ー
ブ
ル
の
範
囲
に
拡
大
す
る
と
の

共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
相
場
で
あ
る
約
六
･
三

ル
ー
ブ
ル
か
ら
約
五
○
%
の
大
幅
な
下
落
を
許
容
す
る
事
実
上
の

通
貨
切
り
下
げ
と
な
る
。

○
米
国
が
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
米
大
使
館
爆
破
事
件
へ
の
報

復
と
対
米
テ
ロ
の
抑
止
措
置
と
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
領
内
の

｢テ
ロ
組
織
の
訓
練
施
設
｣
と
ス
ー
ダ
ン
の

｢化
学
兵
器
施
設
｣

を
攻
撃
し
た
。
攻
撃
に
は
巡
航
ミ
サ
イ
ル
･
ト
マ
ホ
ー
ク
が
使
用

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

事

項

月
･
日

国

内

の

動

き

○
和
歌
山
市
園
部
の
空
き
地
で
開
か
れ
た
夏
祭
り
で
、
自
治
会
が

つ
く
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
住
民
が
、
吐
き
気
や
腹
痛
を

訴
え
、
う
ち
四
人
が
死
亡
し
た
。
そ
の
後
の
調
べ
で
食
物
に
ヒ
素

が
混
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
和
歌
山
県
轡
が
犯
人
を
捜

査
し
て
い
る
o

o
自
民
党
の
小
渕
恵
三
総
裁
と
す
る
小
渕
内
閣
が
発
足
。
こ
れ
に

先
立
ち
小
渕
氏
は
衆
院
本
会
議
で
の
議
決
に
よ
り
第
八
四
代
、
戦

後
二
五
人
目
の
首
相
に
選
出
さ
れ
た
。
建
設
大
臣
は
関
谷
勝
嗣
氏
。

○
総
務
庁
の
労
働
調
査
で
六
月
の
完
全
失
業
率
は
四
･
三
%
と
な

り
、
前
月
を
○
･
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
最
悪
記
録
を
更
新
。

○
政
府
が
臨
時
閣
議
で
一
九
九
九
年
度
当
初
予
算
の
概
算
要
求
基

本
方
針
を
決
定
。
景
気
対
策
と
し
て

｢臨
時
緊
急
特
別
枠
｣
を
設

け
、
公
共
事
業
関
連
に
二
兆
七
千
億
円
、
非
公
共
事
業
関
連
に
一

兆
三
千
億
円
を
充
て
る
。

○
国
税
庁
が
一
九
九
八
年
分
の
路
線
価
を
公
表
。
標
準
宅
地
の
平

均
額
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
七
万
円
で
、
昨
年
分
比
五
%

の
ダ
ウ
ン
。

事

項

"鰄
月
･
日

道

路

行

政

の

動

き

○
大
阪
市
西
淀
川
区
の
公
害
病
認
定
患
者
と
遺
族
ら
が
、
国
道
二

号
、
四
三
号
と
阪
神
高
速
道
路
池
田
線
、
神
戸
線
を
設
置
･
管
理

す
る
国
や
阪
神
高
速
道
路
公
団
を
相
手
取
り
、
損
害
賠
償
な
ど
を

求
め
た
｢西
淀
川
公
害
訴
訟
｣
(
-
-
四
次
)
の
控
訴
審
は
、
大
阪

高
裁
で
和
解
が
成
立
し
た
。

○
国
と
首
都
高
速
道
路
公
団
を
相
手
に
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め
た

｢川
崎
公
害
訴
訟
｣
(二
-
四
次
)
の
判
決
が
横
浜
地
裁
川
崎
支
部

で
あ
り
、
一
定
地
域
の
原
告
住
民
へ
の
損
害
賠
償
を
認
め
た
。

○
平
成

=
年
度
建
設
省
重
点
施
策
I
れ
世
紀
へ
の
展
望
を
開
く

活
力
あ
る
国
土
の
構
築
l
が
発
表
さ
れ
た
。

事

項
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気
の
字
を
熟
語
に
使
う
と
き
、
気
合
、
気
性
、
気

品
、
気
流
、
気
象
な
ど
上
に
つ
け
る
場
合
と
、
空
気
、

霊
気
、
電
気
の
よ
う
に
下
に
持
っ
て
来
る
場
合
と
が

あ
る
。
形
而
上
、
形
而
下
的
な
区
分
で
そ
う
な
る
の

力

と
も
考
え
た
が
そ
う
で
も
な
い
。
言
葉
と
し
て

響
き
が
よ
い
よ
う
に
、
気
を
上
に
し
た
り
下
に
し
た

り
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
な
ら
気
の
字
を
取
っ
て

し
ま
え
ば
よ
さ
そ
う
だ
が
、
そ
う
す
る
と
気
化
は
化
、

気
合
は
合
、
気
性
は
性
だ
け
に
な
り
気
が
抜
け
た
言

葉
と
な
っ
て
都
合
が
悪
い
。
気
の
字
は
一
体
ど
ん
な

意
味
を
持
つ
語
な
の
か
。

漢
和
辞
典
を
見
る
と

｢気
は
大
地
を
包
み
て
動
け

ば
風
に
な
り
、
吾
人
之
を
呼
吸
し
生
活
す
。
す
べ
て

萬
物
生
成
の
根
元
と
し
、
転
じ
て
風
雨
、
寒
暑
、
陰

晴
等
、
天
地
間
の
現
象
、
人
体
の
勢
力
、
意
志
、
感

情
等
の
義
｣
と
あ
る
。
要
す
る
に
氣
は
銭
に
意
味
が

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
気
は
空
気
の
流
れ
"
を
象

ずがたかたち

形
し
た
文
字
で
、
姿
形
は
無
い
が
或
る
種
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
在
る
こ
と
を
表
す
文
字
だ
。
と
言
う
こ

と
に
な
る
。

私
達
の
地
球
は
秒
速
四
六
〇
米
の
速
さ
で
自
転
し

て
い
る
、
と
天
文
学
で
は
計
算
し
て
い
る
。
こ
ん
な

猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
回
転
し
て
い
て
は
地
上
の
も
の

は
遠
心
力
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、

地
球
に
は
萬
有
引
力
が
あ
る
。
引
力
は
遠
心
力
よ
り

も
強
い
力
で
地
球
上
の
萬
物
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
る
。

こ
の
遠
心
力
と
引
力
の
差
を
重
力
と
い
う
。
と
は
広

辞
苑
の
解
説
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
近
代
に
な

っ
て
判
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
漢
字
を
作
っ
た
古
代
中

国
の
人
々
は
、
萬
物
は
何
か
知
ら
ん
が
目
に
見
え
な

い
力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
見
え
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
気
の
流
れ
と
同
様
に
扱
い
、
気

と
い
う
言
葉
の
中
に
包
み
込
ん
だ
も
の
"
よ
う
で
あ

る
↓。こ

･
で
易
の
話
に
な
る
。
易
は
陰
陽
二
元
論
を
根

本
に
据
え
て
い
る
か
ら
、
す
べ
て
の
事
象
を
陰
と
陽

に
分
け
て
し
ま
う
。
気
の
働
き
も
陰
の
気
は
下
に
降

り
、
陽
の
気
は
上
に
昇
る
と
観
念
す
る
。
更
に
陰
の

気
と
陽
の
気
が
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
萬
物
は
生

成
変
化
す
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
の

自
然
現
象
は
私
達
が
毎
日
見
て
い
る
よ
う
に
、
天
は

上
に
あ
り
地
は
下
に
あ
る
。
こ
の
現
実
を
そ
の
ま
ま

気
の
働
き
に
当
て
は
め
る
と
、
天
の
気
は
ど
こ
ま
で

も
上
昇
し
、
地
は
下
降
を
続
け
永
久
に
交
わ
る
こ
と

が
な
い
。
交
わ
ら
ね
ば
萬
物
は
生
成
変
化
し
な
い
し
、

生
物
も
子
孫
を
残
せ
な
い
。
で
は
交
わ
る
為
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
答
は
簡
単
で
あ
る
。
現
実
の
天

地
の
位
置
を
逆
に
し
、
地
を
天
の
上
に
置
け
ば
よ
い

の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
下
に
降
り
る
地
の
気
と
、

上
に
昇
る
天
の
気
が
交
わ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

辺
の
事
情
は
文
章
で
説
明
す
る
よ
り
、
卦
象
で
見
た

方
が
理
解
し
や
す
い
。

かたち

易
で
は
陰
と
陽
を
M
と
-
の
象
で
表
す
。
こ
れ
を

かたち

天

三
本
組
み
合
わ
せ
る
と
、
八
つ
の
象
が
出
来
る
。
霊
･

地

.水･

,火

雷

風

山

澤

田
･
霊
･
塵
･
盤
･
豊
･
難
･
薑
を
八
卦
ま
た
は
小

成
の
卦
と
い
う
。
こ
の
八
卦
を
も
う

一
づ
つ
組
合
せ

る
と
六
本
一
組
の

(8
×
8
)
六
四
の
組
合
せ
に
な

る
。
こ
れ
を
六
四
卦
ま
た
は
大
成
の
卦
と
い
う
。
そ

地
天
た
い

の
一
つ
に
謳
霊
泰

(ち
て
ん
た
い
)
が
あ
る
。
天
下

泰
平
と
か
安
泰
の
語
源
に
な
っ
た
吉
卦
で
あ
る
。
こ

　

　

の
卦
は
難
を
豊
の
上
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
下
向

す
る
陰
の
気
と
上
向
す
る
陽
の
気
が
交
わ
る
こ
と
が

た
い

出
来
る
か
ら
秦
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
の
自

天

地

然
現
象
は
霊
が
上
に
あ
り
舶
が
下
に
あ
る
。
こ
れ
を

天
地

薑
班
否

(て
ん
ち
ひ
)
と
い
＼

よ
い
こ
と
が
打
ち

す
なわち
これて
んち
まじ
ほらず
してば
んぶ
っ

消
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
即
是
天
地
不
し交
而
萬
物

つうぜざ
るなり

不
し通
也
と
易
経
は
い
う
。

易
六
四
卦
は
上
経
三
○
卦
、
下
経
三
四
卦
に
分
け

ら
れ
る
。
そ
の
下
経
の
筆
頭
に
陰
陽
、
即
ち
女
と
男

澤"
山
か
ん

の
気
の
交
わ
り
を
扱

っ
た
薑
一帯
威
(た
ん
さ
ん
か
ん
)

一古
風
こう

と
幽
霊
恒

(ら
い
ふ
う
こ
う
)
の
二
つ
の
卦
が
あ
る
。

い
づ
れ
ご
説
明
し
た
い
。

ー
地
雷
復
ー

10月号の特集テーマは ｢平成=年度道路関係予算概算要求｣ の予定です。

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。
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